




















本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。







　目次








極上御曹司の恋愛成就方程式


あとがき






ギャラリー


















口絵・本文イラスト／明神 翼







１




　世界一の大都市、アメリカ合衆国ニューヨーク。

　その中心に位置するマンハッタンは、今こ宵よいも無数のネオンが煌きらめいていた。

　マンハッタンの北部、ハーレムの一角に、クラシックな石造りの建物がひっそりとたたずんでいる。一九三〇年代に著名な建築家が設計したという公立美術館だ。

　いや、正確には公立美術館だった建物で──数年前に市の予算削さく減げんで閉館となり、競売にかけられて投資家が購こう入にゆうしたものの、活用されることなく放置されていた物件である。

　投資家の死後、相続で揉もめてごたごたしているうちに建物の荒こう廃はいが進み、地域の住民からも憂ゆう慮りよする声が上がっていた。

　そこへ現れたのが、全米有数の大だい富ふ豪ごう、ロックハート財ざい閥ばつの御おん曹ぞう司しだ。相続問題を解決し、建物を買い取って修理し、財団の美術館として再生させた。

　公立美術館時代は代わり映ばえのしない展示で来館者数が右みぎ肩かた下がりだったが、リニューアルオープンしてから瞬またたく間に人気スポットとなった。若手アーティストの発はつ掘くつに力を入れ、無名の新人の作品も積極的に起用し、各種ワークショップも充じゆう実じつ──この取り組みは美術界からの評判も上々で、アメリカだけでなく諸外国からも注目を浴びている。

「──美術を学ぶ学生への支し援えんも積極的に行っており、今夜のパーティも奨しよう学がく金きん制度のための寄付金集めが目的です」

　美術館についてのレクチャーを終え、人材派は遣けん会社の主任のナタリー・ウォルシュが制服姿のウェイターとウェイトレスたちをぐるりと見まわした。

「何度も言いましたが、最後にもう一度言っておきます。今夜のパーティは〝あの〟ロックハート財団主しゆ催さいです。くれぐれも粗そ相そうのないように」

　ナタリーが険しい顔で〝あの〟を強調し、ウェイターとウェイトレスの表情に緊きん張ちようが走る。

　ウェイターのひとり、高たか桑くわ恵めぐむも、ごくりと唾つばを飲み込んだ。

（なんか今夜の仕事、めっちゃ気を遣つかいそうだな）

　アメリカ生まれアメリカ育ちの恵は、もちろんロックハート財閥のことは知っている。

　十九世紀に鉄道業で財をなし、今は不動産業やホテル業をメインに幅はば広ひろく事業を展開し、近年は非営利団体を起たち上げて社会貢こう献けん活動にも力を入れており……。

「では準備に取りかかってください。いつもの手順で、いつもより慎しん重ちように」

　ナタリーがぱちんと手を叩たたき、恵もはっと我われに返った。

　今夜のパーティは立食形式で、会場は美術館のロビーと隣りん接せつする展示室だ。メイン会場のロビーにはパーティプランナーによってテーブルが配置され、色とりどりの花が飾かざられている。

　まずはシャンパングラスを箱から取り出し、汚よごれがないかひとつひとつチェックしてテーブルの上に等とう間かん隔かくに並べていく。それが終わったら、シャンパン以外のドリンク用のグラスもチェックしなくてはならない。

　ウェイター歴一年の恵は、これまでにも何度か金持ちのパーティに派遣されている。

（大だい丈じよう夫ぶ、先月は議員のパーティだってこなせたし）

　登録している〈Ｊ＆Ｋサービス〉は、富ふ裕ゆう層向けを謳うたった人材派遣会社だ。しかし登録した当初は、富裕層とは言い難がたいクラスのパーティに派遣されることが多かった。

　絡からんでくる酔よっぱらいやナンパしてくる不届き者に辟へき易えきしつつ、これも生活のためと作り笑え顔がおで耐たえてきた。真面目まじめな仕事ぶりが評価され、半年ほど前から実業家や政治家、セレブと呼ばれる人々が主催するパーティに派遣されるようになり、給料もほんの少しアップしたところだ。

（うーん……俺だったらもう少し色味を抑おさえた花にするんだけど）

　グラスを磨みがきながら、目の前の花をそれとなく観察する。

　吹ふき抜ぬけの広々としたホールなのでゴージャスな花を飾りたくなる気持ちもわからなくはないが、淡あわいベージュ色の石を使った床ゆかや壁かべには寒色系の花のほうが似合う気がする。自分だったら葉物を多めにして、青か紫むらさきの花にしただろう。

　ウェイターになる前、恵はイベント会社の社員だった。ニューヨーク近きん郊こうの公立大学を卒業し、パーティプランナーになりたくて就職したのだが、入社二年目に会社が倒とう産さん。以来、ウェイターのアルバイトで食いつなぎつつ就職先を探しているところだ。

　パーティプランナーになる夢は諦あきらめていないので、つい〝自分だったらどうするか〟考えてしまう。このバイトを選んだのも、パーティやイベントを実際に見て学びたいと思ったからだ。

「恵、そこはもういいから、カフェの厨ちゆう房ぼうに行ってフードの準備を手伝ってくれる？」

「はい」

　ナタリーに声をかけられ、恵は顔を上げて頷うなずいた。

　ロビーに隣接した場所にカフェがあり、今夜はそこの厨房を借りて調理や盛りつけなどの準備をしているようだ。厨房の扉とびらを開けると、顔見知りのスタッフが「ちょうどいいところに来た」と顔をほころばせた。

「外のトラックからフルーツの箱を持ってきてくれるかな。ヒロに頼たのんだんだけど、ひとりじゃ運ぶの大変だから」

「了りよう解かいっす」

　軽く返事をして、厨房の裏口に向かう。外に出ると、美術館の裏手に停とめられたトラックの荷台からヒロが段ボール箱を運び出しているところだった。

「ヒロ、手伝うよ」

「ああ、よかった。結構たくさんあるから助かるよ」

　ヒロからパイナップルやメロンの箱を受け取り、台車に積んでいく。

　ヒロ・ジェニングスは、恵の親友兼けんルームメイトだ。ちょうど同じ時期に〈Ｊ＆Ｋサービス〉で働き始めて意気投合し、恵が住んでいたアパートが取り壊こわされることになったのを機に、先月からルームシェアを始めた。

　アメリカ人の父と日本人の母の間に生まれたヒロはかなりの美青年で、本人もそれをよく承知している。栗くり色いろの髪かみにつぶらな茶色い瞳ひとみ、可愛かわいらしい顔立ちで、ウェイターになる前は高級ブランドのショップの店員をしていたらしい。

「こんなに食べると思う？　絶対余るよね」

　箱を持ち上げながら、ヒロが眉み間けんに皺しわを寄せる。

「余ったら俺たちにまわってくるだろ。帰りにパイナップル丸々一個もらえそう」

「だといいね。最近フード類ケチるパーティが多いけど、さすが天下のロックハート家主催って感じ。シャンパンも上等なやつだし」

　ふとヒロが手を止め、辺りを見まわして声を潜ひそめる。

「知ってる？　ロックハート家の御曹司ってイケメン揃ぞろいなんだよ。しかも本家の次期当主は、日系人の男性と結けつ婚こんしたんだって」

「へえ……知らなかった」

　イケメン云うん々ぬんはどうでもいいが、あのロックハート家の御曹司が同性婚をしていたというのは意外だった。上流階級の名家は、そういったことに関しては保守的だと思っていたのだ。

「あー、僕もロックハート家の御曹司に見み初そめられたい！　今夜はかなりチャンスだよね。こういう機会でもないと、ロックハート家の御曹司と出会う可能性なんてまずないし」

　目をきらきらと輝かがやかせるヒロに、恵は苦く笑しようした。

「そんなこと言っていいのか？　彼氏が聞いたら気を悪くするぞ」

「彼氏ってダグのこと？　ダグとは一回デートしただけで、つき合ってるわけじゃないよ。なんかちょっと、思ってたのと違ちがう感じだったし……お互たがいにね」

　ヒロはゲイで、家族や友人にもカミングアウト済みだ。恋れん愛あいに積極的なタイプで、ＬＧＢＴ向けのパーティやマッチングアプリを活用し、常に出会いを求めている。

　実は恵も恋愛の対象は同性なのだが、ヒロ以外にはまだ話していない。両親や妹は薄うす々うす勘かんづいているようだが、決まった相手が見つかるまでは言わなくていいだろうと思っている。

（俺にも一応彼氏がいたことあったんだけど）

　過去の恋愛を思い出し、恵は心の中でため息をついた。

　これまでに三人の男とつき合ったが、三人とも親に紹しよう介かいしたいと思えるような関係には至らなかった。思い出すといろいろ腹が立ってくるので、急いで記き憶おくに蓋ふたをする。

「御曹司に見とれてないで、ちゃんと真面目に仕事しろよ」

「ま、僕だって本気でどうこうなるとは思ってないよ。向こうにとっては、僕なんて大勢の使用人のひとりだろうし」

　そうぼやいてから、ヒロがまじまじと恵を見つめた。

「恵は大勢の中でもぱっと目を引くからいいよね。なんかアニメから抜け出してきたみたいな感じだもん」

「髪が真っ赤だから？」

「違うよ。自分でもわかってるでしょう」

「まあね」

　ヒロの言う通り、恵は人目を引く容姿の持ち主だ。

　白くなめらかな肌はだに切れ長の印象的な目元、すっきりとした頰ほおのラインはクールビューティーと称しようされることが多い。百七十五センチのすらりとした体型はスタイル抜ばつ群ぐん、お洒落しやれも大好きなので、髪をカラーリングしたりピアスをしたり、服装にもかなり気を遣っている。

　見た目が派手なので遊んでいると誤解されることも多いのだが、どうでもいい相手にどう思われようと構わないので気にしないようにしている。

「僕ももうちょっと背が高かったらなあ」

　百七十センチあるかないかのヒロが、うらやましそうに呟つぶやく。

「ヒロはまだ二十二歳だろ。男は二十五歳くらいまで成長期だから、これから伸のびる可能性あるよ」

「だといいんだけど」

　厨房の裏口が開き、ナタリーに「急いで！」と急せかされる。

　慌あわてて恵は、重い台車を押して厨房へ向かった。







　午後七時に始まったパーティは大だい盛せい況きようだった。男性はスーツ、女性もほとんどがドレス姿で、美術館のロビーがたちまち映画のワンシーンのように華はなやかに彩いろどられていく。

（さすがロックハート家主しゆ催さい、格段に上品だな）

　銀製のトレイを手に人々の間を縫ぬうように移動しながら、恵は感かん嘆たんのため息を漏もらした。

　一いつ介かいのウェイターの恵にも、政治家や大だい企き業ぎようのパーティとは客層が似ているようで全然違うことがわかる。ここに来ているのは本物の上流階級の人たちで、この仕事をしていなかったら一生縁えんがなかった世界だ。

「皆みなさま、今夜はお集まりいただきありがとうございます」

　パーティの主催者らしき男性が客に呼びかけ、皆の視線を集める。

　主催者や館長の挨あい拶さつが始まるようだ。恵も壁かべ際ぎわの定位置へ戻もどり、テーブルにトレイを置いて顔を上げた。

「今夜のチャリティパーティの主催のコンラッド・ロックハートです。ご存じのように、この美術館は若手のアーティストへの支し援えんを積極的に行っており──」

　型通りの挨拶を述べるロックハート家の御おん曹ぞう司しを、恵はまじまじと見つめた。

　歳としは四十前後だろうか。百九十センチはありそうな長身に引き締しまった体たい軀く、黒い髪を七三に分けて銀ぎん縁ぶちの眼鏡めがねをかけているので地味に見えるが、精せい悍かんな顔立ちはかなりの男前と言っていいだろう。

（天は二物を与あたえずって言うけど、あのロックハート家の御曹司でこのルックスって出来すぎだろ）

　ちらりと対面の壁際にいるヒロを見やると、目が完全にハート形になっていた。

　うっとりと御曹司に見とれているヒロに、内心苦笑する。

（ヒロの好みって、もっと男くさいフェロモンむんむんのタイプかと思ってたけど）

　低くなめらかな声でスピーチを続ける御曹司に視線を戻す。

　お堅かたい紳しん士しという印象だったが、よく見るとダークグレーのスーツの下の広い肩かたや厚い胸むな板いた、逞たくましい大だい腿たい部ぶのあたりに男性的なフェロモンを漂ただよわせている。左手の薬指には指輪がなく、おそらく独身。この美術館を見れば仕事に関してもやり手だということがわかるし、御曹司という肩書きがなくても充じゆう分ぶんもてまくりで、引く手あまただろう。

　恵のタイプではないが、コンラッド・ロックハートが魅み力りよく的だということには同意せざるを得ない。あの大きな手で眼鏡を外したりネクタイを緩ゆるめたりするところは、さぞかし……。

　いつのまにか自分もコンラッドに見とれていたことに気づき、慌てて視線をそらす。

（こういう真面目まじめそうな男が、案外裏では遊びまくってたりするんだよな）

　コンラッドの挨拶が終わり、拍はく手しゆが送られる。初老の館長を紹介して、コンラッドはするりと人ひと垣がきの中へ紛まぎれ込んだ。

　館長の挨拶に耳を傾かたむけつつ、なんとなくコンラッドを視線で追ってしまう。

　コンラッドの隣となりに立っている長身の若い男性は兄弟だろうか。背格好が似ているし、顔立ちもどことなく似通っている。

　兄弟らしきその男性は、コンラッドとは対照的に華やかな王子さまタイプだった。ダークブロンドに青い瞳、俳優かモデルのような煌きらびやかな存在感をまとっている。

　館長の挨拶が終わったところで人垣が少し動き、恵は王子さまの隣に小こ柄がらでほっそりした黒髪の男性がいることに気づいた。

（んん？　あのふたり、恋こい人びと同士……？）

　王子は黒髪の男性の腰こしに、しっかり手をまわしている。紺こん色いろのスーツ姿のその男性は、遠目にもはっとするほど美しかった。

　さっきヒロが、ロックハート家の誰だれかが日系人の男性と結婚したと言っていたが、あれがそうなのだろうか。

　金きん髪ぱつ王子が黒髪美人の耳元に何か囁ささやきかけ、黒髪美人がはにかんだようにくすくす笑う。

　黒髪美人を見つめる金髪王子のとろけそうな眼まな差ざしときたら、見ているこっちが恥はずかしくなるほどで……。

「恵、そろそろ乾かん杯ぱいだから準備して」

　いつのまにか隣に来ていたナタリーに耳打ちされ、はっと我われに返る。

（いけね。仕事に集中しないと）

　コンラッドや金髪王子から視線を引き剝はがし、恵はずらりと並んだグラスにシャンパンを注いでいった。







　どんなパーティも、乾杯から一時間も経たつと次し第だいに空気が緩んでくる。

　さすがに騒さわいだり暴れたりする客はいないが、おしゃべりなマダムの高らかな笑い声が響ひびいたり、初老の紳士が隅すみの椅い子すでうたた寝ねしたり──コンラッドや館長に挨拶して帰っていく客もいれば、遅おくれてやってきてシャンパンをがぶ飲みしている客もいる。

（ま、上流階級っていったって同じ人間だもんな。酒が入ればこんなもんか）

　今まで派は遣けんされてきたパーティと比べれば、終しゆう盤ばんのこの時間でも充分上品さを保っていると言えるだろう。

　厨ちゆう房ぼうと会場を行き来し、ロビーのテーブルのフードを補ほ充じゆうする。ちらりと会場を見まわすと、コンラッドは老夫ふう婦ふと、金髪王子と黒くろ髪かみ美人のカップルは中年の婦人と何やら話し込んでいるところだった。

（展示室のフードも補充しとこう）

　洒落たフィンガーフードの載のったトレイを手に、恵は展示室に向かった。

　展示室には二十人ほどの客が、それぞれ展示されている絵や彫ちよう刻こくを見ながらゆったりと言葉をかわしていた。隅のテーブルに行き、フィンガーフードのトレイを置く。

　恵がトレイを置くやいなや、のしのしとやってきた若い男性が手を伸ばしてきた。

「コーラとかない？　彼女がアルコールはもう飲みたくないって」

　カナッペを咀そ嚼しやくしながら、男がぞんざいな言こと葉ば遣づかいで話しかけてくる。内心面めん食くらいつつ、恵は「お持ちします」と笑え顔がおを作って踵きびすを返した。

　年配の客が多い中、二十代前半に見えるその男は、会場でも少々目立っていた。

　上等なスーツに高級腕うで時ど計けい、彼も上流階級に属する身分なのだろう。ヒスパニック系の美しい女性を伴ともなっていたが恋人同士という感じではなく、彼が肩を抱だいたり腰に手をまわしたりするたびに彼女が迷めい惑わくそうな表情を浮うかべていたので印象に残っている。

　厨房に入ると、ちょうどヒロがドリンクの補充をしているところだった。

「コーラある？」

「あるよ。何なん杯ばい？」

「一杯ぱいでいい。いや、念のため二杯はい」

　忙いそがしかったので、パーティが始まってからヒロと言葉をかわすのはこれが初めてだ。声を潜ひそめ、ヒロに尋たずねる。

「なあ、さっきロックハート家の誰かが日系人と同性婚こんしたって言ってたよな。今日会場に来てる金髪の王子みたいな男性がその人？」

「違ちがう違う、ウェイトレスの子が教えてくれたんだけど、あれはコンラッドの弟のキャメロンだって。けどキャメロンもあのアジア系の美人とつき合ってるみたいだよね」

「ああ、どこからどう見ても熱愛中って感じだった」

「コンラッドのほうはひとりで来てるからフリーかな。僕にもチャンスあるね」

「馬ば鹿かなこと言ってないで仕事に集中しろ」

　苦く笑しようしつつコーラをトレイに載せ、展示室へ急ぐ。先ほどの男は、チーズを食べながら壁に掛かけられた絵を眺ながめていた。

「お待たせいたしました」

　控ひかえめに声をかけると、男が振ふり返る。女性のほうは化け粧しよう室にでも行ったのか、展示室には見当たらなかった。

「ああ、そこに置いといて」

　言われた通り、隅のテーブルにそっとグラスを置く。

　空になったグラスをトレイに載せて展示室を出ていこうとしたそのとき、ふと目の端はしに気になる光景が映った。

（今、コーラのグラスになんか入れてなかった……？）

　先ほどの若い男が、ポケットから取り出した何かを素す早ばやくグラスに入れていたような気がする。さりげなく観察すると、片方のグラスの底に白っぽい錠じよう剤ざいらしきものが沈しずんでいるのが見えた。

　──これは非常にまずい事態だ。

　おそらく……というか、飲み物にこっそり入れた時点で、レイプドラッグと呼ばれる薬に違ちがいない。女性の意識を朦もう朧ろうとさせ、介かい抱ほうを装よそおって不ふ埒らちな真ま似ねをするつもりだ。

（上流階級の奴やつでも、こんな卑ひ怯きような真似をするんだ）

　今まで派遣されてきたあまり上品とは言い難がたいパーティでも、人の飲み物にこっそり薬を入れるような場面に遭そう遇ぐうしたことはなかった。

　ここはマニュアル通り、主任のナタリーに報告しなくてはならない。

　しかし展示室に連れの女性が戻もどってきたのが目に入り、恵は男のもとへ急いだ。

　仕事じゃなかったら、男の胸むなぐらを摑つかんで「今コーラに薬を入れただろう」と皆みなの前で暴ばく露ろしてやるところだ。残念ながら今は仕事中なので、とにかく彼女がコーラを飲むのを阻そ止ししなくては。

「お客さま、すみません。先ほどお持ちしたコーラ、氷を入れるのを忘れておりました」

　距きよ離りを詰つめてから、男の背中に話しかける。

「は？　氷なら入ってるぞ」

　男が振り返ったとたん、恵は偶ぐう然ぜんを装って体当たりした。

　男が手にしていたグラスが床ゆかに落ち、派手な音を立てて割れる。展示室にいた客が、驚おどろいたようにいっせいに振り返った。

「おい！　何してるんだよ！」

　当然ながら男は激高し、大声を張り上げて恵を睨にらみつけてきた。

「大変失礼いたしました。すぐに代わりの飲み物をお持ちします」

「いらねえよ！　どうしてくれるんだ！　服が汚よごれたじゃねえか！」

　上流階級とは思えない言葉遣いで、男が喚わめき散らす。連れの女性が「落ち着いて」となだめるが、男の怒いかりは収まらなかった。

　ウェイターがぶつかって飲み物がちょっと服にかかったくらいで、このような場でこれほど声を荒あらげるのはどう見ても不自然だ。どちらかというと、自分の計画を阻止されたことに怒り狂くるっているのだろう。

　醒さめた目で、恵は男が顔を真っ赤にして怒ど鳴なり散らすさまを眺めた。いっそのこと、皆の前で「先ほどコーラに薬を入れてましたね」とばらしてやるべきか。

　しかしマニュアルの「どのような状況でもお客さまに恥はじをかかせないこと」という項こう目もくが頭をよぎり、唇くちびるを引き結ぶ。

　自分さえ我が慢まんすれば、この場はなんとか収まるだろう。あとでナタリーにこっぴどく絞しぼられるだろうが、仕方がない。

「どうかされましたか」

　ふいに頭上から、低い声が降ってくる。

　驚いて振り返ると、パーティの主しゆ催さい者しやであるコンラッド・ロックハートが立っていた。

　コンラッドが現れたとたん、先ほどまで偉えらそうに説教を垂れていた男がさっと顔色を変える。

「こいつがぶつかってきて、飲み物が……」

　しどろもどろに言いながら、視線をさまよわせる。後ろ暗いところがあるので、コンラッドに対しておどおどしてしまうのだろう。

「それは大変失礼いたしました。クリーニング代はこちらで弁べん償しよういたします」

「いや……ちょっと濡ぬれただけだから」

　男の態度の豹ひよう変へんぶりと来たら、滑こつ稽けいなほどだった。もごもごと口の中で何か呟つぶやきつつ、踵を返してそそくさと展示室から出ていく。

「お騒がせしてすみません。ここはすぐに片付けますので」

　恵が謝ると、コンラッドが眼鏡めがねの奥からじっとこちらを見下ろす。

　視線が合い、恵はコンラッドの瞳ひとみもキャメロンと同じく青いことに初めて気づいた。　>>>♥

「怪け我がはないか？」

　苦言を呈ていされるかと思っていたので、コンラッドの意外な気き遣づかいに面食らう。

「え？　はい、大だい丈じよう夫ぶです」

「彼の言ったことは気にしなくていい。酒さけ癖ぐせの悪さで有名なんだ」

「ありがとうございます……」

　向こうから怖こわい顔をしたナタリーがやってくるのが見えて、ごくりと唾つばを飲み込む。

　ナタリーは事なかれ主義なので、先ほどの一件を報告しても内々に済ませようとするだろう。今後のためにも、パーティの主催者にあの男の悪事を報告しておいたほうがいい。

　周囲に人がいないのを確かく認にんしてから、恵は意を決して顔を上げた。

「あの男性が、連れの女性の飲み物に薬を入れるのを見ました。皆の前で指し摘てきするわけにはいかないのでわざとぶつかりました。俺はこれで退場させられると思いますが、あの男が同じことをしないように見張っててください」

　声を潜めて早口に告げると、コンラッドが眼鏡の奥の目を瞬またたかせた。

「……わかった。注意して見ておく。ありがとう」

「お願いします」

　返事をしたところで、作り笑顔のナタリーが「すみません、ウェイターが粗そ相そうをしたようで」と割り込んできた。

「いや、いいんだ。客のほうが大おお袈げ裟さに騒さわぎ立てただけだから」

　さらりと恵を庇かばって、コンラッドが踵きびすを返す。

　ふたりきりになると、ナタリーが怖い顔に戻って睨みつけてきた。

「ごめんなさい……すぐに片付けます」

「いえ、ここはもういいから厨ちゆう房ぼうを手伝って」

「わかりました」

　案の定、一発退場のレッドカードが出てしまった。騒ぎを起こしたペナルティとして当分の間富ふ裕ゆう層のパーティには呼んでもらえないだろうし、もしかしたら給料も下げられるかもしれない。

　それでもあの男の悪事を阻止することができたので、すがすがしい気持ちだった。

（ロックハート家の御おん曹ぞう司しも、ちゃんとわかってくれたし）

　コンラッドの気き遣づかいも感謝する。

　今になってあのロックハート家の御曹司と言葉をかわしたことを実感し、恵は心臓がどきどきするのを感じた。

（ヒロだったら目がハート形になってたんだろうな）

　自分は別に、ときめいているわけではない。ほんの短い時間とはいえ、全米有数の大だい富ふ豪ごうの御曹司とふたりきりになったことにちょっぴり興奮しているだけだ。

　いつのまにか口元が緩ゆるんでいたことに気づき、慌あわてて表情を引き締しめる。厨房の扉とびらを開けて、恵は「手伝いにきました」と声を張り上げた。







２




　──翌日の午前十時。

　リビングルームでノートパソコンを覗のぞき込んでいると、ヒロの部屋のドアが開いた。

「おはよ……早いね」

　あくびをしながら、ヒロがキッチンに向かう。

「そうでもないよ。俺もさっき起きたばっかだし。あ、コーヒー残ってるからよかったらどうぞ」

「ありがと」

　マグカップにコーヒーを注ぎ、ヒロが隣となりに腰こしかける。

「何見てるの？」

「仕事探し。クビになってからじゃ遅おそいから」

　恵の言葉に、ヒロが「ああ……昨夜の一件ね」と呟いた。

「クビにはならないんじゃない？　僕だって客の服にシャンパンぶちまけたことあるけど、ナタリーのお説教だけで済んだし」

「昨夜の男が派は遣けん会社にクレーム入れてるかもしれないから」

「ちゃんと事情があるんだし、会社もわかってくれるよ」

「だといいんだけど」

　ヒロには昨夜の一件は全部話してある。もっともヒロの関心は、レイプドラッグ云うん々ぬんよりもあのロックハート家の御曹司と言葉をかわしたという点に集中していたが。

　そしてナタリーにもパーティが終わってからすべて打ち明けたのだが、レイプドラッグを阻そ止しした点について、ナタリーは微び妙みような表情を浮うかべていた。

『けど、あなたがそう思っただけで証しよう拠こはないんでしょう？　まず私に報告して欲しかったわ』

　そう言われると、恵としても返す言葉がなかった。男がグラスに何か入れたのは確かだと思うが、床ゆかにこぼれた時点で薬はすっかり溶とけていたし、ナタリーの言う通り証拠は何もない。

「なんかいい仕事、ありそう？」

「うーん……あんまり。なんでもいいってわけじゃなくて、パーティやイベントにかかわる仕事に就つきたいから」

　マグカップを置いて、ヒロがこちらに向き直る。

「あのさ、今の派遣会社、いろいろ厳しいわりにそれほど給料よくないじゃん？　別の派遣会社に移ろうかなって思ってて」

「別の派遣会社？」

　恵もパソコンを操作する手を止め、ヒロのほうへ向き直る。

「先月ソーホーの実業家のパーティに呼ばれたとき、お客さんからスカウトされたんだ。ルックスのいいウェイターを集めてるからって」

「もしかして〈クリスタル・エンタープライズ〉って会社？　俺も名めい刺しもらったけど、見た目のいいウェイター集めてるとか、なんか怪あやしくない？　エスコートサービスじゃないの？」

　エスコートサービスは表向きはパーティの同どう伴はん者しややデート相手の派遣を謳うたっているが、実態は売春である場合が多い。ニューヨークのような大都会にはゲイ向けのエスコートサービスもあり、恵も何度かスカウトされたことがある。

「違ちがうよ。実はお試ためしで一回行ってみたんだ」

「行ったの？　そんなこと一言も言ってなかったじゃん」

「言ったら絶対反対されるだろうと思って」

　ヒロが肩かたをすくめ、マグカップに残っていたコーヒーを飲み干す。

「どんなパーティだった？」

　少し興味をそそられ、恵は身を乗り出した。

「男ばっかりかと思ったけど、男女半々くらいのごく普ふ通つうのパーティだったよ。主しゆ催さい者しやが芸能プロダクションのＣＥＯとかで、結構有名なモデルも何人か来てた。〈Ｊ＆Ｋサービス〉で派遣されるパーティよりも、なんていうか……いかにもパーティピープルって感じの人たちの集まりだったけど、特に失礼なことされたりむかついたりすることもなかったし」

「ふうん……」

「あと、給料がかなりいいんだ。三時間の拘こう束そくで二百ドル」

「三時間で二百ドル!?」

　がばっとソファから体を起こす。

　このご時世、三時間で二百ドルは破格と言っていいだろう。ルックスがいいというだけで、こんなに給料に差がつくものなのだろうか。

「すごいでしょ。恵もそこで働かない？　一いつ緒しよなら心強いし」

「うーん……」

　ヒロの誘さそいに、恵は心が揺ゆらぐのを感じた。

　今の給料でやっていけないこともないが、フリーになってからは貯金ができずにいる。今後のためにテーブルコーディネーターの資格も取りたいし、フラワーアレンジメントの教室にも通いたい。

　なんと答えようか迷っていると、ふいに恵のスマホが鳴り始めた。

「うわ、ナタリーからだ」

「大だい丈じよう夫ぶ、〈Ｊ＆Ｋサービス〉をクビになっても仕事はあるよ」

　ヒロの励はげましに頷うなずきつつ、通話ボタンを押す。

『〈Ｊ＆Ｋサービス〉のナタリーだけど、今いい？』

「はい」

　神しん妙みような面おも持もちで頷くと、ナタリーがこほんと咳せき払ばらいをした。

『コンラッド・ロックハート氏から電話があったわ。次のパーティにもぜひあなたに来て欲しいって、指名してくださったの』

「……ええっ!?」

　一いつ拍ぱく遅おくれて、恵は素すっ頓とん狂きような声を上げた。

　クビは免まぬかれたとしても、当分富ふ裕ゆう層のパーティからは外されるだろうと覚かく悟ごしていた。まさかコンラッドが、わざわざ派遣会社に電話を入れて指名してくれたとは。

『あなたの機転を褒ほめていたわ。まあ確かに、あの場合ああするしかなかったのかもね。ロックハート氏が仲ちゆう裁さいに入ってくださったおかげで、あの男性のほうからもクレームは来てないし』

　コンラッドから直々に電話が来たおかげか、ナタリーは昨夜とは打って変わって機き嫌げんがよかった。

『パーティは来週の金曜日よ。予定を入れておくわね』

「了りよう解かいです。あの、どうもありがとうございます」

　礼を言って通話を切ると、ヒロが興きよう味み津しん々しんの表情でこちらを見ていた。

「なんと、クビにならなかった。しかもロックハート氏が次のパーティにも呼んでくれたみたいで……」

「マジで？　すごいじゃん！　次のパーティっていつ？」

「来週の金曜日だって」

　恵が答えると、ヒロが「ああーっ」と声を上げた。

「来週金曜日、〈クリスタル・エンタープライズ〉のほうの仕事入れちゃった……」

「頑がん張ばって稼かせいでこい。今回はクビを免れたけど、俺も今後のこと考えなきゃ」

「僕もパーティで御おん曹ぞう司しに見み初そめられたい……」

「別に見初められたわけじゃねーよ」

　苦く笑しようしつつ、恵はノートパソコンをばたんと閉じた。
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　──金曜日の午後六時。会社のマイクロバスから降り立った恵は、ロックハート邸ていを見上げて思わず感かん嘆たんの吐と息いきを漏もらした。

（すげえ……先週の美術館より美術館っぽいじゃん）

　正面玄げん関かんの扉とびらが開け放たれ、ケータリング業者が忙いそがしそうに行き来している。吹ふき抜ぬけの玄関ホールは、五十人くらいのパーティも余裕で開けそうなほど広かった。

　今夜のメイン会場は、玄関ホールの隣となりの大広間だ。この屋や敷しきはパーティを開くことを念頭に設計されたらしく、天てん井じようの高い大広間にはグランドピアノが置かれ、小さなステージまである。パーティというより舞ぶ踏とう会といったほうがしっくりくるような、クラシックでゴージャスな空間だ。

　一緒に派は遣けんされたウェイターやウェイトレス仲間とともに準備に取りかかっていると、ナタリーがつかつかと歩み寄ってきた。

「恵、ちょっといい？」

「はい」

　手を止めて顔を上げると、ナタリーが微妙な表情を浮かべていた。

「先週騒さわぎを起こした件、社長があんまりいい顔をしてないの。あなたはよく気がつくし仕事も丁てい寧ねいだけど、ちょっと喧けん嘩かっ早ぱやいところがあるでしょ。前にもお客さまの手をはたき落としたことがあったし」

「あれは俺の尻しりを触さわってきたからです」

　その件について釈しやく明めいするが、ナタリーは聞こえないふりでスルーした。

「とにかく、今度何かあったら覚悟しておいて」

「……はい」

　神妙な面持ちで頷き、ナタリーの後ろ姿を見やる。

（別に喧嘩っ早いってわけじゃないのに……。それとも傍はたから見ると、俺ってそういうふうに見えるのかな）

　大人しくて穏おだやかだとは言わないが、自分は決して短気な性格ではない。尻を触られた件以外にもむかつくことは山ほどあったが、その都度笑え顔がおで耐たえてきた。

　尻を撫なでた男の手を振ふり払はらった件も、プライベートだったら罵ば倒とう付きだったところを、無言で軽く振り払うだけにとどめてやったのだが。

　ため息をつきつつ、恵はパーティの準備作業に戻もどった。汚よごれがないかひとつひとつチェックしながら、シャンパングラスをテーブルに並べていく。

　とにかく、本当に短気で喧嘩っ早かったらウェイターの仕事なんて一ヶ月も持たなかっただろう。自分でもよく耐えていると思うし、これ以上耐えろと言われたら辞やめるしかない。

　あれこれ考えつつグラスを磨みがいていると、ふいに正面に誰だれかが立ちはだかった。

　顔を上げると、眼鏡めがねの奥の青い瞳ひとみと視線がぶつかる。

「あ……こ、こんばんは」

　いきなり現れたコンラッドに、恵は目を白黒させつつ挨あい拶さつをした。

　コンラッドが、唇くちびるの端はしを軽く持ち上げるようにして「ああ」と頷く。

「先日騒ぎを起こしたのに指名してくださったそうで……どうもありがとうございます」

「こちらこそ、不届き者をつまみ出せて感謝している。あのあと調べてみたら、彼には何度か前科があった。これまでは親が揉もみ消してきたらしいが、揉み消せないような決定的な証しよう拠こを添そえて警察に通報しておいたよ」

「そうなんですか。えっとそれは……よかったです」

　意外な顚てん末まつに驚おどろいて、思わず声が上うわ擦ずってしまう。

　ああいう性犯罪者を野放しにしておくのは業ごう腹はらだが、被ひ害がい者しやでもない自分が警察に訴うつたえても相手にしてもらえないだろう。そう考えて嫌いやな記き憶おくに蓋ふたをしていたのだが、まさかコンラッドが動いてくれていたとは思わなかった。

「ああ、これ以上被害者が増えなくて済む」

　言いたいことを言ってしまうと、コンラッドはくるりと踵きびすを返して背中を向けた。

　パーティの主しゆ催さい者しやなので忙しいのだろうが、素っ気ない態度に少々がっかりしてしまう。

（いや別に、愛あい想そよくして欲しかったわけじゃねーけど……）

　忙しい中、あの男のことを報告しに来てくれただけで充じゆう分ぶんだ。考えてみたら、あのロックハート家の御曹司がただのウェイターの自分を気に掛かけてくれただけで、特別すぎる出来事なわけで……。

　今いま更さらながら、胸がじんわりと熱くなる。

（よし、今夜は張り切って超ちよう模も範はん的なウェイターに徹てつするぞ！）

　そう自分に言い聞かせ、恵はぐっと両手の拳こぶしを握にぎり締しめた。







　午後七時に始まったパーティは、穏やかに、そしてつつがなく進行していた。

　今夜のパーティはロックハート財団が運営している慈じ善ぜん団体の十周年記念、先週と同じく寄付金集めが目的のようで、パーティの途と中ちゆうで余興のようなオークションも行われた。

　とはいえ、出品されたのはそんじょそこらの品ではない。宝石、アンティークの工芸品、著名な画家の作品等々、オークション会社の社員や警備員もやってきて、落札価格もかなりのものだった。

（ロックハート家ほどの大だい富ふ豪ごうになると、チャリティの規模も違ちがうな）

　実は先週のパーティのあと、ちょっと気になってロックハート家について調べてみたのだが、今は企き業ぎよう活動よりも社会奉ほう仕し活動に力を入れているらしい。教育支し援えん、医い療りよう支援、自然保護に難民や犯罪被害者への支援……とにかく一族総出であらゆる方面の支援に取り組んでおり、きっちり成果も出している。

　母子家庭で育った恵も、子供の頃ころにこうした支援に大いに助けられてきた。当時は誰が寄付してくれたのか、誰が支援してくれているのかよくわかっていなかったが、もしかしたらロックハート財団の世話になったことがあったかもしれない。

　壁かべ際ぎわに立って、大広間で笑いさざめく人々に視線を向ける。

　今夜はキャメロンとそのパートナーの姿はなく、コンラッドが母親らしき年配の女性とホスト役を務めていた。

　なんとなく、群衆の中にコンラッドの姿を探してしまう。人ひと垣がきの向こうでコンラッドが若い女性と話しているのが目に入り、恵は視線をそらした。

「恵、そろそろ牛肉のパイ包みが焼き上がる頃だから、持ってきてくれる？」

「了りよう解かいです」

　ナタリーに声をかけられ、厨ちゆう房ぼうに向かう。

　扉を開けると、派遣シェフが大きな皿にオーブンから取り出したひとくちサイズのパイ包みを並べているところだった。

「これはまだ熱々だから、先にそっちのブルスケッタをお出しして」

「はい」

　ブルスケッタの皿をトレイに載のせながら、恵はちょっとしたレストラン並みの広さと設備を持つ厨房を感心しながら見まわした。

　ここは本当に、パーティをするためのお屋敷だ。ついつい、自分だったらどんなパーティを企き画かくするか考えてしまう。

（夢のまた夢だな。第一、パーティプランナーになれるかどうかもわかんないし）

　トレイを持って、厨房をあとにする。

　厨房から大広間へは屋敷の中央の廊ろう下かを通っていくのだが、その廊下の向こう、老婦人がひとりたたずんでいるのが見えた。

（あの人、何してるんだろう）

　廊下はかなり幅はばが広く、両りよう脇わきにキャビネットや長なが椅い子すが置かれている。老婦人はキャビネットの上に置かれている小さな銀ぎん杯ぱいをしきりに弄いじりまわしていた。

「……！」

　老婦人が、銀杯をするりと自分のハンドバッグの中に入れる。

　バッグの口金をぱちんと留めて、彼女は平然とその場を立ち去っていった。

（ちょっと待って。今確かに銀杯をバッグの中に入れたよな？）

　つまり、盗ぬすんだということだ。

　あまりにも平然とやってのけたので、もしかしたらあの銀杯はもともと彼女が持ってきたもので、気まぐれにキャビネットの上に置いてみただけなのでは……という気がしてくる。

（いやいや、わざわざそんなことしないよな？）

　大おお股またでキャビネットに近づく。

　キャビネットの上には、先ほど老婦人がバッグに入れたものと同じ銀杯が五つ並んでいた。等とう間かん隔かくに並べてあるのに真ん中あたりに不自然な隙すき間まがあり、どう見ても誰かがひとつ持ち去ったようにしか見えない。

　盗みの現場を見てしまったことに、恵は心がどんよりと曇くもっていくのを感じた。腹の底に重い石が沈しずんでいくような、実に不ふ愉ゆ快かいな感覚だ。

　先週のレイプドラッグのときは迷わず阻そ止ししたが、今回はちょっと判断に迷ってしまう。

　あの老婦人には、何か事情があったのかもしれない。たとえばもともとは彼女の持ち物だったのに手放さざるを得なかったとか、あるいはほんのちょっと借りて、すぐに返すつもりとか。

（……盗んだのが年配の女性だから、なんとなく告発するのを躊ちゆう躇ちよしてるんだろうか）

　キャビネットの前に立ち尽つくし、恵は必死で頭を回転させた。

　パーティが終わる頃にもう一回ここに来て、銀杯が戻もどっていたらわざわざ口にする必要はないだろう。

（戻ってなかったら……そのとき考えよう）

　ひとまず気持ちに整理をつけ、仕事に戻ることにする。急ぎ足で、恵は大広間へ向かった。







　残念ながら、銀杯は元の場所に戻されることなくパーティは終わりを迎むかえてしまった。

（どうしよう、ナタリーに報告するべき？　だけど見間違いじゃないかって疑われそうだし、また面めん倒どうを起こしたってことで確実にクビになりそうだし）

　ロックハート家ほどの大富豪なら、銀杯のひとつやふたつなくなっても痛くも痒かゆくもないだろう。けど、大事な思い出の品という可能性もある。

（うう、言うべきか、言わざるべきか……っ）

　テーブルの上を片付けながらぐるぐるしていると、ふいに「お疲つかれさま」と低い声が降ってきた。

　顔を上げると、眼鏡の奥の青い瞳──コンラッドと視線がぶつかる。

「えっ？　あ、あ！　どうもありがとうございます！」

　急に話しかけられてびっくりし、声がひっくり返ってしまった。柄がらにもなくかあっと頰ほおが熱くなり、慌あわてて恵は顔を背そむけた。

　コンラッドが小さく笑う気配がして、心臓がどくんと大きく跳はね上がる。

　別にときめいたわけではなく、コンラッドがそんなふうに笑うとは予想もしていなかったので動どう揺ようしただけなのだが──。

「今夜は何ごともなく無事に終わったな」

「…………」

　その言葉に、心の迷いがぐらぐらと揺ゆれる。

　やはりここは言っておくべきだろう。コンラッドはパーティの主催者で、この屋や敷しきの持ち主でもあるのだから。

　意を決して、恵はコンラッドを見上げた。

「あの、お話ししておきたいことがあるんです。ちょっと来てもらえます？」

「ああ」

　ぎくしゃくと、廊下へ向かう。コンラッドは何も訊きかずについてきてくれた。

　キャビネットの前に立って、恵は大きく息を吸い込んだ。

「……あなたのパーティのお客さまを悪く言いたくはないんだけど」

「遠えん慮りよせずに言ってくれ」

　その言葉に背中を押され、銀杯を手で指し示す。

「俺、偶ぐう然ぜん見ちゃったんです。年配のご婦人が、ここに置いてあった銀杯をこっそりバッグに入れるのを」

「どんな人だった？」

「えーと……薄うすいグレーのロングドレスに青いハンドバッグ、鳥の羽のついた帽ぼう子しをかぶってました」

　思い出しながら答えると、コンラッドが「なるほど、彼女だったのか」と呟つぶやいた。

「ここでパーティを開くたびに物がなくなるって家政婦がこぼしてたから、パーティに来た客の誰だれかが持ち出しているんだろうと思ってた。ようやく犯人がわかったよ」

「証しよう拠こを出せって言われると困りますが、もし盗とう難なん届を出すなら証言はします」

　恵の申し出に、コンラッドは首を横に振ふった。

「いや、盗とられて惜おしい物じゃないから」

　その返答に、恵は内心非常に驚おどろいた。驚きすぎたせいで、あからさまに表情にも出てしまった。

　恵の物言いたげな様子に気づいたのだろう、コンラッドが肩かたをすくめて続ける。

「彼女の亡夫は多額の寄付をしてくれていた。今日十周年を迎えた慈じ善ぜん団体の設立にも尽じん力りよくしてくれたんだ」

「だから目を瞑つぶるんですか？　多分ここだけじゃなく、よそでもやってますよ」

「彼女は金に困って盗みをくり返しているわけじゃない。あれは一種の病気で、警察に突つき出したからといって治るものじゃない」

「でも……」

　なおも言い募つのると、コンラッドが苦笑いを浮うかべた。

「正義感もほどほどにしないと、いつか痛い目に遭あうぞ」

「ええ、上司にも、この仕事は見て見ぬ振りが必要な場合もあるって言われました」

「至言だな」

　素っ気なく言って、コンラッドはこれ以上の議論は受け付けないと言わんばかりに背を向けた。

（う……なんかすごくもやもやするんだけど）

　けれど自分の物が盗まれたわけではないし、盗まれた張本人が不問に付すと言っているのだからこれ以上どうしようもない。

　もやもやは頭から振り払はらうことにして、恵は急ぎ足で大広間へ向かった。
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　ロックハート邸ていでのパーティから三日後の月曜日。

　チェルシーの一角に立って、恵は周囲を見まわした。

（多分この辺りだと思うんだけど……）

　手元の地図と番地の表示を見比べる。

　恵がこれから訪ねようとしているのは、ルイーズ・アンダーソン──先日ロックハート邸で銀ぎん杯ぱいを盗んだ老婦人の家だ。

　彼女の名前は、わりとあっさり判明した。慈善団体のサイトに創立時に尽力した人物への謝辞があり、当時の記念式典の写真も何枚か載のっていた。その中に件くだんの女性が男性と腕うでを組んで写っているものがあり、ご丁てい寧ねいに名前が添そえてあったのだ。

　現住所を割り出すのは少々手間取ったが、ロックハート家ほどではないがアンダーソン家も富ふ豪ごうとして有名らしく、いくつか新聞記事がヒットした。その中に〝チェルシーのアンダーソン邸でチャリティパーティ開かい催さい〟という記事があり、地名と名前を組み合わせて検けん索さくすると番地まで絞しぼり込むことができたというわけだ。

（いきなり訪ねて行って、ドアを開けてくれるかどうかはわかんないけど）

　あのパーティ以来、振り払っても振り払っても頭に彼女のことが浮かんできて、居ても立ってもいられなくなった。余計なお世話なのは重々承知だが、どうしても彼女に会って確かめたいことがある。

　どうやって話を切り出そうか考えを巡めぐらせつつ、通りを歩く。やがて目的の番地に建つ瀟しよう洒しやな邸宅が見えてきて、恵はごくりと唾つばを飲み込んだ。

　勢いでここまで来てしまったが、考えてみたら余計なお世話にもほどがあるのではなかろうか。

（いや、これはむしろ俺のためにしてることだ）

　ここで引き返したら、きっと自分は後こう悔かいする。彼女のためを思って……などといい人ぶるつもりはなく、自分の中のもやもやを解消するためだけに来たと思えばいい。

　アンダーソン邸の前には黒くろ塗ぬりの高級車が停とまっていた。車の横に立っていた制服姿の運転手が、不ふ審しんな来訪者を検分するように威い圧あつ的な視線を向けてくる。

（う……なんか怖こわいんですけど）

　何か言われるかと思ったが、運転手は恵をじっと見み据すえただけで何も言わなかった。

　煉れん瓦が色いろの石段を上り、大きく深呼吸してから呼び鈴りんを押す。

　嫌いやな顔をされたら、あまり粘ねばらずにさっと引いたほうがいい。あとから丁寧な手紙を書いて送るという手もある。

　つらつらと考えていると、ドアの横のインターフォンから「はい、どちらさま？」という女性の声が聞こえてきた。

「あ、あの、突とつ然ぜんすみません。メグム・タカクワといいます。先日ロックハート邸でのパーティでお会いしたんですが、もう一度お会いしてお話ししたいことが……っ」

　緊きん張ちようで上うわ擦ずった声でまくし立てると、インターフォン越ごしに彼女が誰かに小声で話しかけているのが聞こえた。多分家族に「変な人が来た」とでも言っているのだろう。

（通報される前に、とっとと退散したほうがいいかも）

　踵きびすを返そうとしたそのとき、ふいに玄げん関かんのドアががちゃっと音を立てて開いた。

「……!?」

　ドアを開けたのは、なんとコンラッドだった。

　コンラッドの背後に、五十歳前後の見知らぬ女性が心配そうな表情で立っている。

「これは驚いたな」

　コンラッドが、あまり驚いた様子もなく淡たん々たんと口にする。

「……俺もです」

　対たい照しよう的に、恵は驚きすぎてまだ事態がよく飲み込めていなかった。

「とにかく入りたまえ」

「いいんですか？」

　コンラッドにというより、彼の背後にいる女性に尋たずねる。

　コンラッドと顔を見合わせてから、彼女はにこやかに頷うなずいた。

　やや古めかしい内装の応接室に通されてからも、いったいどういうことなのかさっぱりわからなくて落ち着かない。救いを求めるようにコンラッドのほうへ視線を向けると、コンラッドが口元にやわらかな笑えみを浮かべた。

（うわ、不意打ちでそういう顔されるとびっくりするじゃん！）

　慌あわてて視線をそらすと、先ほどの女性が紅茶のカップを運んできてくれた。

「申し遅おくれましたけど、ルイーズ・アンダーソンのひとり娘むすめのリディアです。ロックハートさんからお聞きしました。あなたが母の異変に気づいてくださったそうですね」

「えっ？　いや俺は」

「そうです。彼が気づいてくれたからこそ、私ももしかしたらと思いまして」

　恵のセリフを遮さえぎるようにして、コンラッドが彼女の言葉に答える。

　ちらりとコンラッドのほうを見やると、青い瞳ひとみが「この場はとりあえず私の話に合わせておけ」と言っているのがわかった。

「心配してわざわざ訪ねてくださったんですね」

「ええ……まあ」

　紅茶を飲みながら、上うわ目め遣づかいでリディアとコンラッドを交こう互ごに見やる。

「せっかく訪ねてきてくださったのに申し訳ないんですが、母は病院から帰ってきて休んでいるところなんです。いろいろ検査されて、疲つかれてしまったみたいで」

「あ、それはいいんです、ちょっと……その後どうなったか気になって立ち寄っただけですから」

「パーティの翌日、私がアンダーソン夫人を訪ねたんだ。きみが言っていたことが気になってね。彼女と話してみて、きみが懸け念ねんしていた通り認にん知ち症しようの兆候があることに気がついた」

　コンラッドの言葉に、恵はようやくすべてを理解した。

　コンラッドも恵と同じことを考えていたのだ。盗ぬすみをくり返すのは単なる盗とう癖へきではなく、認知症の症状ではないかと。

「あなたがたのおかげで、早い段階で気づくことができてよかったです。私はシアトルに住んでいるので、あまりちょくちょく来られなくて。長年勤めてくれていた住み込みの家政婦さんがいたんですけど、去年退職して故郷に帰ってしまったんです。母が他ほかの家政婦は嫌だ、ひとりで大だい丈じよう夫ぶだって言うもんですから」

　リディアが、マントルピースの上に飾かざってある家族写真に視線を向ける。おそらく三十年ほど前の写真だろう。このマントルピースの前で、アンダーソン氏と夫人、リディアが笑顔で収まっていた。

「母は健康でしっかり者だから、私も大丈夫だろうって思ってしまって」

「認知症は突然やってきますからね」

「ええ、本当に。ロックハートさんにいいお医者さんを紹しよう介かいしていただいてよかったです」

　リディアは、母をシアトルに呼び寄せてホームに入れるつもりだと話した。彼女の夫の両親もホームに入っており、そこなら安心して預けることができるという。

「この家もいずれは処分することになると思います。思い出の詰つまった家ですけど、私はもうニューヨークに戻もどるつもりはありませんし」

「私に何かできることがあれば、いつでもご連れん絡らくください」

　言いながら、コンラッドが立ち上がった。慌てて恵もカップに残っていた紅茶を飲み干して立ち上がる。

「ありがとうございます。ええと、メグム？　母を気にかけてくださって本当にありがとう」

「いえ、俺も安心しました」

　社交辞令ではなく本心だ。パーティからずっともやもやしていた気持ちがすっきり晴れ、心が軽くなっている。

　リディアに見送られてアンダーソン邸をあとにすると、コンラッドにじっと見下ろされた。

「どうやってここを見つけた？」

　コンラッドの横顔を見上げ、軽く肩かたをすくめる。

「あなたの言葉を手がかりに、慈じ善ぜん団体のサイトを見たんです。創立時の記念式典の写真から名前は簡単に割り出せました。あとは新聞記事とかを頼たよりに」

「なるほど。なかなか優ゆう秀しゆうな探たん偵ていぶりだ」

「そうでもないです。全部ネットに書いてあることだし」

　階段を下りると、先ほどの運転手が黒塗りの高級車の後部座席のドアを恭うやうやしげに開けた。

（あ、この車、コンラッドのだったんだ）

　地下鉄を乗り継ついできた自分とは、住む世界が違ちがうことを改めて思い知らされる。

　アンダーソン夫人の話をもう少し聞きたかったが、恵は「じゃあ俺はここで」とぺこりと会え釈しやくした。

「乗りなさい。家まで送ろう」

「えっ？　いやそんな、いいです」

「遠えん慮りよしなくていい。続きは車の中で話そう」

　先に乗るよう促うながされ、恵は心が揺ゆらぐのを感じた。

　運転手付きの高級車に乗る機会など滅めつ多たにない。しかも、あのロックハート家の御おん曹ぞう司しの車だ。

　それだけでなく……この先コンラッドと会う機会があるかどうかわからないし、もう少し彼と話をしたい気持ちもあった。

「……じゃあお言葉に甘えて」

　運転手にぺこりと会釈し、後部座席に乗り込む。

（ひえー……まともな服着てきてよかった）

　いつもは膝ひざが破れたジーンズにワークブーツ、派手めのＴシャツやセーターを着ることが多いのだが、今日はアンダーソン邸ていを訪問するためスーツを着てきたのだ。

「家はどこ？」

「クイーンズです。あ、36丁目駅の辺りで下ろしていただければ」

「遠慮するなと言っただろう。このあと夜まで予定はないし、家まで送る」

「ありがとうございます……」

　運転手に住所を告げ、革かわ張ばりのシートの上で居住まいを正す。

「アンダーソン夫人のこと、あなたも気づいてたんですね」

　コンラッドが、こちらを見ながら頷く。

「実を言うと、銀ぎん杯ぱいを盗んだのは単なる盗癖だろうと思ってたんだ。けどパーティのあと、アンダーソン夫人と仲のよかった伯母おばが……覚えてるかな、パーティで私がエスコートしてたピンクのドレスの女性だ」

「ええ、覚えてます。てっきりあなたのお母さまかと」

「私の両親は早くに亡なくなっている。で、伯母が気になることを言ってたんだ。この頃ごろルイーズは自分に対してひどく素っ気ない、別に喧けん嘩かしたわけじゃないのに私を無視する、って」

「それで、もしかしたらって思ったんですね」

「きみも認知症を疑ってた？」

　コンラッドの質問に、恵はこくりと頷いた。

「子供の頃ころ、同じアパートにお年寄りの女性がひとりで住んでて……うちは母子家庭だったから、よく預けられてたんです。彼女は俺のこととても可愛かわいがってくれて、俺も彼女に懐なついてました。けど、ある時期から盗みをくり返すようになったんです。最初は俺んちの置物とかスプーンとか。たいしたものじゃないし、母と揉もめたら嫌いやだから黙だまってました」

　母のお気に入りの花か瓶びんがなくなったとき、母が警察に通報しようとしたのを恵は必死で止めた。あの花瓶は自分が不注意で割ってしまい、𠮟しかられるのが怖こわくてこっそり捨てたのだと噓うそをついて。

「本当に優やさしくていい人だったんです。だから彼女がものを盗んでいることを皆みんなに知られないようにしなきゃいけないと思った。けど、だんだんお店で商品をくすねるようになってきて……」

　膝の上で両手を握にぎり合わせる。考えてみたら、母親以外の人にこの話をするのは初めてだ。

「何度か捕つかまって、軽犯罪なのでその都度保ほ釈しやくされてたんですけど、次し第だいに様子がおかしくなってきたんです。意味不明なことを言い出したり、深夜に徘はい徊かいしたり。母が市の福ふく祉し課に連絡して、ようやく認知症を患わずらっていることがわかったんです」

　ふっと息を吐はいて、恵は窓の外に視線を向けた。

　ぴかぴかに磨みがかれた窓ガラスには隣となりの席のコンラッドが映っており、ガラスに映っている彼と目が合ってしまう。

「あとから知ったんですが、ものを盗んでいたのも症状のひとつだった。もっと早く、うちのスプーンやなんかをくすねている段階で俺が母親に相談していたら、適切な処置を受けることができたかもしれない。警察に捕まって怖い思いをしなくて済んだかもしれない」

　黙って耳を傾かたむけていたコンラッドが、ゆっくりと口を開く。

「自分を責める必要はない。きみはまだ子供だったし、彼女のために黙っているべきだと思ったんだろう？」

「そうですけど……やっぱり思い出すと、ああすればよかった、こうすればよかったって考えちゃうんです」

「だからアンダーソン夫人のことも気になって、わざわざ住所を調べて訪ねてきたのか」

「ええ。けどどうやって説得するか全然考えてなかったんで、あなたが来てくれて助かりました。認知症の人にそれを言っても反発されることが多いって聞きますし」

「ああ、その点はちょっと手こずった。病院に行ってみましょうと説得するのに、丸二日かかったよ」

「それは大変でしたね……」

　コンラッドがアンダーソン夫人のために時間と労力を割さいてくれたことに、恵は驚おどろきと感激が込み上げてくるのを感じた。

　亡夫が慈善団体の設立に尽じん力りよくしてくれたとはいえ、結局のところ他人だ。多た忙ぼうなロックハート家の御曹司が、さほど親しくもなさそうな彼女のために週末をつぶして奔ほん走そうしてくれたことが嬉うれしかった。

（別に俺が嬉しがることじゃないけどさ）

　頭のどこかで警告音が鳴っている。ほんわかした幸福感に浸ひたっている自分を、もうひとりの自分が険しい表情で睨にらみつけていた。

　──おい恵、おまえもしかしてコンラッドに傾きかけているのか？　無む駄だ無駄、相手はあのロックハート家の御曹司だぞ。住んでる世界が違う。

（わかってるよ。それに傾きかけてるってわけじゃない。思ってたよりいい人だなーって思っただけで）

　コンラッドは愛あい想そがいいとは言い難がたい。口調も態度も素っ気ないし、おそらく一いつ緒しよにいて楽しいタイプではないだろう。

　なのに、どうして一緒にいると心ここ地ちよく感じてしまうのだろう……。

　思考が危険な方向に向かっているのを感じて、恵はシートから身を起こした。

「あ、もうクイーンズに来てるんですね」

「きみはいつからあの仕事を？」

　コンラッドとセリフが同時に重なり、顔を見合わせてしまう。

　数秒間固まってから、恵は慌あわてて「えーと、一年前からです」と答えた。

「その前は？」

「その前はパーティやイベントの企き画かく運営会社に勤めてました。パーティプランナーになりたくて修しゆ業ぎよう中だったんですけど、会社が倒とう産さんして……」

　なぜそんなことを訊きかれるのだろうと思いつつ、手短に答える。

「じゃあ今の仕事は、パーティプランナーになるための足がかり？」

「そのつもりだったんですけど、そう甘くなかったです。この仕事を通して人脈作って、フリーのプランナーに弟で子し入いりできたらーとか思ってたんですけど、派は遣けんウェイターの身分じゃ全然相手にされなくて」

「知り合いのプランナーを紹しよう介かいしようか？」

　さらっと言われて、恵は目をぱちくりさせた。

「えっ？　いや、いいです！　ありがたいですけど、借りを作りたくないので」

　口にしてから、失礼な言い方だったと後こう悔かいする。

「すみません、借りを作りたくないって言い方は失礼でしたね。えーと、俺が言いたかったのは……あなたの紹介となると、相手のかたは断れないでしょう？　本当は雇やといたくないのに、仕方なく雇うことになるかもしれない。そうすると、どうしてもぎくしゃくしちゃうから……」

　あれこれ言葉を探しながら言うと、コンラッドがくすりと笑った。

「きみに足りないのは自信と図ずう々ずうしさだな」

「そうですか？」

「ああ。パーティプランナーになりたいなら、まずそのふたつを身につけることだ。コネでもなんでも利用すればいい。どういう経けい緯いであれ、いい仕事をして〝雇ってよかった〟って思わせればいいんだ」

「……なるほど」

「もう一回訊くけど、紹介しようか？」

　青い瞳ひとみに覗のぞき込まれ、恵は高速で頭を回転させた。

　コンラッドの紹介となると、かなりの大物プランナーと考えていいだろう。自分はまだまだ勉強不足なので、がっかりさせてしまいそうでそれが怖かった。

（うわ、俺ってこんな意い気く地じ無なしだったのか？）

　恵は引っ込み思案でも奥ゆかしくもない。自分のセンスに自信を持っているし、仕事に関しては結構図々しい面も持っている。これがコンラッドでなければ、「ぜひお願いします！」と頼たのみ込んでいたところだ。

　なぜこんなに躊ちゆう躇ちよしているのだろうと考え、自分ががっかりさせたくないのはプランナーではなくコンラッドなのだと思い当たる。

　なんと答えようか必死で考えていると、コンラッドがスーツの内ポケットから名めい刺しを取り出した。

「返事は今すぐじゃなくていい。その気になったら連れん絡らくしてくれ」

「ありがとうございます……」

　なんとか声を絞しぼり出し、名刺を受け取る。

　車が停とまり、恵はアパートの前に着いたことに気づいた。

「送ってくださってありがとうございます」

　もう一度礼を言って、車から降り立つ。

「困ったことがあったら、遠えん慮りよなく電話してくれ」

　コンラッドの社交辞令に、恵はぎこちない笑えみを浮うかべて頷うなずいた。
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　──アンダーソン邸ていでコンラッドと遭そう遇ぐうした日から一週間。

　マンハッタンのとある高級ホテルの従業員用の控ひかえ室で、恵は緊きん張ちようしながら支給された制服に袖そでを通した。

「大だい丈じよう夫ぶ、ほんと変なパーティじゃないから」

　隣となりで着き替がえていたヒロが、くすくす笑う。

「それはわかってるけど、新しい仕事先ってちょっと緊張するじゃん」

　そう、今夜は新しい派遣会社──〈クリスタル・エンタープライズ〉での初仕事なのだ。

　コンラッドと会った翌々日、恵はついに〈Ｊ＆Ｋサービス〉から解かい雇こされてしまった。派遣された実業家のパーティで客の男性に尻しりを撫なでられ、ついに堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れてしまったのだ。

　男は前にもパーティ会場で恵の尻を触さわってきた輩やからだった。前回は周囲に悟さとられないように軽く振ふり払はらうだけにとどめたのだが、そのせいで調子に乗ったらしい。こいつは触っても騒さわぎ立てない、そう思ったのだろう。

　ナタリーは一応味方してくれたようだが、社長は問題児を雇い続けるのは会社の利益に反すると考えたらしい。

　クビになった恵は、コンラッドに電話しようかどうしようか、かなり悩なやんだ。

　けど今電話したら、きっとクビになった理由を訊かれる。客と喧けん嘩かになった経緯を話さないわけにはいかないだろう。

（別に俺が恥はずかしく思う必要ねーんだけど）

　なんとなく、男に痴ち漢かんされたことは話しづらい。ヒロや友人たちには気軽に話せるのだが、なぜかコンラッドには知られたくなかった。

「なんかこの制服、派手じゃね？」

　鏡に全身を映しながら、ヒロに話しかける。

「〈Ｊ＆Ｋサービス〉のが地味すぎたんだよ。恵はスタイルいいからめっちゃ似合ってるじゃん」

「そうかな……」

〈Ｊ＆Ｋサービス〉の制服はごくシンプルで、白いシャツに黒のベスト、もしくはジャケットだった。〈クリスタル・エンタープライズ〉はルックスの良さを重視しているせいか、黒いシャツに光こう沢たくのあるライトグレーのベストとズボン、しかもシャツは開かい襟きんタイプだ。

　確かにこの制服のほうがスタイルがよく見える。ルックスを売りにすることにはまだ抵てい抗こうがあったが、生活費を稼かせぐためと割り切るしかない。

「ニックネームは〝Ｍ〟？　ずいぶんシンプルだね」

　胸に付けた名札を覗き込み、ヒロが怪け訝げんそうに眉まゆ根ねを寄せる。

〈クリスタル・エンタープライズ〉では、ウェイターは本名ではなくニックネームの名札を付けることになっているのだ。個人情報云うん々ぬんという説明をされたが、なんとなく芸名みたいで気恥ずかしい。

「他ほかに思いつかなくてさ。ヒロの〝サンシャイン〟ってのは自分で考えたの？」

「そう。せっかくだから、派手な名前にしようと思って」

「俺も、もっと華はなやかな名前にしろって言われた。今回はとりあえずこれで、次回までにいい名前考えてこいって」

「僕が一いつ緒しよに考えてあげるよ。髪かみが真っ赤だから、レッド・サンなんてどう？」

「ぜってー嫌いやだ」

　ふたりで顔を見合わせてくすくす笑う。

　着替え終わってロッカーの鍵かぎを閉めていると、〈クリスタル・エンタープライズ〉の主任の男性がやってきた。

「新人くん、準備できた？」

「はい」

　主任が腕うでを組み、恵の全身を舐なめるように眺ながめてから満足げに頷く。

「思った通り、よく似合ってるわ。靴くつのサイズも大丈夫？」

「はい、ぴったりです」

　なんと〈クリスタル・エンタープライズ〉では、靴まで支給してくれた。つま先の細い黒い革かわ靴ぐつはちょっと気き障ざな感じで好みではないが、遊び人風の制服には合っている。

「きみはウェイター歴長いから多分大丈夫だと思うけど、お客さまに失礼のないようにね。それと、笑顔」

「はい」

　少々大おお袈げ裟さな笑顔を作って頷くと、主任が「いいね、その笑顔で」と親指を立てた。

　ナタリーと違ちがって今度の主任はちょっとチャラい感じで、正直苦手なタイプだ。けれど個人的なつき合いをするわけではないし、気にしないことにする。

「そうそう、ニックネームだけど、Ｍじゃいくらなんでも素っ気ないから僕が考えてあげたよ。はい、これ」

　差し出された名札を見て、ぎょっとする。

「〝ルビー・レッド〟!?」

「髪が真っ赤だから、ぴったりでしょ」

「いいじゃん、ルビー・レッド。お客さんに覚えてもらいやすいし」

「でしょう。じゃあ今日からきみはルビー・レッドね」

　ぽんと恵の肩かたを叩たたいて、主任が踵きびすを返す。

（う……めっちゃ恥ずかしいんだけど）

　けど、この程度のことで異議を申し立てて面めん倒どうな奴やつだと思われたくなかった。

　それに、仕事中は本名の恵ではなく、〝ルビー・レッド〟という別の人格を演じるくらいの気持ちでやったほうがいいのかもしれない。

「こないだサンシャインが言ってたルームメイトの彼？」

　そばのロッカーで着替えていたラテン系の美青年が話しかけてくる。

「そう。かっこいいでしょ」

　ヒロがなぜか自じ慢まんげに言う。主任と同じように恵の全身をじろじろ見てから、美青年は「よろしく、アポロだ」と右手を差し出した。

「えーと……ルビー・レッドです。よろしく」

「いいね、すぐに売れっ子になりそう」

「売れっ子？」

　妙みようなことを言われ、恵は首を傾かしげた。

「指名だよ。パーティの主しゆ催さい者しやが、気に入ったウェイターを指名するんだ。指名されるとその分ボーナスが出るからがっつり稼げるよ。サンシャインに聞いてない？」

　驚おどろいて振り返ると、ヒロがとぼけたように肩をすくめる。

「言ってなかったっけ？」

「ちょっと待って、聞いてねーよ」

　指名とかボーナスとか、なんとなく怪あやしげな匂においを感じ取り、恵は小声でヒロに詰つめ寄った。

「そんな大袈裟に考えなくて大丈夫だよ。前の会社でも、恵はロックハート家の御おん曹ぞう司しに指名されたじゃん」

「あれはクビになりそうだった俺を救済するためで……」

「たいして変わんないって」

「さあ、イケメンくんたち！　今夜も頑がん張ばりましょう！」

　ぱちんと手を叩いて、主任が控え室にいたウェイターたちに声をかける。

　話が途と切ぎれ、恵は不安を抱かかえつつ皆みなと一緒にパーティ会場へと移動した。







　投資家の主催だというパーティは、午後九時から始まった。

　照明が暗めでＤＪがいたりして、最初はナイトクラブのような雰ふん囲い気きに少々戸と惑まどったが、ウェイターの仕事自体はいつもと変わらず、次し第だいにペースを取り戻もどすことができた。

　客も「お代わりを頼たのむ」とか「水を一杯ぱいちょうだい」といった必要最小限のことしか話しかけてこないし、ルビー・レッドというニックネームについて触ふれられることもない。同どう僚りようのウェイターたちもごく普ふ通つうに仕事をこなしており、客に馴なれ馴れしく絡からまれたりもしていなかった。

（あれこれ心配してたけど、取り越こし苦労だったな）

　これで前の派は遣けん会社の三倍近い給料がもらえるのだから、世の中わからないものだ。恵には理解しがたいが、ルックスのいいウェイターを揃そろえることでパーティに箔はくが付くと考える人たちもいるのだろう。

　主催者の投資家に視線を向けると、モデルらしき綺き麗れいな女性に囲まれてでれっと鼻の下を伸のばしているところだった。

（主催者も客も、あんまりお上品とは言い難がたいけど）

　皆スーツやドレスにお金をかけているのはわかる。けれど立ち居振ふる舞まいにどこか崩くずれたところがあり、これまで派遣されてきた富ふ裕ゆう層のパーティとは明らかに雰囲気が違った。

　しばらくして、その違い和わ感かんの正体がぼんやりとわかってきた。

　この会場に来ている男性は、おそらく配はい偶ぐう者しやではない相手をエスコートして来ている。中には本当の夫ふう婦ふもいるのかもしれないが、若作りの中年男と二十歳はたちそこそこの派手な美人という組み合わせは、どうしてもお金で成り立っている関係に見えてしまう。

「ルビー・レッド、グラスの補ほ充じゆうをお願い。バックルームに予備があるから」

　ふいに主任に話しかけられ、目をぱちくりさせる。

「聞こえなかった？　グラスの補充をお願い」

　大音量の音楽のせいで聞こえなかったと思ったのか、主任が声を張り上げてくり返した。

「あっ、はい」

　慌あわてて踵を返す。ルビー・レッドという名前にピンと来なくて返事が遅おくれてしまったが、これもそのうち慣れるのだろうか。

　会場の外に出て、廊ろう下かの奥のバックルームへ急ぐ。

　同じフロアに他にもいくつか広間があり、それぞれパーティや会合などで使われているようだった。ちょうど広間のひとつでパーティが終わったところらしく、廊下やエレベーターホールにスーツ姿の男女がたむろしている。

「失礼します」

　人ひと垣がきを縫ぬいながらエレベーターホールを通過しようとすると、ふいに「恵？」と誰だれかに呼び止められた。

　聞き覚えのある声に、ぎくりとして振ふり返る。

　年配の男性と一緒にいたコンラッドも、驚いたように恵を見下ろしていた。

「あ……こんばんは」

　会いたくない人に会ってしまった。

　いや、会いたくないわけではないのだが、この制服姿では会いたくなかった。

「仕事か？」

　コンラッドが怪け訝げんそうな表情で問いかける。

　眼鏡めがねの奥の青い瞳ひとみが胸の名札を凝ぎよう視ししていることに気づき、じわっと頰ほおが熱くなるのがわかった。

（いや別に、やましいことをしてるわけじゃねーけど……）

　それでも、コンラッドに〝ルビー・レッド〟などという名札を付けているところを見られたダメージは大きい。

「え、ええ、そうです」

「いつもの派遣会社ではないようだが」

「ええまあ……いろいろあって、転職したんです」

　コンラッドが一いつ緒しよにいた年配の男性に「ちょっと失礼」と断りを入れ、恵の腕うでを軽く摑つかんでひとけのない場所まで引っ張っていく。

「なぜ私に連れん絡らくしなかった？」

　責めるような口調で尋たずねられ、恵は口ごもった。

「なぜって……えーと、少し考える時間が欲しかったんです。プランナーになるための勉強もしたいし」

「そうか」

　言いながら、コンラッドがふっと小さく息を吐はいた。恵の腕を摑んだままだったことに気づいたらしく、「すまない」と言いながら手を放してくれる。

「転職先の会社はどこだ？」

「〈クリスタル・エンタープライズ〉です」

　聞いたことがないらしく、コンラッドは軽く眉まゆ根ねを寄せただけで何も言わなかった。

「じゃあ俺、仕事中なんで……」

「ああ、引き留めて悪かった」

　踵きびすを返そうとしたところで、パーティの主催者である投資家がスマホで何やら話しながら会場から出てきた。

　投資家の顔を見たとたん、コンラッドの眉み間けんに皺しわが寄る。

「ちょっと待った。もしかして彼が主催するパーティに派遣されてるのか？」

「はい」

　頷うなずくと、コンラッドが間合いを詰めてきた。

「余計なお世話かもしれないが、あまりいい噂うわさを聞かない男だ」

「えっ？　どんな噂です？」

　気になることを言われ、恵も心配になってきた、しかし投資家の背後から苛いら立だったような表情の主任が現れ、「ルビー・レッド！」と大きな声で呼ばれてしまう。

「すみません、俺、行かなきゃ」

「あとで電話してくれ」

　小声で言葉をかわし、急いでバックルームへ向かう。

（えー……いい噂を聞かないって、いったいなんだろ）

　投資家という職業やパーティに集まった面々から、胡う散さん臭くささは充じゆう分ぶん漂ただよってきている。それ以外にも、何かやばい部分があるのだろうか。

　バックルームでワゴンにグラスを積んでいると、追いかけてきた主任が「いつまで経たっても戻ってこないから、逃にげ出したかと思ったじゃないの」と唇くちびるを尖とがらせた。

「逃げません。ちょっとお客さんに捕つかまっちゃって」

「ナンパされたの？」

「違ちがいます。知り合いに似てたらしくて」

「ま、いいわ。ここは僕がやるからきみは会場に戻って。きみのことを気に入ったお客さんが、あの赤毛の子はどこに行ったのかって心配してる」

「え、そうなんですか？」

「気づいてないの？　今夜のウェイターの中で、ルビー・レッドがいちばん輝かがやいてるわ」

　言いながら、主任が馴れ馴れしく肩かたに手をまわしてくる。

「じゃあ俺……お言葉に甘えて、会場に戻ります」

「そうしてちょうだい。その魅み力りよくで会場を虜とりこにしちゃって」

　さりげなく主任の手から逃のがれ、恵はそそくさと会場へ駆かけ戻もどった。
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　──翌朝、恵は珍めずらしく寝ね過すごしてしまった。

　昨夜のパーティは午後十一時半にようやくお開きになり、それから片付けたり着き替がえたりして、帰宅したのは午前一時をまわった頃ころだった。

〈クリスタル・エンタープライズ〉での初仕事ということで緊きん張ちようもあったし、大音量の音楽や香こう水すいの強い匂においでいつも以上にぐったり疲つかれたように思う。シャワーを浴びてベッドに倒たおれ込み、昼近くまで爆ばく睡すいしてしまった。

『さっそくルビー・レッドにいくつか指名が入ったわ。初日でこんなに指名が入るなんて滅めつ多たにないことよ。まずは明日の夜に一件あるんだけど、予定空いてる？』

　帰宅前、上じよう機き嫌げんの主任にそう言われて、恵は仕事を受けるかどうか迷った。

『はい、大だい丈じよう夫ぶです』

　手て渡わたされた給料に背中を押されて引き受けたが、いくつか仕事をこなしたらさっさと辞やめようと決めている。

　特に何か不ふ愉ゆ快かいなことがあったわけではない。しかし主任に『きみのことを気に入ったお客さんがいる』と言われたあと、自分が客に品定めするような視線で見られていたことに気づいてしまった。

　ねっとりとまとわりつくような視線を思い出し、ぶるっと背筋を震ふるわせる。

　パーティ自体も、なんだか居い心ごこ地ちが悪くて落ち着かなかった。

　パーティプランナーを目指しているくらいだからどんなパーティでも勉強の場だと思うことにしているのだが、昨夜のあの雰ふん囲い気きはどうしても好きになれそうにない──。

（コンラッドに電話しそびれちゃったな）

　パーティが終わったあとばたばたしていたし、帰宅した頃には電話をかけるには遅おそすぎる時間になっていた。

　寝返りを打って枕まくら元もとのスマホを手に取り、今からかけるべきか否いなか迷う。

　平日の昼前のこの時間、おそらく忙いそがしく働いている頃だろう。急ぎの用件でもないし、寝起きのぼんやりした頭で電話をかけるとろくなことがない。

　電話はあとまわしにして、恵はベッドから跳はね起きた。

　まずコーヒーで頭をしゃっきりさせようとキッチンへ向かう。すると、身み支じ度たくを整えたヒロが出かけようとしているところだった。

「あれ？　どっか行くの？」

「うん。さっき主任から電話があったんだ。今夜のパーティに指名が入ったって」

「それって５番街のホテルの？　だったら俺も呼ばれてるから一緒に行こうよ」

「ううん、そっちじゃなくて、個人宅のパーティ」

「個人宅？」

「そう。マイアミの大だい富ふ豪ごうだって」

「マイアミ!?　まさか今からマイアミに行くの!?」

　驚おどろいて聞き返すと、ヒロが可笑おかしそうに笑った。

「違う違う、ニューヨークの別べつ邸ていだよ。めっちゃゴージャスなペントハウスで、屋上にプールがあるんだって」

「個人宅のパーティって……大丈夫なのか？」

　心配になって、恵はヒロの顔を覗のぞき込んだ。

〈Ｊ＆Ｋサービス〉でも何度か個人宅に派は遣けんされたことがあるが、〈クリスタル・エンタープライズ〉から個人宅に派遣されるのはなんだか不安を感じる。

「大丈夫だよ。前にも一回個人宅に呼ばれたけど、別に何もなかったし」

「ほんとに？」

「うーん、まあ、個人の家だからちょっと崩くずれた雰囲気になっちゃってたけどね。ベッドルームから喘あえぎ声が聞こえてきたりとか」

「それってちょっとやばくない？　薬とかやってるかも」

　さあっと青ざめると、ヒロがくすくす笑う。

「恵って遊んでるようで実は初うぶだよね。パーティなんてそんなもんだよ。高校時代、誰だれかんちのパーティに行くと、勝手にベッドルームに入ってやってるカップルいたでしょう？」

　ヒロの言葉に、じわっと耳が赤くなる。

「そりゃ高校時代はいたかもしんないけど」

　実を言うと、高校時代は勉強に必死な地味で目立たない生徒だったので、人気者が集まるようなパーティには行ったことがない。華はなやかなパーティといえば高校の体育館で行われたプロムパーティくらいで、それも相手がいなくてひとり参加だった。

　ガリ勉に徹てつして奨しよう学がく金きんを得ることができ、大学に進学してからようやくお洒落しやれしたりパーティに出かけたりする余よ裕ゆうが生まれたのだが、ただ酒を飲んで騒さわぐだけの集まりは大だい嫌きらいで、ずっと避さけてきた。

　恵が好きなのは、子供の頃映画やドラマで見て憧あこがれた、優ゆう雅がでお洒落なパーティだ。

　憧れが高じてパーティプランナーになりたいと思うようになったのだが、プランナーを目指すなら下品なパーティも経験しておいたほうがよかったのだろうか。

「とにかく、心配しなくても大丈夫。お客さんが何していようが、僕はウェイターの仕事するだけだから」

　そう言ってヒロがドアを開けようとしたので、思わず恵はシャツの裾すそを摑つかんだ。

「待って、パーティは夜からなんだろ？」

「髪かみがぼさぼさだから、美容院に行っておこうと思ってさ。多分帰らずにそのままパーティに行くと思う」

「わかった。俺も今夜は仕事で遅くなりそう。えっと……気をつけて」

「うん、恵もね」

　恵の肩をぽんぽんと軽く叩たたき、ヒロは颯さつ爽そうと部屋をあとにした。







　その日の夜のパーティは、何ごともなく無事に終わった。

　恵を指名した主しゆ催さい者しやは四十歳くらいの実業家で、何か特別なことを要求されるのでは……と身構えていたが、主任と一いつ緒しよに軽く挨あい拶さつしただけで、それ以上話しかけてきたり近づいてきたりはしなかった。

（なんか拍ひよう子し抜ぬけだったな）

　アパートの階段を上りながら、今夜のパーティを反はん芻すうする。

　昨日のパーティ同様あまりお上品な雰囲気ではなかったが、全体的に昨日のパーティよりはましだったように思う。十時にお開きになったので昨日より早く帰ることができたし、指名料が上乗せされたので給料は昨日の約一・三倍だ。

　こんなに稼かせげるなら、もっと早く転職すればよかったのかもしれない。

（でもなんか、釈しやく然ぜんとしねーんだよな……）

　ルックスがいいというだけで給料が高くなるシステムに、もやもやした気持ちが拭ぬぐえなかった。モデルやタレントなど容姿を売りにしている職業ならともかく、ただのウェイターを容姿で選別するのはやはり不健全だ。

（……やっぱ早めに足を洗おう。うう、〈Ｊ＆Ｋサービス〉から派遣されてたお上品なパーティが恋こいしい）

　尻しりを触さわってきたり、女性の飲み物に薬を入れようとした不届き者もいたが、パーティそのものは健全でまともだった。

　昨日と今日派遣されたパーティは、表面上は煌きらびやかでゴージャスなのに、漂ただよう空気が荒すさんでいた。ずっとあの世界にいたら、心の中まで荒んでしまいそうだ──。

　部屋の前に立って、バッグから鍵かぎを取り出す。

「ただいま」

　ドアを開けて声をかけるが、返事はなかった。ヒロはまだ仕事が終わっていないようだ。

　ヒロが帰る前に先にシャワーを済ませてしまおうと、バスルームへ急ぐ。Ｔシャツを脱ぬぎ、ジーンズのベルトを外したところで、尻ポケットに突つっ込んでいたスマホの電源を切ったままにしていたことを思い出す。

（あ、またコンラッドに電話しそびれちまった）

　時刻は午後十一時。友達ならともかく、コンラッドに電話するには遅い時間だ。

　それに、あといくつか仕事をこなしたら辞やめるつもりなので、わざわざ電話することもないだろう。

（〈クリスタル・エンタープライズ〉の仕事辞めたら、腹くくってコンラッドにプランナーの紹しよう介かい頼たのもうかな……）

　実力不足だとか経験が足りないとかあれこれ考えすぎず、まずは飛び込んでみるべきなのかもしれない。テーブルコーディネートやフラワーアレンジメントなどは、現場で先せん輩ぱいの仕事を見ながら学ぶという手もあるのだ。

　シャワーを終えてすっきりし、バスルームから出たところで、スマホにメールの着信音が鳴り響ひびく。

　メールはヒロからだった。

『仕事終わるの遅くなって、会社がホテル用意してくれたから泊とまっていく』

　文面を見て、恵は眉まゆをひそめた。

（ホテル？　この時間なら余裕でタクシー捕つかまるのに？）

　個人宅のパーティというだけでなんだか心配だったのに、ホテルに泊まっていくと言われて不安が募つのる。急いでヒロに電話をかけるが、留守電になっていた。

『何時になってもいいから電話して』

　メールを送信するが返事がない。二、三分待ってもう一回メールしようとしたところで、ようやくメールの着信音が鳴り響いた。

『電池切れそうだから電話は無理。心配しないで、大だい丈じよう夫ぶだから』

「あーもう。だからいつもちゃんと充じゆう電でんしておけって言ってるのに」

　ぶつぶつ文句を言いながら、スマホをキッチンのカウンターに置く。

　冷たいミネラルウォーターを飲んで、恵はテレビのスイッチを入れた。ニュース番組は今日も痛ましい事件や事故の報道ばかりで、気が滅め入いってきたのでチャンネルを変える。

　いくつかチャンネルを変え、野生動物のドキュメンタリー番組に落ち着いて、恵はソファの上に丸くなってうずくまった。

（俺はちょっと心配しすぎなのかもな）

　ヒロだっていい大人だ。おかしいと感じたら何か理由をつけてパーティを抜ぬけ出したり、あるいはホテルの宿しゆく泊はくを断ったり、自分で対処できるだろう。

　野生のウサギの生態を見ているうちにだんだん眠ねむくなってきて、恵はテレビを消してよろよろと立ち上がった。

　昨日ほどではないが、今日も疲つかれている。体はさほど疲れていないが、心が疲ひ労ろう困こん憊ぱいしていた。

（明日の夜……ああ、もう日付変わったから今日か。今日のパーティこなしたら、この仕事辞めよう）

　自分は〝ルビー・レッド〟にはなれそうにない。

　給料の良さに釣つられてしまったが、それと引き替かえに心がすり減っていくのは耐たえられそうになかった。

　ベッドルームのドアを閉め、明かりを消してベッドに横たわる。

　先ほどまで眠かったのに、ベッドに入ったとたん目が冴さえてきた。

「…………」

　今夜は久々にひとりきりだ。いつもは声を抑おさえてこそこそと終わらせているあの行こう為いを、大々的に愉たのしむチャンスではないか。

「レッツひとりエッチ！」

　自分を鼓こ舞ぶするように呟つぶやきながら、むくりと起き上がって部屋の明かりをつける。

　パジャマのズボンを脱ぎ捨て、恵はＴシャツとボクサーブリーフだけの姿でベッドに仰あお向むけに倒たおれ込んだ。

　二十歳を過ぎるまで性行為の経験がなかったので、恵は自じ慰いに関してはかなりのエキスパートだ。恋こい人びとができてからも、緊きん張ちようや駆かけ引きを伴ともなうセックスよりも、むしろ自分で自由にできるオナニーのほうが気持ちいいと感じていたくらいで……。

（セックスだって、なんか全部中ちゆう途と半はん端ぱだったし）

　下着の上からやわやわとペニスを揉もみしだく。

　同時にＴシャツの裾すそから手を入れて乳ち首くびをまさぐると、快感はすぐに込み上げてきた。

「……ん……」

　パソコンを起たち上げてゲイポルノの動画を見ながらしようかと思ったが、今夜はそういう助けがなくても充じゆう分ぶんいけそうだ。

　凝こってきた乳首を指先でつまみ、乳頭の丸い肉にく粒つぶを弄もてあそぶ。

（ああ……乳首舐なめまわされて吸われたい）

　こればっかりは自分ではどうしようもない。仕方なく、かつての恋人に弄いじられたり舐められたりしたときの感覚を思い出すことにする。

　目を閉じて、恵は乳首への愛あい撫ぶに気持ちを集中させた。

　──ここが気持ちいいのか？　変態だな。

「……っ！」

　かつての恋人の言葉がなぜかコンラッドの声で再生され、驚おどろいて目を見開く。

（いやちょっと待って！　なんでコンラッドが……っ）

　慌あわてて振ふり払はらおうとするが、あの青い瞳ひとみにじっと見下ろされているような感覚に陥おちいり、全身の肌はだがぞくりと粟あわ立だった。

　コンラッドの大きな手に愛撫されるところを想像してしまい、つんと尖とがった乳首にびりびり痺しびれるような快感が走り……。

「あ……っ」

　下着の中で、いつのまにかペニスがぴんと勃たち上がっていた。

　白いなめらかな生き地じを押し上げ、先走りの透とう明めいな液をじわりと漏もらし始めている。

（まずいって、なんでコンラッドが……ああもう、もしかして俺、コンラッドに惹ひかれてる？）

　下着の上から硬かたくなったペニスを握にぎり、恵はこのままコンラッドに抱かれるところを想像しながらいくのはありかなしか考えた。

　目を閉じると、コンラッドの青い瞳がまざまざと浮うかんでくる。

　鋭するどい視線、高い鼻び梁りよう、がっしりとした顎あごや太い首……あの厚い胸むな板いたに抱だき寄せられたら、どんな感じがするのだろう。

（やばい……）

　一糸まとわぬ姿の自分が、上等なスーツに身を包んだコンラッドに抱き締しめられているところが浮かんでしまった。

　破は廉れん恥ちな妄もう想そうは劣れつ情じようをよりいっそうかき立て、下着の上から軽く握っているだけなのに体の芯しんから熱い奔ほん流りゆうが押し寄せてくる。

　妄想の中で、恵はとろとろと溢あふれる先走りでコンラッドのスーツを濡ぬらしていた。

　──こんなにびしょびしょにして、悪い子だ。

　そう言ってくすりと笑い、コンラッドが大きな手で恵の濡れた勃ぼつ起きを包み込み……。

「あ、あっ、あああ……っ！」

　絶頂が訪おとずれ、慌てて下着の上からペニスを押さえる。

　しかし射精を止めることはできず、白いボクサーブリーフが白はく濁だくで盛大に濡れていく。

「……あ……っ」

　下着の中で精液を漏らしながら、恵は足の指をぴくぴくと引きつらせた。

　こんなに気持ちいい射精は久しぶりだ。快感の余よ韻いんに、しばしうっとりと身を委ゆだねる。

（やばいって……）

　あのロックハート家の御おん曹ぞう司しを、ひとりエッチのネタにしてしまった。

　いろいろ親切にしてくれた彼に対して申し訳なさが込み上げるが、コンラッドは知るよしもないし、何を想像するのも自由だと開き直る。

（……これ以上はまずいって）

　指が勝手に、下着の上から蟻ありの門と渡わたりをたどってしまう。

　指は禁断の蕾つぼみにたどり着き、入り口の襞ひだをまさぐった。

　コンラッドに抱かれるところを想像するのは、さすがにまずいのではないか。プランナーを紹しよう介かいしてもらうとなれば、また彼と顔を合わせることになる。

　そのとき彼の顔が恥はずかしくて見られなくなるような、後ろめたいことはするべきではない──。

　理性はそう主張しているのに、恵の本能はコンラッドの逞たくましい体を思い描えがいていた。

　スーツの上からでも、がっちりと逞しい体であることは容易にうかがえる。

　そしてズボンの股こ間かんの盛り上がり具合から、牡おすの象しよう徴ちようのどっしりとした質感も……。

（……俺は最低だ。コンラッドのあれを入れられるところを想像して、めちゃくちゃ興奮してる……）

　下着をずり下ろして片足だけ脱ぬぎ、シーツの上に仰向けになって脚あしを大きく広げる。

　ナイトテーブルの引き出しからローションを探す手間も惜おしくて、恵は自身の放った白濁を指に絡からめた。

　いつものように、まずは蕾の小さな皺しわにゆるゆると塗ぬり込める。蕾は柔やわらかくほころび、内側への愛撫を欲しがってじくじくと疼うずいていた。

「ん……」

　浅く指を含ふくませ、粘ねん膜まくを潤うるおしながらくちゅくちゅとかき混ぜる。

　はしたない媚び肉にくは、すぐに指よりも太いものを要求してうごめき始めた。

（久々にディルド使う？）

　ヒロとルームシェアするようになってから、ディルドを使ったオナニーはご無ぶ沙さ汰ただ。

　とにかく短時間で終わらせようと機械的にペニスを擦こするだけの味気ない行為が続いていたので、久しぶりに時間をかけて深い快感を味わいたい。

　ベッドから起き上がり、クローゼットの奥に隠かくしてある箱を取り出す。

　しかしひとりエッチ用の玩具おもちやを入れた箱を開けたとたん、賢けん者じやタイムが訪れてしまった。

「……何やってるんだ、俺」

　先ほどまでの高こう揚よう感かんがかき消え、何もかも恥ずかしくなって箱に蓋ふたをしてベッドに倒れ込む。

「うわー……最悪」

　シーツも汚よごしてしまったし、シャワーも浴び直さなくてはならない。

　何より、コンラッドとセックスするところを想像してしまったことに、自己嫌けん悪おや羞しゆう恥ちの苦い感情が込み上げてくる。

　何もかも洗い流そうと、恵はＴシャツを脱ぎ捨ててバスルームへ急いだ。
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　朝になってもヒロは帰ってこなかった。

　電話もメールも返事がなく、さすがに心配になってくる。

　昼近くまで待ってみたが連れん絡らくがつかないので、恵は〈クリスタル・エンタープライズ〉の主任に電話をかけることにした。

『もしもし？』

　一分近くコールしたあと、ようやく眠ねむたげな声の主任が電話に出てくれた。

「あの、ウェイターの恵です。いや、ルビー・レッドです」

『どうかした？』

　電話の向こうで、主任が大きなあくびをしているのが伝わってくる。

「ヒロが……サンシャインが、まだ帰ってこないんです。連絡もつかないから、ちょっと心配になって」

『サンシャイン？　彼なら昨夜帰りが遅おそくなるからこっちで用意したホテルに泊とまったわよ』

「ええ、それは聞いたんですけど、そのあと連絡がなくて」

　主任が面めん倒どうくさそうにため息をつく。

『大だい丈じよう夫ぶよ。サンシャインは主しゆ催さい者しやに気に入られて、今日も同じ家のパーティに呼ばれてるの。いちいち帰るの面倒だから、そのままホテルにいるんでしょ』

「そうなんですか？　ちょっと伝えたいことがあるんで、ホテルの名前を教えてもらえます？」

『手配したのは僕じゃないから、名前は知らないのよね』

「じゃあ手配した人に聞いてもらえます？　大事な用があるんです」

　必死で食い下がるが、主任に『あとで聞いとくわ』と軽く受け流されてしまった。

『そんな心配しなくても、泊まりになるのは珍めずらしいことじゃないって。それよりルビー・レッド、今夜の仕事、ちゃんと覚えてる？』

「もちろんです。えっと、セントラルホテルに午後八時集合ですよね」

『そう。人のことより自分の心配をしなさい。昨夜のパーティ、あなたちょっと無ぶ愛あい想そうだったわよ。ルックスはピカイチだからそれなりに指名は入ったけど、ルックスに胡座あぐらかいてないでもっと愛あい嬌きようを振ふりまかないと』

　主任のお小言に、恵は鼻の頭に皺を寄せた。

　わざと軽い口調で「頑がん張ばりまーす」と言って通話を切る。

（今夜の仕事が終わったらそっこー辞やめてやる）

　スマホをベッドに投げ、恵は夜までの間何をして過ごそうか考えた。

　しばらく考えたのち、染せん毛もう剤ざいを買ってきてこの真っ赤な髪かみを元の黒髪に戻もどそうと決める。

（髪染めてると、派手好きな性格とか遊んでるとか思われやすいし）

　真っ赤に染めるくらいだから派手好きな面もあるのだが、これはあくまでお洒落しやれの一いつ環かんで、遊び好きというわけではない。

（ルビー・レッドなんていうふざけたニックネームともおさらばだ）

　そうと決めたら一刻も早く実行したくなり、恵は財さい布ふを摑つかんでドラッグストアへと急いだ。







「ちょっとちょっと、なんで髪の色変えちゃったの!?」

　集合時間にホテルの裏口からバックルームに入ると、案の定主任が目を剝むいた。

「イメチェンです。あ、名前も変えないとまずいですかね？」

「名前はそのままでいいけど……」

　正面に立ちはだかり、主任が腕うでを組んで恵の全身を矯ためつ眇すがめつ眺ながめる。

「んー……黒髪も悪くないわね。ていうか、黒髪のほうが大人っぽくてセクシーかも」

　セクシーなどと言われて、ぞわっと鳥とり肌はだが立つ。恵としては、地味で目立たない高校時代に逆ぎやく戻もどりした気分だったのだが。

「そういえば主任、ヒロの宿しゆく泊はく先わかりました？」

「ヒロ？　ああ、サンシャインのことね。わかったけどとっくにチェックアウトしてたわ。今夜のパーティまでどこかで時間つぶしてるんでしょ」

　そう言って、主任はさっさと背中を向けてしまった。

　ホテル名がわかったならなぜその時点ですぐに連絡をくれなかったのか。問い詰つめたかったが、既すでにチェックアウトしていたのなら仕方がない。

（ヒロもさっさと連絡よこせよー。何度も電話やメールしてるから、俺が心配してるのわかってるだろうに）

　もう一度ヒロにメールしようとスマホを取り出すが、思い直してバッグにしまう。電話もメールも十回以上しているので、これ以上返事を催さい促そくしたら引かれそうだ。

「皆みなさーん、今夜はこの制服を着てもらいまーす」

　主任が配り始めた制服を見て、恵はぎょっとした。

　白いノースリーブのシャツと水色のバルーンパンツ、ラメの入った長いスカーフ、ビーズの飾かざりが付いた布製のスリッポン……ウェイターの制服とは思えない衣い裳しようだ。

「ちょっと待ってください、これを着るんですか？」

　戸と惑まどいながら尋たずねると、主任がすまし顔で頷うなずく。

「今夜のパーティのコンセプトは〝アラビアン・ナイト〟なの。スカーフはターバン風に頭に巻いてもいいし、カマーバンド風に腰こしに巻いてもいいわ」

「ほんとにこれを着るんですか？」

　もう一度念を押すと、主任が唇くちびるをへの字に曲げた。

「何かご不満？」

「いえ……ご不満ではないんですけど」

　高い給料にはそれなりの理由がある。そのことを思い出し、ぐっと言葉を飲み込む。

「着き替がえ終わったら僕がチェックするからね。ああ、靴くつは素す足あしに履はいてちょうだい、靴下はＮＧよ。アクセサリーもいろいろあるから好きなのつけて」

　皆慣れているのか、誰だれも異を唱えることなくアラビアン・ナイト風の衣裳に着替えている。仕方なく、恵もＴシャツを脱ぬいでノースリーブのシャツを羽織った。

（ハロウィンでもないのに仮装パーティかよ……）

　着替え終わって鏡を覗のぞき込み、恵は顔をしかめた。

　シャツは深いＶネックで、胸がかなり露ろ出しゆつしている。妙みようにエロティックな印象で、どうも落ち着かない。

　アクセサリーで胸を隠そうと大ぶりのネックレスを選んでいると、主任が隣となりにやってきて眉まゆ根ねを寄せた。

「あなたは首がほっそりしてて長いから、ネックレスよりチョーカーのほうが似合うわよ」

「えっ？　いや、俺これがいいかなーって」

　じゃらじゃらとたくさん飾りの付いたネックレスを掲かかげるが、主任にひょいと奪うばい取られてしまう。

「せっかくの綺き麗れいな鎖さ骨こつやデコルテを隠かくしちゃだめ。ほら、これなんか似合うと思うわ」

　黒いサテンのリボンを首に巻かれ、恵は目を白黒させた。

　細いリボンの中央に、パールの飾りが付いている。主任の言う通り、チョーカーは長い首を強調し、一気にセクシー度を上げてきた。

「これ……なんかちょっと猫ねこの首輪みたいじゃないっすか？」

　セクシーさは極力抑おさえたいので、さりげなくこれをつけるのは嫌いやだと主張してみる。

「言われてみればそうかもね。可愛かわいい猫ちゃんになりきってちょうだい」

「いやあの……っ」

「素す敵てき！　こうして見ると黒髪にして大正解だったわね。あなたを指名してくれたお客さまもきっと気に入るわ。ところで腋わき毛げはどんな感じ？」

「うわあ！」

　いきなり腕を摑まれて万ばん歳ざいさせられ、恵は目を剝いた。

　体毛が薄うすいのはコンプレックスのひとつだ。腋の窪くぼみには産うぶ毛げのような淡あわい毛がほんの少し生えているだけで、初めての彼氏に「なんか子供みたいで萎なえる」と言われてから気にしているのだが、主任も見るなり「おう」と低く呻うめいた。

「いいわねえ、なんだか清せい楚そで儚はかなくて。これって脱だつ毛もうしてるの？」

　元彼と違ちがって、主任は淡い腋毛がお気に召めしたようだ。しかし穴が開くほど凝ぎよう視しされ、それはそれで気き恥はずかしい。

「いえ、もともと薄いんで」

　言いながら、さりげなく腕を下ろして腋を隠す。

「素す晴ばらしいわ。お客さまにも積極的に見せてちょうだい」

「了りよう解かいです」

　死んでも見せるものかと思いつつ、恵は笑え顔がおで頷いた。







　午後九時に始まった〝アラビアン・ナイト〟なパーティは、控ひかえめに言って最悪だった。

　客もコスプレしてくるのかと思ったが、主催者も含ふくめて皆いつも通りのスーツやドレスで、ウェイターだけが露ろ出しゆつ度どの高い衣裳を着せられている。客の目を愉たのしませるための性的なサービスの提供をしているように感じ、恵は非常に気分が悪かった。

　客の視線もいつもよりしつこくて、飲み物を運ぶたびにじろじろと無ぶ遠えん慮りよに見られてしまう。

（あー……早くこの不ふ愉ゆ快かいな時間が過ぎてくれ）

　愛あい想そよく振ふる舞まう余よ裕ゆうがなくなり、隅すみの目立たない場所に移動する。

　テーブルの前に立ってグラスに酒を注いでいると、中年の男性がやってきた。

「やあ」

　声をかけられ、顔を上げる。男は恵に不ぶ躾しつけな視線をよこしていたうちのひとりだった。

「こんばんは」

　笑顔を作ろうとするが、うまくいかなかった。酒を取りに来たのかと思ったが、男はグラスに手を伸のばそうとせず、こちらを値ね踏ぶみするように見つめている。

「その衣裳、すごく似合ってるよ」

　男の猫ねこ撫なで声に、ぞわりと鳥肌が立った。

「……ありがとうございます」

　なんとか声を絞しぼり出す。どうやってこの場から逃のがれようかと、恵は視線を左右に揺ゆらした。

「名前はルビー・レッドか。情熱的な感じでいいね」

　これはやばい事態になりそうな気がする。救いを求めるように辺りを見まわすが、他ほかのウェイターは皆それぞれ忙いそがしそうだし、主任の姿も見当たらない。

　にやにやと薄笑いを浮かべながら、男が間合いを詰めてきた。

「きみも個人的なサービスをしてくれるの？」

「…………は？」

　思わず素に戻もどって、恵は眉根を寄せた。

　もしかして、何か聞き間違いをしたのだろうか。

「個人サービスだよ。リストに名前は載のってなかったみたいだけど」

　嫌な予感がして、恵は無言で踵きびすを返した。背後で男が何か言っていたが、振ふり返らずにバックルームへ直進する。

　バックルームでは、次に出すフードの準備が進められていた。知った顔を見つけ、急ぎ足で近づく。

「アポロ……だっけ？　ちょっと訊ききたいことがあるんだけど、いいかな？」

「いいよ。何？」

　サラミの盛り合わせをトレイに載せていたアポロが、作業を続けながら返事をする。

「あのさ、今客に妙なこと言われたんだけど、個人サービスって何？」

　声を潜ひそめて尋ねると、アポロが手を止めてこちらに向き直った。

「主任に聞いてないのか？　ああ、まだ入ったばかりだもんな」

　言いながら、素す早ばやく周囲を見まわす。主任の姿がないのを確かく認にんしてから、アポロが唇を歪ゆがめるようにして笑みを浮かべた。

「ここだけの話、裏でやってるサービスがあるんだ。客が気に入ったウェイターをお持ち帰りできるサービス」

「お持ち帰り!?　それってつまり、売春ってこと!?」

「しっ、声が大きい！　ちょっとこっち来て」

　腕うでを摑つかまれ、バックルームの隅に連れて行かれる。

「そう言っちゃうと身も蓋ふたもないけど、まあそれに近いかな。一応自由恋れん愛あいってことになってるけど、札束ちらつかされると……ね」

「……マジかよ……」

　茫ぼう然ぜんと呟つぶやくと、アポロが苦く笑しようした。

「今いま更さらなんだよ。見た目のいいウェイターを集めて高給で雇やとってるんだから、何かあるってわかるだろ」

「だけど俺、何も聞かされてなくて……」

「最初からそんなこと言わないさ。何回か普ふ通つうの仕事させて、口が堅かたくて秘密を守れそうな奴やつにだけ声をかけるんだよ」

「さっき客がリストがどうのって言ってた。つまり、持ち帰り可能なウェイターのリストってこと？」

　アポロが黙だまって頷うなずく。

「ちょっと待って。ヒロは……サンシャインもそのリストに載ってたの？」

「どうかな。お互たがいそういう話はしないから。けど、例のマイアミの富ふ豪ごうのパーティに行ったってことは載ってたんじゃない？　うちの上得意で、綺麗な男に目がないんだ」

　アポロの言葉に、恵は頭をがつんと殴なぐられたような衝しよう撃げきを感じた。

　ヒロが売春をしていたなんて信じられない。いや、まだしていないのかもしれないが、裏のサービスを承知の上でマイアミの富豪のパーティに行っていたのだとしたら……。

（考えてみたら俺、ヒロのことあまりよく知らないのかも）

　お互いの恋愛歴についてはよく話しているし、ヒロは進行中の恋愛についてもわりとあけっぴろげに話す。ヒロのことはなんでも知っているような気になっていたが、ヒロだってすべてを話しているわけではないのだ。

　パーティから帰らずホテルで一泊ぱくしたのも、つまりはそういうことなのだろう。だとしたら、恵からの電話やメールに返事をしないのもわかる気がする。

「そのうちきみも声がかかるだろうけど、マイアミの富豪には気をつけたほうがいいよ。聞いた話じゃ、ちょっと変態じみた趣しゆ味みがあるらしいから」

　こそっと囁ささやいて、アポロがにやりと笑う。

　いろいろ衝撃的すぎて突つっ立っていると、バックルームの扉とびらが開いて主任が入ってきた。

「ちょっとふたりとも、何してるの？　早く会場に戻ってちょうだい！」

　主任の顔を見たとたん、恵は感情が爆ばく発はつするのを感じた。

　もうここで働くのは無理だ。あの会場には二度と戻りたくないし、このふざけた衣い裳しようを一刻も早く脱ぬぎ捨てたい。

「すみません、ちょっとトイレ行ってきます！」

　大声で叫さけんで、恵はダッシュでバックルームの奥へ向かった。







「まったくヒロのやつ、変なサービスする前に俺に相談しろっつーの」

　アパートの階段を上りながら、ぶつぶつと文句を言う。

　スマホにはまだヒロからの返信はない。事情を知ってしまった今、しつこく電話するのも気が引けて、恵は大人しくヒロの帰りを待つことにした。

（いきなり頭ごなしに説教しちゃだめだぞ。まずはヒロの話をよく聞いて、その上で売春はよくないって冷静に諭さとさないと）

　ドアの鍵かぎを開け、「ただいま」と声をかける。

　もしかしたら帰宅しているかもと思ったが、薄うす暗ぐらい部屋にひとけはなく、返事もなかった。

「こんなに心配させやがって。ヒロめ、許さん！」

　ぶつくさ言いながら、恵は首を搔かきむしった。

　慣れないチョーカーをつけていたせいか、肌はだがむずむずする。パーティ会場に漂ただよっていた淀よどんだ空気を洗い流したくて、服を脱ぎながらバスルームへ急ぐ。

　──三十分後、シャワーを浴びてさっぱりしてミネラルウォーターを飲んでいると、玄げん関かんのインターフォンが鳴った。

（こんな時間に誰だれだ？）

　もしかして、ヒロだろうか。鍵を持っているので普段はインターフォンを鳴らしたりしないが、出先で鍵をなくしたのかもしれない。

「はい？」

　玄関のそばにあるインターフォンで来訪者を確認する。

　小さなモニターに映った人物に、恵は驚おどろいて目を見開いた。

『夜分にすまない。コンラッドだ』

　スーツ姿のコンラッドが、背を屈かがめるようにしてインターフォンに語りかける。

「はい、ちょっと待ってください……っ」

　パンツ一丁だったので、慌あわててＴシャツを着てハーフパンツを穿はく。髪かみを手て櫛ぐしで整えながらドアを開けると、こちらに背を向けていたコンラッドが振り返った。

「どうしたんです……？」

　なぜコンラッドが訪ねてきたのかわからず、恵は戸と惑まどいながら尋たずねた。

　一いつ拍ぱく遅おくれて昨夜コンラッドを思い浮かべながら自じ慰いに耽ふけってしまったことを思い出し、じわっと頰ほおが熱くなる。

　コンラッドのほうも髪色を変えた恵に戸惑ったのか、怪け訝げんそうに目を眇すがめた。

「一昨日おとといホテルで会ったとき、あとで電話するように言ったのにしてこなかっただろう」

「ああ……すみません。仕事が終わったのが遅おそかったので」

「入っていいかな？」

　コンラッドがちらりと室内に視線を向ける。

「あ、はい、どうぞ」

　慌ててあとずさり、コンラッドを招き入れる。

　コンラッドがドアを閉めてふたりきりになると、部屋が一気に狭せまくなったように感じた。

（そりゃそっか。こんなでかい男、うちに来たことないもんな）

　でかいだけでなく、あのロックハート家の御おん曹ぞう司しだ。

　古ぼけた安アパートの一室にアメリカ有数の大だい富ふ豪ごうの御曹司がいることの非現実感に、恵は心の中で「マジかよ」と呟いた。

「散らかってますけど、どうぞお掛かけください」

　ソファの上の脱ぎっぱなしの服を片付け、場所を作る。「ありがとう」と言って、コンラッドはソファの端はしに掛けた。

「何か飲みますか？」

「いや、いい。きみも座ってくれ」

　何やら深刻そうな雰ふん囲い気きに、おそるおそる向かいの席にちょこんと座る。

「あれから気になって調べたんだが、きみの新しい職場はいろいろ問題を抱かかえているようだ」　>>>♥

　ちらりとこちらを見やり、コンラッドが言葉を選びながら切り出した。

「わざわざ忠告しに来てくれたんですか？」

　少々面めん食くらって尋ねると、コンラッドが眉まゆ根ねを寄せる。

「……放ほうっておけないだろう」

「いやあの、ありがとうございます。あの職場に問題があるってことは、遅ればせながら俺も気づいたところです」

　言いながら、自分も売春をしていたと思われたのだろうかと頰が熱くなった。

　俺はやってませんと言いたいところだが、聞かれてもいないのに主張するのはどうかと思い、唇くちびるを引き結ぶ。

「何か困ったことがあるなら遠えん慮りよなく言ってくれ」

「いえ……実は今日仕事中にあの会社の裏の顔を知って、辞やめてきたので」

　黙って逃にげてきたが、あの手の会社に礼れい儀ぎを尽つくす必要はないだろう。帰宅途と中ちゆうに主任から電話があったが、着信拒きよ否ひしてアドレス帳から削さく除じよした。

　コンラッドが、ほっとしたように表情をやわらげる。

「ならよかった。ああいう会社には二度と近づかないことだ」

「ええ、いい勉強になりました」

　深々と頷きつつ、ヒロのことが心配になって恵は視線を俯うつむけた。

「何かまだ心配事が？」

　少し言い淀んでから、恵はヒロの件を話すことにした。コンラッドならマイアミの富豪について何か知っているかもしれない。

「実は……同居している友達も〈クリスタル・エンタープライズ〉で働いてるんですけど、一昨日からずっと連れん絡らくがつかないんです。さっき同どう僚りようからその話を聞いて、もしかしたら個人的にお客さんと会ってるのかもって思ったんですけど、そのお客さんっていうのが要注意人物らしくて」

「名前はわかる？」

「いえ、マイアミの富豪でニューヨークに別べつ邸ていがあるっていうことだけ。ペントハウスで、屋上にプールがあるって言ってました」

「連絡はまったくつかないのか？」

「一昨日の夜、その富豪のパーティに出たあと、遅くなったからホテルに泊とまるっていうメールが来たきりです。これって捜そう索さく願ねがい出したほうがいいと思います？」

　話しているうちにどんどん不安になってきて、恵は身を乗り出した。

　何かあってから後こう悔かいしたくない。あとからヒロに大おお袈げ裟さだと笑われるかもしれないが、それでも何もしないよりはましだ。

「その友達は、もちろん成人してるよな？」

「はい、二十二歳です」

「成人の場合、捜索願を出しても警察はすぐには動いてくれない。事情が事情だけに、その富豪とデートしてるんだろうと思われるのがおちだ」

「ですよね」

　がっくりと肩かたを落とすと、コンラッドがポケットから手帳を取り出した。

「知り合いの捜査官に話を聞いてみよう。その友人の名前を教えてくれ」

「ヒロ・ジェニングスです。念のために写真も」

　ぴょこんと立ち上がり、冷蔵庫に貼はってある写真の中から最近のものを選ぶ。

　受け取ったコンラッドが、目を眇めるようにして写真を凝ぎよう視しした。

「見覚えがあるような気がする」

「美術館のパーティで、ヒロもウェイターやってたんで」

「ああ、あのときか」

　ヒロは目立つタイプなので、コンラッドの記き憶おくにも残っていたのだろう。

　写真を手帳に挟はさみ、コンラッドがスマホを取り出した。

「きみの携けい帯たい番号も教えてくれ」

「あ、そうか。伝えてなかったですよね。つか、よく俺の住所がわかりましたね」

　恵の言葉に、コンラッドが軽く肩をすくめる。

「先日ここにきみを送り届けたからな」

「そういえばそうでした」

　コンラッドにもらった名めい刺しを見ながら電話をかける。着信を確かく認にんして、コンラッドが「登録完かん了りよう」と呟つぶやいた。

（なんか変な感じ。あのロックハート家の御曹司に携帯番号を教える日が来るなんて）

　自分がまったく緊きん張ちようしていないことも不思議だ。

　もともと物もの怖おじしない性格ではあるが、コンラッドには富ふ裕ゆう層独特の威い圧あつ感かんのようなものがない。もちろん最初は近寄りがたさがあったが、言葉をかわしているうちにそれもすぐに消えてしまった。

　おそらく、人を見下すような態度を取らないからだろう。

　富裕層とか上流階級に関係なく、他人を見下す人は大勢いる。いくら表面上は笑え顔がおで取り繕つくろっていても、見下された側にははっきり伝わってくるものだ。

「じゃあこれで失礼するよ」

「あ、はい。わざわざどうもありがとうございました」

　玄げん関かんまで見送ると、コンラッドがちらりと振ふり返った。

「ルームメイトの彼が無事だといいな」

「……はい、本当に」

　コンラッドの視線になぜかどぎまぎし、慌てて目をそらす。

　なんだか変だ。恋こい人びとの帰りを見送っているわけじゃあるまいし、なぜこんなに別れがたいような、名残なごり惜おしい気持ちになっているのだろう。

「おやすみ」

「おやすみなさい」

　小さく言葉をかわし、コンラッドが階段を下りていく。

　ドアを閉めてから、恵は深いため息を漏もらした。

（やばい……なんでこんなにどきどきしてるんだ）

　コンラッドを思い浮うかべながら自じ慰いをしたのは、単に彼の体に反応しただけだと思っていた。

　けれど自分は今、コンラッドの声や話し方、視線を思い出して胸を高鳴らせている。

　心配してわざわざ来てくれるなんて、ひょっとして自分に気があるのではないかと期待してしまうではないか──。

「いやいや、そんなんあり得ないって」

　声に出して否定するが、高こう揚よう感かんは募つのる一方だった。そんな場合じゃないのに、またしてもコンラッドに抱だかれるところを想像してしまいそうになる。

「昨夜散々やっただろう！　今夜はもうしないぞ！」

　疼うずき始めた下半身に言い聞かせる。

　心配して様子を見に来てくれた彼をオナニーのネタにするなんて、人としていかがなものか。

（いやだけど、コンラッドを思い浮かべなければいいんじゃね？）

　一いつ瞬しゆんそういう考えが頭をよぎったが、即そく座ざに首を横に振ふる。

　今オナニーなんかしたら、絶対コンラッドのことを考えてしまうに決まってる──。

「本でも読みながら大人しく寝ねよう」

　自分に言い聞かせるように呟いて、恵は寝ね支じ度たくに取りかかった。







８




　──翌朝。己おのれの意思とは裏腹に、恵は早起きする羽目になってしまった。

　シャワーを浴びてバスルームをあとにし、よろよろとソファに倒たおれ込む。

（最悪……）

　昨夜自慰を我が慢まんしたせいか、あろうことか夢精してしまった。

　夢にコンラッドが出てきて、オナニーしたときに思い浮かべていたようなエロティックな行こう為いを仕し掛かけてきて──。

「うわあああ！」

　恥はずかしくて居たたまれず、叫さけび声が漏れてしまう。手足をじたばたさせるが、居たたまれなさは消えるどころかますます増ぞう幅ふくするばかりだった。

（落ち着け。確かに俺はけしからん夢を見てしまったが、夢の内容をコンラッドに知られるわけじゃない）

　夢精したことも、黙だまっていれば誰だれにも知られずに済む話だ。

　まずはコーヒーでも飲もうとコーヒーメーカーをセットする。豆を入れようとしたところで缶かんが空であることに気づき、恵は呻うめき声を上げた。

「そうだった、買わなきゃと思ってメモに書いといたのに」

　汚よごした下着やシーツを近所のコインランドリーに持っていかなくてはならないし、洗せん濯たくが終わるまでカフェで朝食をとるのもいいかもしれない。

　財さい布ふの中身を確かめ、洗濯物をかごに放ほうり込む。出かける前にスマホを見るが、ヒロからの返事は届いていなかった。

　三さん軒げん隣となりにあるコインランドリーの洗濯機に汚れ物を突つっ込み、カフェへ向かう。

　ベーグルサンドに齧かじりつきながら、恵はぼんやりと通りを眺ながめた。

（……ヒロも売春してたんだろうか）

　昨夜から何度も頭に浮かんだことが、またしても意識を占せん領りようしていく。

　ヒロは惚ほれっぽく恋れん愛あいに奔ほん放ぽうなタイプだが、恋愛体質だからこそ、お金で体を売るような割り切った真ま似ねはしないと思っていた。

　けど、真面目まじめな堅かた物ぶつというわけでもない。お金持ちに気に入られ、愛人にならないかと言い寄られ、心が揺ゆらいでしまったのかも……。

　ヒロも恵と同じく、勤めていた高級ブランド店の閉店で解かい雇こされたと聞いている。今はウェイターのアルバイトで食いつないでいるが、将来はセレクトショップを持ちたいと話していた。

　マイアミの富ふ豪ごうとやらが、愛人になれば店を持たせてあげようなどと言ってきたのかもしれない。そこまでいかなくても、楽して大金を稼かせげる方法に、ついつい引き寄せられてしまったのかも。

（高い服とか靴くつとか好きだしな）

　浪ろう費ひ家というほどではないが、ヒロは食べることを我慢してでも欲しい服にお金をつぎ込むタイプだ。最近妙みように羽は振ぶりがよかったとか、やたら浪費していたような記き憶おくはないが、恵に言わなかっただけで内ない緒しよで買い物していたとも考えられる。

　ベーグルサンドを食べ終えて、恵はスマホの画面に視線を落とした。

　ヒロが愛人の道を選せん択たくしたのだとしたら、それはそれで仕方ない。他人の生き方に口出しするつもりはないし、今は生き方云うん々ぬんよりもヒロが無事でいてくれたらそれでいい。

（もしかしたら、俺にあれこれ説教されるのが嫌いやで連れん絡らくよこさないのかもな）

　しばらく考えて、恵は「何があっても俺はヒロの味方だ。無事でいることを確かめたいから連絡してくれ」と打って、ヒロに送信した。







　洗濯を終えてアパートに帰宅すると、ドアを閉めるなりポケットの中のスマホが鳴り始めた。

（ヒロ!?）

　急いで画面を確認するが、電話をかけてきたのはコンラッドだった。慌あわてて昨夜のことを頭から振り払はらい、通話ボタンを押す。

「はいっ！」

『コンラッドだ。今いいかな？』

　耳をくすぐるような声こわ音ねに、思わず恵は首をすくめた。

　電話を通すと、コンラッドの声はやけに甘く響ひびくような気がする。それとも、電話を通さなくても耳元で囁ささやかれたらこんなふうにぞくぞくするのだろうか。

「ええ、大だい丈じよう夫ぶです」

『あまりいい知らせじゃないんだが、〈クリスタル・エンタープライズ〉は一年ほど前、人身売買の容疑で家宅捜そう索さくを受けている』

「ちょっと待って、そんなやばいとこだったの!?」

　人身売買と聞いて、恵は声を上うわ擦ずらせた。

〈クリスタル・エンタープライズ〉が裏で売春斡あつ旋せんのようなことをしているのはさもありなんという感じだったが、人身売買まで手がけていたとは……。

『そのときは証しよう拠こがなく逮たい捕ほには至らなかったが、それだけじゃなくどうやら上からの圧力もあったようだ』

「つまり……警察の上層部と〈クリスタル・エンタープライズ〉がつながってるってこと？」

『警察の上層部かどうかはわからないが、有力者がバックについているのは間ま違ちがいないだろうな』

「マジで……なんでそんなやばい会社が野放しになってんだよ……」

　思わず独りごちると、コンラッドが『残念ながら珍めずらしいことではない』と呟つぶやいた。

「ヒロが呼ばれたっていうマイアミの富豪の名前はわかりました？」

『ああ』

「その人がニューヨークに持ってるっていう別べつ邸ていの住所、教えてもらえませんか」

　恵の申し出に、コンラッドが一瞬無言になった。数秒のち、訝いぶかしげに問い返される。

『まさか、乗り込むつもりか？』

「乗り込むなんて物ぶつ騒そうなことはしません。友達を迎むかえに来ましたって言います」

『早まるな。警察に手が出せないならＦＢＩに働きかけるしかない。こういうのは慎しん重ちように段階を踏ふんで……』

「そんなの待ってられないよ。どっかに売り飛ばされる前に助けに行かないと！」

　恵の剣けん幕まくに、コンラッドが電話の向こうで黙り込む。

　コンラッドの言う通り、ＦＢＩに任せたほうがいいのはわかっている。けれど何もせずに待っているだけなんてできそうにないし、ヒロを取り戻もどすチャンスが少しでもあるならそれに賭かけたい。

『わかった。私も一いつ緒しよに行く』

　思いがけない申し出に、恵は目をぱちくりさせた。

「えっ？　いやそんな、いいです」

『きみひとりで行ったら門もん前ぜん払ばらいされるのは目に見えている。私が行けば、少なくともドアは開けてもらえるはずだ』

　確かにコンラッドの言う通り、恵が押しかけていってもドアを開けてもらえる可能性は低い。ロックハート家の御おん曹ぞう司しが訪ねてきたら、マイアミの富豪とやらもドアを開けないわけにはいかないだろう。

「……本当にいいんですか？」

『幸い今日はこのあと予定がないんだ。今からそちらに迎えに行く』

「えっ、いや、現地集合でいいんですけど」

『仕事でクイーンズに来てるからついでだ』

　性格なのか仕事柄がらなのか、コンラッドはこうと決めたら突き通すタイプらしい。早口でたたみかけられ、恵は目を白黒させながら観念した。

「それではお言葉に甘えて……」

『では二十分後に』

　ぷつりと通話が切れる。

（二十分後!?）

　慌てて恵は、出かける支し度たくに取りかかった。







（これがマイアミの富豪の別邸……）

　車の後部座席から高層ビルを見上げ、ごくりと唾つばを飲み込む。

　セントラルパークを見下ろす一等地にある、超ちようのつく高級コンドミニアムだ。最上階のペントハウスがいったいいくらなのか、見当もつかない。

　少々大おお袈げ裟さかと思ったが、スーツを着てきて正解だった。恵のワードローブは穴の開いたジーンズや派手なプリントのＴシャツばかりで、上品なよそ行きの服といえばスーツしかないのだ。

　コンドミニアムのエントランスには制服を着たドアマンが立ちはだかっており、恵とコンラッドが乗った黒くろ塗ぬりの高級車がエントランス前に停車すると、後部座席のドアを恭うやうやしげに開けてくれた。

（地下鉄で来なくてよかった……）

　ふらっと歩いてきてエントランス前で待ち合わせなどしていたら、ドアマンに不ふ審しん者しや扱あつかいされていただろう。こういう場所にはそれにふさわしい手段で乗りつけないと、中に入ることすら難しい。

　天てん井じようの高いロビーにはホテルのようなカウンターがあり、ここにも制服を着た初老の男性が立っていた。

「いらっしゃいませ」

　慇いん懃ぎんな態度だが、コンラッドと恵の素す性じようを探さぐるように鋭するどい視線を向けてくる。

「アイザック・スピルマン氏に会いに来たのですが」

　さっそく気き後おくれしてしまった恵と違って、コンラッドはこういう場に慣れている。事務的な笑えみを浮うかべながらカウンターに近づき、用件を切り出した。

「お約束はいただいておりますでしょうか？」

「約束はしていないが、コンラッド・ロックハートが会いにきたと伝えてもらえないかな」

　初老の男が、ロックハートの名を聞いてわずかに眉まゆをそびやかす。すぐに笑顔を作り、「お待ちください」と手元のノートパソコンを操作した。

「現在スピルマン邸はお留守ですね……昨日の昼頃ごろ、マイアミに戻るとおっしゃって出て行かれました」

「ひとりでした？　それとも誰だれか連れがいました？」

　急せき込んで尋たずねると、男がちらりと値ね踏ぶみするような視線を向けてきた。

　おそらく恵ひとりだったら、「お答えできません」と即そく答とうしてとりつく島もなかっただろう。コンラッドのほうを見てから、男は慎重に口を開いた。

「さあ……出発されたとき、私は非番でしたので」

「けど、防犯カメラとかありますよね？」

「申し訳ありませんが、防犯カメラの映像は部外者にはお見せできないことになっております」

　なおも食い下がろうと身を乗り出すが、コンラッドに肩かたを摑つかまれてしまった。

「不在なら仕方ありません。また出直します」

　男が、ほっとしたように表情をやわらげる。

「ロックハートさまが会いにいらっしゃったことはお伝えしておきますね」

「いや、伝えなくて結構です」

　言いながら、コンラッドがさりげなく男に紙し幣へいを差し出す。

　紙幣を受け取り、男は「了りよう解かいいたしました」と短く答えた。

（うわー……これが口止め料ってやつか）

　映画やドラマでは何度か目にしたことがあるが、実際見たのは初めてだ。秘密めいたやりとりに、なんとなくどきどきしてしまう。

　コンドミニアムを出て車に乗り込むと、コンラッドはスマホを取り出しどこかへ電話をかけ始めた。

「もしもし？　ああ、私だ。至急調べて欲しいことがあるんだが、いいかな？」

　電話の向こうから、男性の濁だみ声ごえが漏もれ聞こえてくる。

「防犯カメラの映像が見たい。場所はマンハッタンのエンペラーズ・タワーのエントランス、時刻は昨日の昼前後だ。アイザック・スピルマンという男が出かけた際、連れがいたかどうか知りたい」

　コンラッドのセリフに、恵は目を丸くした。

（ちょっと待って、ハッキングってこと？）

　恵が目を白黒させていることに気づいたのだろう、通話を切ったコンラッドが、眼鏡めがねを押し上げながら言い訳めいた口調で説明する。

「懇こん意いにしている私立探たん偵ていだ。事業にかかわっていると、綺き麗れい事ごとでは済まない場面もある。仕事相手の素行を調査しなくてはならない場合もあるし……」

「いやあの、別に非難するつもりはありません。警察は何かあってからじゃないと動いてくれないし、令状なんか待ってたらいつまで経たってもヒロの行方ゆくえがわからないし」

　早口でまくし立ててから、「俺も大人なので、世の中いろいろあるのはわかります」とつけ加える。

「よかった。じゃあ探偵から返事が来るまでランチにしよう」

「えっ？　は、はい」

「何が食べたい？」

「なんでもいいですけど、あんまり高級なお店じゃないほうがありがたいです」

　あらかじめ言っておかないと、コンラッドのライフスタイル的にとんでもない高級店に連れて行かれそうで怖こわい。

　恵の申し出に、コンラッドがくすりと笑った。

「高級な店は嫌きらいか？」

「嫌いじゃないですけど、緊きん張ちようして何食べてるかわかんなくなっちゃうから」

「パーティプランナーになるなら、そういう場にも慣れておいたほうがいいと思うが」

「そうなんですけどね。まあそういうのは、おいおい……」

「きみは物もの怖おじしないタイプなのに、妙みように慎しん重ちようすぎるところもあるな。先延ばしにせず、なんでもとりあえず試ためしてみるのも悪くないぞ」

「俺も昔はなんでもとりあえず試してみるスピリッツを持ち合わせていたんですけどね。何度も失敗を重ねるうちに、だんだん慎重になってきて」

「失敗から学ぶのはいいことだ。だが、失敗を恐おそれてためらっているとチャンスを逃のがすこともある」

　年長者からの人生指南は、正直あまり好きではない。たいていの場合、自じ慢まん話を聞かされるだけだからだ。

　けれどコンラッドの話には押しつけがましさがなく、不思議と心に素す直なおに響ひびいてきた。

「それってあなたの経験談も入ってます？」

「もちろん。私もたくさん失敗してきたからな。ベンチャー企き業ぎようの設立に出資したら持ち逃にげされたり、慈じ善ぜん活動家だという男の理念に共感して出資したら詐さ欺ぎ師しだったり、親しん戚せきに紹しよう介かいされた女性ととりあえずお試しでつき合うことになったものの、相手がとんでもない詐欺師だったり」

「詐欺師に遭そう遇ぐうする率が高いですね」

「私を利用しようとする輩やからはあとを絶たないからな」

　コンラッドの言葉に、恵は彼があのロックハート家の御おん曹ぞう司しであることを思い出した。

　あの手この手で取り入ろうとする連中に、ロックハート家の人々はうんざりしているに違ちがいない。

（俺もあんましわがまま言わねーように気をつけよう）

　革かわ張ばりのシートの上で姿勢を正していると、スマホを手にしたコンラッドがこちらに向き直った。

「そういうわけで、近くのホテルのレストランを予約しようと思う。どうかな？」

　この界かい隈わいのホテルのレストランなら、もれなく高級店だろう。一いつ瞬しゆんためらうが、「受けて立ちます」と頷うなずく。コンラッドが唇くちびるに笑みを浮かべたところで、ふいに彼のスマホが鳴り始めた。

「探偵からだ。早いな」

　通話ボタンを押し、コンラッドが恵にも聞こえるようにスピーカー設定にしてくれた。

『エンペラーズ・タワーの防犯カメラの映像、送っておきました。若い男性をひとり連れてますね。このあと車で空港に向かって自家用機でマイアミへ行ってます。空港の映像も送っておきましたが、連れの男性も一いつ緒しよに飛行機に乗ってます』

　探偵の濁声に、血の気が引いていく。

　コンラッドを見ると、コンラッドもこちらを見て無言で頷いた。

「わかった。ありがとう。マイアミでの足取りも調べておいてくれ」

『了解です』

　通話を切ると、コンラッドがブリーフケースの中からタブレットを取り出し映像を再生する。画像には、恵たちが訪おとずれたコンドミニアムのロビーが映っていた。

　カウンターにいるのは先ほど応対してくれた男性だ。やがてエレベーターの扉とびらが開き、恰かつ幅ぷくのいい中年男性と小こ柄がらな若い男性が連れ立って降りてくるところが映る。

「ヒロだ」

　スピルマンに肩を抱だき寄せられるようにして歩いているのは、間違いなくヒロだった。見たことのない服を着て、ブランドものと思おぼしき洒落しやれた靴くつを履はいている。

　一緒に映像を見ていたコンラッドが、ふっとため息をつく。

「残念だが、きみの友人は富ふ豪ごうの愛人になる道を選んだみたいだな」

「いや、ちょっと待って。もう一回再生してもらえます？」

　ヒロの歩き方が何かおかしい。いつもはランウェイを歩くモデルのような気取った歩き方なのに、視線はずっと床ゆかに向いたままだし、足元も少しふらついているように見える。

「ヒロの歩き方がいつもと違う。なんか酔よっぱらってるみたい」

「空港のほうも見てみよう」

　空港の防犯カメラの映像はコンドミニアムのものより粗あらかった。小型の飛行機にスピルマンとヒロが乗り込むところも、遠目に後ろ姿が確かく認にんできるだけだ。

　しかし、ヒロの様子がおかしいのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　スピルマンの部下らしい男性ふたりに両りよう脇わきから抱かかえられるようにして歩いている。足元が完全にふらついており、飛行機に乗る直前には倒たおれ込みそうになっていた。

　コンラッドもヒロの異変に気づいたらしく、眉まゆ根ねを寄せる。

「確かに変だ。おそらく何か薬を盛られているな」

「ですよね？　これを見せたら警察も動きますよね？」

「どうかな。この映像は法的に正しい手段で入手したものじゃないから。誰だれか目もく撃げき者しやを仕立てるという手もあるが……」

　顎あごに手を当て、コンラッドが思案するように唇を引き結ぶ。

「しかし今警察やＦＢＩが動くとスピルマンに気取られてしまう。そうなるとヒロの身が危ない。告発するのはあとまわしにして、ヒロの救出を優先したほうがいい」

「俺、マイアミに行きます」

　鼻息荒あらく宣言すると、コンラッドがどこかへ電話をかけ始めた。

「もしもし？　ああ、私だ。至急自家用機の手配を頼たのみたい。行き先はマイアミだ」

　コンラッドの言葉に、恵は目を見開いた。電話を終えたコンラッドに、「まさかあなたも行くの？」と尋たずねる。

「きみひとりで行かせるわけにはいかないからな」

「そりゃ一緒に来てくれたら心強いけど……ほんとにいいの？」

「乗りかかった船だ」

　コンラッドが、そう言って軽く肩かたをすくめる。

　言い方は素っ気なかったが、それだけの理由でわざわざマイアミまで同行してくれるはずがない。コンラッドもヒロのことを心配してくれているし、助けにいこうとしている恵のことも心配してくれている。

（なんかめっちゃ嬉うれしい）

　胸の中が熱くなって感情が爆ばく発はつしそうになるが、恵は必死で気持ちを抑おさえた。

　はしゃいでいる場合ではないし、はしゃいだりしたら呆あきれられてしまう。他人にどう思われようと気にしない質たちだが、コンラッドには子供っぽいとか騒さわがしいとか思われたくなかった。

　深呼吸して気持ちを落ち着かせてから、「ありがとうございます」と口にする。

　コンラッドがこちらを見やり、「どういたしまして」と微笑ほほえんだ。







（いやほんとに、マイアミまで来てしまった……）

　リムジンの後部座席で、恵は煌きらびやかな夕暮れの街を見つめた。

　何もかも急展開で頭が追いついていない。ヒロを追って急きゆう遽きよマイアミまで行くことになり、荷造りする暇ひまもなく空港へ直行し、人生初の自家用機に搭とう乗じようし──。

（すげーなロックハート家。俺がマイアミ行くとなったら、まず長ちよう距きよ離りバスのチケットを予約するところから始めるんだけど）

　飛行機より断然安いが、長距離バスはそれなりに時間がかかる。予約が取れるかどうかもわからないし、運良く取れたとしてもマイアミに着くのは早くて明日の夜、場合によっては明後日あさつてになっていただろう。

（しかも俺、手ぶらで来ちゃったし）

　マイアミ行きが決まると、コンラッドは運転手に空港へ向かうよう指示した。

『二時間後に出発だ』

『え、ちょっと待って。いったん帰って荷造りしないと……っ』

『着き替がえは向こうで調達すればいい。私もそうするから、着いたら買い物に行こう』

　荷物を持たずに旅行するのも人生初のことだ。確かに無人島に行くわけではないので現地ですべて調達できるだろうが、財さい布ふの中身が少々心こころ許もとない。

「あ、ショッピングモール発見！」

　前方に全米チェーンの大手ショッピングモールの看板が見えてきて、恵は声を上げた。

「寄りたいのか？」

　コンラッドに尋ねられ、「着替えを買いたいので」と頷く。下着や靴くつ下したはなるべく安く買いたいし、旅先でお洒落にこだわるつもりはないのでモールにある量りよう販はん店てんで充じゆう分ぶんだ。

「予約したホテルの地下にもショッピングモールがあるから、そこで買えばいい」

　コンラッドの言葉に、恵は頰ほおをぴくりと引きつらせた。

　予約したホテルというのは、おそらく高級ホテルだろう。地下にあるショッピングモールとやらも、恵が思っているようなものではなく高級ブランド店である可能性が高い。

　恵の反応に気づいたらしく、コンラッドがくすりと笑う。

「心配しなくても全部私が持つ。荷造りしたいというのを却きやつ下かして無理やり連れてきたからな」

「そんな、無理やりだなんて思ってません……っ」

「とにかく心配するな。ヒロの行方ゆくえを捜さがすことに集中しよう」

　ぽんと軽く肩を叩たたかれ、どきりとする。

　あまりの急展開で考える暇もなかったが、よくよく考えてみたらコンラッドとふたりきりで旅行しているわけで……。

（うわ、意識するな！　昨夜のこととか絶対思い出しちゃだめだぞ！）

　しかし肩に残ったコンラッドの大きな手の感かん触しよくが、じわっと熱く疼うずき始めてしまった。

　こんなことでは先が思いやられる。コンラッドの言う通り、今はヒロを捜すことに集中しなくては──。

「ではお言葉に甘えて」

　笑え顔がおを作って答えるが、返事をするまでに不自然なほど時間が経たってしまった。

（変な奴やつだと思われただろうか。いや、そんなの今いま更さらか）

　暮れゆく街を見ながら、頭の中を整理しようと試みる。けれど意識は隣となりでタブレットを見ながら何やら忙いそがしそうに入力しているコンラッドに引き寄せられるばかりで、何も考えられなかった。

「ちょっと失礼、弟からだ」

　スマホが鳴り始め、コンラッドが通話ボタンを押す。

「キャメロン？　そう、さっきメールしたように今マイアミにいる。……ああ、帰りは未定だ。例の出資については私が帰ってから話を進めさせてくれ。それと、さっき資料を送ったから目を通しておいてほしい」

　電話の向こうでキャメロンが何か話しているのが聞こえてくる。

　兄同様、低くて甘い美声だ。まったくロックハート一族ときたら、ルックスだけではなく声まで魅み力りよく的なんてどうかしている。

　以前パーティで見かけたキャメロンの姿が瞼まぶたに浮うかぶ。まるで王子さまのようなきらきらしたオーラをまとっていたが、恵としてはコンラッドのほうが落ち着いていて好みだ。

（いやいや、俺の好みとかどうでもいいんだけど！）

　そもそもコンラッドは自分の好みのタイプとはかけ離はなれていたはずだ。背が高すぎるし体格もよすぎるし、いかにもエリート然としすぎている。

　恵の好みは体育会系ではなくアーティスト系だ。憂うれいを含ふくんだ目つきでちょっと斜はすに構えていて、どちらかというと繊せん細さいな感受性の持ち主で──。

　しかし今、そういったタイプに魅力を感じなくなっていることに気づいて愕がく然ぜんとする。

　好きなタイプとかそういったことを吹ふき飛ばすくらい、コンラッドは何か強きよう烈れつなフェロモンを垂れ流しているに違いない。

「明日の夜のチャリティパーティ、私の代わりに出席できそうか？　ちょっと顔を出すだけでいいんだが。ああ、もちろん巡めぐるも同どう伴はんで」

　メグルという名前に、耳がぴくっと反応する。

　もしかして、キャメロンと一いつ緒しよにいた黒くろ髪かみの美青年だろうか。

「じゃあパーティは任せたからよろしく」

　通話を切ったコンラッドが、ふと眉まゆ根ねを寄せてこちらに向き直る。

「弟のキャメロンの恋こい人びとは巡という名前なんだが、恵と似てるな」

「もしかして日本人ですか？」

「ああ。きみも日本人？」

「アメリカ生まれのアメリカ育ち、れっきとしたアメリカ人ですけど、人種的には日本人です。日系人の母と日本からの留学生だった父が恋に落ちた結果が俺なんで」

　父は恵が生まれる前に逃にげるように帰国してしまったが、それについては話す必要はないだろう。母は看護師をしながら女手ひとつで恵を育ててくれたし、祖父母や親しん戚せきもいろいろ助けてくれた。

「巡も恵も、日本ではよくある名前なのか？」

「どうでしょう……あんまり聞いたことないですね。恵っていうのは、わりと珍めずらしいみたいですけど」

「ありふれた名前じゃないのに似ているというのは、なかなかすごい偶ぐう然ぜんだ」

「ほんとに」

　そこに運命を感じてしまいそうになり、慌あわてて妙みような考えを頭から振ふり払はらう。

「機会があったら、弟と巡にきみを紹しよう介かいしよう。もしかしたらきみももう会ってるかな。我々が最初に出会ったパーティに、キャメロンと巡も来ていたんだが」

「ええ、覚えてます。すごく綺き麗れいな人だったから」

　恵の言葉に、コンラッドが笑みを浮かべる。

「キャメロンと巡は数ヶ月前につき合い始めたんだが、恋れん愛あいに関してはどこか醒さめていた弟がもう夢中で……。キャメロンはストレートだと思ってたし、本人もそう思ってたらしいんだが、運命の伴はん侶りよに性別は関係なかったようだ」

「いいですね、そういう出会いがあるって。俺の親戚にも四十過ぎてから運命の相手と出会って自分がゲイだと自覚した男性がいるんですけど、妻子がいたんでかなり揉もめちゃって」

「出会うタイミングが遅おそかったんだな。男女間でもよくある悲劇だ」

「そうですね。最初から〝この人が運命の伴侶ですよ〟とか〝この人は運命の伴侶じゃないですよ〟って目印があればいいんですけど」

「それはそれで味気ないな。そういう目印がなくても、話をしたり一緒に過ごしたりするうちに自おのずとわかってくるものなんじゃないかな」

「そういう経験あるんですか？」

　言ってから、立ち入った質問だったと後こう悔かいする。けれどコンラッドは気を悪くした様子はなく、宙を見上げてから視線を向けてきた。

「どうかな。あるような、ないような」

　眼鏡めがねの奥の青い瞳ひとみが、じっとこちらを見み据すえる。

　魅み入いられたように、恵はその瞳から視線を外せなくなり固まった。

「きみは？」

　囁ささやくように問いかけられ、返事に詰つまってしまう。

　──こんな気持ちは初めてだ。この感情は、いったいどういう名前なのだろう……。

　しかしどこか甘かん美びな自問自答の時間は、すぐに終わりを告げた。リムジンが、海辺の豪ごう邸ていの前に停車したのだ。

（ここがスピルマンの家……）

　高い塀へいの向こうに、まるでリゾートホテルのような大きな建物がそびえ立っている。マイアミ郊こう外がいのこの界かい隈わいは豪邸が建ち並んでいるが、スピルマン邸は敷しき地ちも建物もひときわ大きかった。

「きみは車の中で待ってなさい」

　そう言ってコンラッドが車を降りようとしたので、慌てて恵は彼の上着の裾すそを摑つかんだ。

「待って！　俺も一緒に行く」

「相手は危険人物だ」

「わかってます。けど、ロックハート家の御おん曹ぞう司しの連れにいきなり銃じゆうを向けたりしないでしょ？」

　恵のセリフに、コンラッドが苦く笑しようした。

「まあ、確かに。けど用心したほうがいい。そうだ、これを」

　コンラッドが上着の胸ポケットから濃こい色のサングラスを取り出す。

「防犯カメラに映像が残るだろうから、素す顔がおをさらさないほうがいい。変装ってほどじゃないが、ないよりましだろう」

「ではお借りします」

　サングラスをかけるが、コンラッドの視力に合わせて度が入っていた。恵は視力がいいので、近視用のサングラスをかけたとたん視界がぐらりと揺ゆれる。

「ああ、そうだった。度が入ってるんだ。無理してかけなくていいぞ」

　恵が不自然な歩き方をしていることに気づいたコンラッドが、さりげなく腕うでを支えてくれた。

「いえ、ちょっとの間なら大だい丈じよう夫ぶです」

「じゃあこうしよう」

　ふいに手を握にぎられ、恵は「ひゃっ！」と声を上げてしまった。

「いやあの、そこまでしていただかなくて大丈夫です……っ」

「転んでから後悔しても遅い。それに、スピルマンにはカップルだと思われたほうがいいかもしれない」

「どういう設定です？　恋人と一緒に友人を捜さがしに来た……ってことですか？」

　恵の質問に、コンラッドがしばし思案する。

「スピルマンは美青年が好きで、おそらくゲイだ。私も同類だとアピールすれば、お仲間だと思われて誘さそってもらえるかもしれない」　>>>♥

「……なるほど。じゃあ俺、いかにも愛人っぽく振る舞まったほうがいいですか？」

「そうだな。その線でいこう。こうやって親しげに腕を組むのはどうだ？」

「いいですね、なんかバカップルっぽくて」

　リムジンの脇わきに立って、ぎこちなくコンラッドに腕を絡からませる。

　準備が整うと、コンラッドも幾いく分ぶんぎくしゃくした足取りで門もん扉ぴへ向かった。

（なんかすげー設備。要よう塞さいみたいだ）

　門扉の左右に防犯カメラがあり、高い塀の上部には電圧線らしきものが見える。おまけに門扉に近づいたとたん、ドーベルマンが二頭走ってきて唸うなり声を上げた。

「これっていかにも悪いことしてますって感じしない？」

　小声で囁くと、コンラッドが「同感だ」と頷うなずいた。

　腕を組んだ状態で内ない緒しよ話ばなしをすると、なんだか本当に恋人同士のようで落ち着かない。

　コンラッドがインターフォンを押す前に、女性の声が『どちらさまでしょう？』と問いかけてきた。

「コンラッド・ロックハートといいます。スピルマン氏にお会いしたいのですが」

『旦だん那なさまはお留守です』

　メキシコ訛なまりの女性の声が即そく答とうする。

　ニューヨークの別邸同様、スピルマンは不在らしい。あるいは居留守を使っているのかもしれないが、ここからは確かめようがなかった。

「何時頃ごろお戻もどりでしょうか？」

　コンラッドが尋たずねると、女性が『わかりません』と素っ気なく返す。

「どちらへ行かれたのか、わかります？」

『それもわかりません。お急ぎでしたら旦那さまの携けい帯たい電でん話わに連れん絡らくしてください』

　そう言って、女性はインターフォンの電源をぷつりと切った。

　まさにとりつく島もない態度だ。おそらくスピルマンにそうするように言われているのだろう。

　大きな建物を、恵はもどかしい思いで見上げた。

　この中にヒロがいるかもしれない。けど、頑がん丈じような門扉やドーベルマンに遮さえぎられ、今の自分は近づくことさえできそうにない──。

「いったん引き下がろう。ホテルで作戦会議だ」

　コンラッドに、優やさしく肩かたを抱だき寄せられる。

「……ええ」

　ここで粘ねばっても仕方ない。コンラッドの言う通り、何か作戦を練ってからでないと、この要塞には太刀たち打うちできないだろう。

（ヒロ……俺が来たことに気づいているといいんだけど）

　後ろ髪がみを引かれつつ、恵はコンラッドに促うながされて踵きびすを返した。







　ホテルのドアマンがリムジンの後部座席のドアを開け、「いらっしゃいませ」と微笑ほほえむ。

（うひゃあ……こんなすげーホテル泊とまるの初めて）

　ニューヨークと違ちがって、マイアミは南国らしさを前面に押し出している。コンラッドが予約した白はく亜あのホテルも、車まわしに椰や子しの木が植えられ、カラフルなネオンが瞬またたいていた。

「チェックインしたら、まず買い物に行こう」

　言い置いて、コンラッドがフロントへ向かう。ロビーの片かた隅すみに立って、恵はスマホの着信履り歴れきを確かく認にんした。

　やはりヒロからの返信はない。スピルマンに連れ去られたということは、おそらくスマホは捨てられたかスピルマンが持っているかだろう。

　スピルマンに見られる可能性が高いので、「これから助けに行く」などというメールは絶対にするなとコンラッドに釘くぎを刺さされている。

（ヒロ、マイアミまで来たぞ。もうすぐ助けに行くからな）

　スマホを胸に当て、心の中でヒロに送信する。

　目を閉じてヒロからの返信を待っていると、軽く肩を揺すられた。

「こんなところで目を瞑つぶって何してるんだ」

「あ……ああ、いや、ちょっと」

「高級ホテルだからって油断するな。きみも知っているだろうが、マイアミは世界に名だたる犯罪都市だ。特にきみは目立つから……」

　恵を見下ろし、コンラッドが語ご尾びを濁にごす。

「いかにもスリに狙ねらわれそうな感じ？」

「違う。きみみたいに綺き麗れいだと、言い寄ってくる男も多いだろう？」

　コンラッドに綺麗だなどと言われて、危あやうく心臓が口から飛び出しそうになってしまった。

　慌あわてて表情を取り繕つくろい、赤くなった頰ほおをごまかすようにごしごし擦こする。

「ナンパされるんじゃないかって心配してくれてるの？　大丈夫だよ。ナンパ男のあしらいには慣れてるから」

「……まあいい。部屋に行って荷物を置いてこよう」

「了りよう解かい」

　なんとなくお互たがいぎくしゃくしつつ、エレベーターホールへ向かう。コンラッドはブリーフケースのみ、恵もショルダーバッグひとつなので、荷物を運んでくれるベルボーイはなしだ。

　エレベーターに乗ると、コンラッドは最上階のボタンを押した。

「先に断っておくが、空きがなかったので私と同じ部屋だ」

「え？　あ、俺は別にかまいません」

　口ではそう言いつつ、静まりかけていた心臓が再び大きく脈打つ。

　このようなホテルで最上階となれば、同じ部屋といっても多分スイートルームだろう。ベッドルームが複数あることを願いつつ、到とう着ちやくした最上階でエレベーターを降りる。

（すげえ……廊ろう下かの段階で既すでに別世界なんですけど）

　外観の印象と違い、最上階はシックで落ち着いた色で統一されていた。ほどよく厚みのある絨じゆう毯たんが瞬く間に足音を吸収し、歩いている実感がないような不思議な気分にさせられる。

「ここだ」

　廊下のいちばん奥にあるドアの前で、コンラッドがカードキーをかざす。

　かちりと音を立ててロックが外れ、コンラッドに続いて恵はおそるおそる室内に足を踏ふみ入れた。

「うわあ……」

　広々とした、というか、広大なという言葉がぴったりのリビングルームに思わず感かん嘆たんの声を上げる。

　全面ガラス張りの窓からマイアミの夜景が見み渡わたせるようになっており、十人以上掛かけられそうな長いソファ、かなり本格的なキッチン、バーカウンター、なんとグランドピアノまで置かれていた。

「パーティができそうですね」

「ああ、どう見てもパーティ用の部屋だな」

　大きな窓の前に立ち、ネオン瞬く夜景を見下ろす。

「すごいな……世の中にはこんな場所で夜な夜なパーティしてる人もいるんだ」

　思わず独りごちると、隣となりにやってきたコンラッドが眉まゆ根ねを寄せた。

「ひょっとして、私もパーティピープルだと思われてるのかな？」

「まさか！　あなたにとってパーティは仕事の一いつ環かんでしょう？　あなたが行くパーティは、パーティピープルのどんちゃん騒さわぎとはまったく別物だし」

「わかってくれて嬉うれしいよ。気取ってるとか上品ぶってるとか言われても、羽目を外してただ騒ぐようなパーティは大の苦手なんだ」

「俺もです。俺も見た目がこんなだから派手好きって思われるんですけど……あ、髪かみを黒くしたからもう派手好きだと誤解されずに済むかな」

「髪を黒に戻したのは私も正解だと思ってる」

　コンラッドの言葉に、どきりとする。

　どういう意味だろうとコンラッドの横顔を見上げると、ちらりとこちらを見下ろした青い瞳ひとみと視線が合ってしまった。

「その、派手好きに見えるとか見えないとかそういったことと関係なく、きみは黒髪のほうが似合うと思う」

　数秒経たってから、コンラッドが思い出したように「個人的な意見だが」とつけ加える。

「……それはどうも……」

　またしても微び妙みような空気になってしまった。

　こんなやりとりになるたびに動どう悸きが激しくなるので、コンラッドと一いつ緒しよにいると一気に寿じゆ命みようが縮まってしまいそうだ──。

「さて、買い物に行こう」

　微妙な空気を打ち破るように、コンラッドがくるりと背を向ける。

「あ、そうですね。お店が閉まる前に行かないと」

　慌てて恵も、コンラッドの背中を追いかけた。







　ホテルの地下のショッピングモールは、恵が懸け念ねんしていた通り高級ブランド店ばかりだった。イタリアやフランスの高級ブランドのウィンドウには、〝とりあえず旅先で間に合わせに買う〟ような服は一着も見当たらない。

（いや、金持ちの人たちはお店にぷらっと入って値札を見ることもなくぱっと買っちゃうのかもしれないけど！）

　広い通路を歩きながら、コンラッドがちらりとこちらに視線を向けてきた。

「きみは服にこだわりがありそうだが、愛人風にするならいつもより大人っぽくしたほうがいいんじゃないかな」

「えっ？　ああ……」

　愛人とはいったいなんのことだろうと戸と惑まどい、先ほどスピルマン邸ていの前でかわした会話を思い出す。

「俺っていつもは子供っぽく見えます？」

「いや、そんなことはない。大人っぽいという言い方は語ご弊へいがあるな。愛人っぽく……セクシーというか、少々崩くずれた感じというか」

　珍めずらしく言い淀よどみ、コンラッドが気まずそうに目をそらす。

　コンラッドの口からセクシーなどという言葉が飛び出すとは思わなかった。なんとなく恵も照れくさくなり、「ああ、あなたの言ってる意味、わかりました」と軽く流す。

「富ふ豪ごうの愛人は、穴の開いたジーンズやネルシャツなんかは着ないでしょうしね。もっと小綺麗な感じ？」

「あれなんかいいんじゃないか？」

　言いながらコンラッドが指さした先、ウィンドウに柄がら物もののシャツが飾かざられていた。さすがに高級ブランドだけあって洒落しやれているが、普ふ通つうに生活していたらまず着る機会のないシャツだ。

「いやちょっと待って。いくらなんでも派手すぎじゃない？」

「そうか？　他ほかの服も見てみよう」

　コンラッドが大おお股またで店に入っていったので、慌てて追いかける。恵がこれまでの人生で一度も足を踏み入れたことのない、イタリアの超ちよう高級ブランドの店だ。

「いらっしゃいませ」

　若い女性店員が、にっこりと愛あい想そのいい笑えみを浮うかべて近づいてくる。

「彼の服を見立ててもらえるかな。カジュアルな感じでシルエットは細め、スタイルの良さを引き立てるようなのがいい」

「かしこまりました。こちらへどうぞ」

　案内されてコンラッドとともに店の奥へ向かいながら、恵は目を白黒させた。

（すげえ……こういう買い物の仕方もありなんだ）

　恵が服を買う場合、財さい布ふと相談しながら気に入った服をピックアップし、試着してみて買うかどうか決める。店員にサイズ違ちがいや色違いはあるか尋たずねることもあるが、何もないところからいきなり見立ててもらおうとは考えたこともなかった。

（そういやヒロが言ってたな。コーディネートは販はん売ばい員の力の見せどころだって）

　店の奥には革かわ張ばりのソファが置かれ、ちょっとした休きゆう憩けいスペースになっていた。サイズを確かく認にんし、恵の全身をしげしげと眺ながめてから、店員が「少々お待ちください」と踵きびすを返す。

「私も自分の服を見つくろってくる」

　そう言い置いて、コンラッドも立ち去っていった。どうやら自分の服は自分で見立てるつもりらしい。

「こちらはいかがでしょう？」

　まもなく店員が何着か服を手に戻もどってきた。心配していたようなド派手な服はなく、白もしくは黒のシンプルなデザインばかりでひとまず安心する。

　試着室に入った恵は、値札を確かめようとして思いとどまった。どっちにしても今の自分には支し払はらえないのだから、コンラッドの厚意に甘えるしかない。

　手渡された服の中から、まずは白いＶネックのニットと黒のスキニーパンツを着てみることにした。

（おおっ！　さすが高級ブランド、めっちゃ着き心ごこ地ちいいじゃん）

　コットンのニットは、とろけるような肌はだ触ざわりだ。襟えりぐりの開き具合も、鎖さ骨こつが綺き麗れいに見えるように計算されているのがわかる。

　スキニーパンツも文句なしのフィット感だった。今まで穿はいたどのパンツよりも脚あしが長く見えて、我われながら惚ほれ惚ぼれしてしまう。

「いかがですか？」

「めっちゃいい感じです」

　試着室のドアを開け、選んでくれた店員に披ひ露ろうする。彼女も自分のセレクトに満足したらしく、「すごくお似合いです」と微笑ほほえんだ。

「これはどうだ？」

　コンラッドが白と水色、色違いのシャツを二着持ってやってくる。てろてろした布地はコンラッドのイメージに激しく合わない気がして、恵は首を傾かしげた。

「あなたのイメージと違う気が……」

「いや、きみのだ」

　コンラッドが両手でそれぞれ白と水色のシャツを掲かかげてみせる。

　悪くはないが、こんなに生き地じがてろてろしていたら乳ち首くびが目立ってしまいそうだ。それとも、わざと乳首を目立たせてセクシー感をアピールするためのシャツなのだろうか。

「こちらはシルクですので、光こう沢たく感かんがあってお顔に映はえそうですね。サイズがちょっと大きめかもしれませんが、パンツにインすることですっきり見えますし」

「じゃあベルトも必要だな」

「ちょっと待って。俺の意見は聞かないの？」

　振ふり返ったコンラッドが、軽く肩かたをすくめる。

「今回は私がスポンサーだからな。きみの意見より私の意見が優先だ」

「……まあそう言われると、返す言葉がないんだけど」

　唇くちびるを尖とがらせると、コンラッドがくすりと笑った。

「安心しろ。最終的には彼女に判断してもらう」

　コンラッドの言葉に、店員の女性が「お任せください」と力強く頷うなずいた。







　シャワーのコックを閉め、バスタオルで濡ぬれた髪かみと体を拭ふく。ドライヤーで髪を乾かわかし、ふかふかのバスローブを羽織って、恵はふうっと大きく息を吐はいた。

（今日はやたら着心地のいい服ばっか身につける日だな）

　──高級ブランド店での買い物は、結局一時間以上かかってしまった。

　恵が買ってもらったのは黒のスキニーパンツとタイトジーンズ、白いＶネックのニットとＴシャツ二枚、そしてコンラッドが選んだ白いシルクのシャツ。

『いやあの、こんなにたくさん必要ないと思うけど』

『何日かかるかわからないから多めに買っておいたほうがいい』

　さらにコンラッドはそれぞれのパンツに合ったベルト、靴くつ下したも五足選び、靴もスニーカーとブーツを一足ずつ買ってくれた。

（憧あこがれのパイソン柄がらのブーツ……！）

　ブーツを試着したときのことを思い出し、思わず口元がにやけてしまう。

　実は店に入ったときから気になっていたのだ。いつかは履はいてみたいと思いつつ、なかなかデザインや値段と折り合いがつかなかったのだが、店に置いてあったブーツは好みど真ん中、まさに一ひと目め惚ぼれだった。

『これなんかいいんじゃないか？』

　そう言ってコンラッドが持ってきてくれたのだが、もしかしたらコンラッドは恵がちらちらとブーツに視線を送っていたことに気づいていたのかもしれない。

　バスローブ姿でバスルームから出ようとして、恵ははたと足を止めた。

　ひとりならそれでもいいが、同じ部屋にコンラッドがいる。急いで引き返し、ホテル名の刺し繡しゆうが入ったパジャマに着き替がえることにする。

（……このパンツを穿くのか）

　店には下着も置いてあり、おかげであちこち歩きまわらなくてもすべて揃そろえることができたのだが、下着の選せん択たく肢しは極きよく端たんに少なかった。

　形はローライズのボクサーブリーフとビキニブリーフのみ、色も白と黒の二択たく。ボクサーブリーフにしたかったのだが、あいにく恵のサイズは品切れで、ビキニブリーフも白しか在庫がなかった。

「うわ、なんかちょっとエロくね？」

　白いビキニブリーフを身につけ、思わず独りごちる。

　薄うすくて伸しん縮しゆく性のある布地がぴったりフィットし、穿き心ごこ地ちは抜ばつ群ぐんだ。けれどぴったりフィットするがゆえに性器の形もくっきり浮き上がり、なんとも扇せん情じよう的な様相を呈ていしている。

　しかも白い布地に、ほんのりピンク色が透すけており……。

（……ま、これは人に見せるわけじゃねーし）

　そう思いつつ、コンラッドに『下着はどんな感じだ？』と訊きかれて『こんな感じです』と見せるところを想像してしまう。

（いやいや、変な想像するな！　コンラッドがそんなこと言うわけねーだろ！）

　妄もう想そうが膨ふくれ上がる前に、急いでバスルームをあとにする。

　リビングを覗のぞくと、コンラッドが窓辺に立って誰だれかに電話をかけているところだった。

　目が合ったので、口の動きで「お先に」と伝える。コンラッドも頷き、眼鏡めがねの奥で目を瞬またたかせた。

（うわ、なんかネクタイ外したワイシャツ姿って、なんかこう……）

　コンラッドの姿に、なぜか官能を刺し激げきされて狼狽うろたえる。

　ボタンをふたつほど外し、腕うでまくりをしているが、露ろ出しゆつ度どが高いわけではない。それでも皺しわになったワイシャツに一日の終わりを感じ、一日の終わりにこうして彼と一いつ緒しよにいることにどきどきしてしまう。

（このやたらムーディな照明がいかんのだ）

　部屋はほの暗く、ところどころ間接照明のやわらかな光が点ともるのみ。窓に映るネオンの瞬きも、大人の夜という感じでどこかエロティックだ。

「ああ、また何かわかったら連れん絡らくを頼たのむ」

　そう言ってコンラッドが通話を切り、こちらへ向き直った。

「例の探たん偵ていだ。スピルマンの行き先を調べてもらってるんだが、少々手こずってる。今日あの屋や敷しきに戻り、しばらくして車で出ていったのは間ま違ちがいないらしいが……」

「お屋敷内の防犯カメラにアクセスしたら何かわかるんじゃない？」

　コンラッドが首を横に振る。

「セキュリティが手て強ごわくて侵しん入にゆうできないそうだ。帰宅と出発は通りに設置された防犯カメラから確認したらしい」

「そうなんだ……」

　ワイシャツに覆おおわれた厚い胸むな板いたから目をそらし、キッチンへ移動する。冷蔵庫からミネラルウォーターのボトルを取り出して一気に半分ほど飲み、火ほ照てった心と体を静める。

「けど、いくつかわかったことがある。あの屋敷にはスピルマンと住み込みの家政婦、運転手、ボディガードらしき側近の男性ふたりの五人が住んでいるんだが、カードの明細や近きん隣りんのスーパーの配達記録などを見ると、五人分にしては食料品の購こう入にゆう量が多すぎるらしい」

「あのお屋敷に、お気に入りのウェイターも一緒に住まわせてるってこと？」

　コンラッドが「おそらく」と呟つぶやく。

「パーティ用の食料かと思ったんだが、探偵が過去半年ほどさかのぼって調べたところ、あの家でパーティを開く場合、料理はすべてケータリングだった。使用人以外にもあの家に同居人がいるか、あるいは無理やり同居させられているか」

　そう言ってから、コンラッドが「後者だろうが」とつけ加える。

「屋敷への出入りが確かく認にんできたのはスピルマンと四人の使用人、住み込みではない部下が数人で、ヒロやその他のウェイターはカメラに映っていなかった。が、スピルマンが所有している大型のバンに乗せてガレージ内で乗り降りすれば外からは見えない」

「……監かん禁きんされてる可能性が高いと思う？」

　恵の質問に、コンラッドが黙だまって頷く。

　胸の前で、恵はぎゅっと拳こぶしを握にぎり締しめた。

　今日あの屋敷の前に立ったとき、塀へいの向こうにヒロがいたかもしれない。空港のカメラの様子から、望んでマイアミに来たわけではないことはわかっている。今いま頃ごろどんなに心細く、怖こわい思いをしていることだろう。

　コンラッドが近づいてきて、正面に立ちはだかる。

　そっと両肩に手を置かれ、恵は青い瞳ひとみを見上げた。

「友人のことを考えると気が気じゃないんだろうが、探偵が朝までにもう少し調べてくれるから今は休んでおきなさい。明日はスピルマン邸ていに乗り込むことになるかもしれないから」

「あのお屋敷に侵入する方法があるなら、なんでもやります」

「きみに無む茶ちやはさせない。地元警察やＦＢＩの協力を得るべく調整中だ」

「……はい」

　民間人の自分が下手へたに動くと、かえって足手まといになってしまう。自分に何ができるかわからないが、今はコンラッドの言う通り、体を休めて明日に備えたほうがいい。

「私はまだやることが残ってるから、きみは先に寝ねてなさい」

「ええ、そうします。おやすみなさい」

　時刻は午後十時をまわったばかり、寝るにはまだ早い時間だが、旅の疲つかれも出てきたところだったので恵は素す直なおに従うことにした。

　踵きびすを返そうとし、ふと思い直してコンラッドに向き直る。

「あの、いろいろほんとにありがとうございます。俺、何も恩返しができないんだけど」

　コンラッドも振ふり返り、眼鏡の奥で目を眇すがめた。

「恩返しなんて考えなくていい。私が好きでやってることだ」

　そう言って、くるりと背を向ける。

　ひどく素っ気ない態度に、恵は心がつきんと痛むのを感じた。もう一度小さく「おやすみなさい」と呟き、短い廊ろう下かの先にあるベッドルームへ向かう。

（えー、なんで俺こんなに落ち込んでるんだろ？　なんか期待してたのか？）

「きみの力になりたいんだ」とか「きみを放ほうっておけない」とか、心のどこかで甘い言葉を期待していたような気がする。

　つまり、こんなによくしてくれるのは自分に気があるからではないかと期待していたわけで……。

（ここまでしてくれたら、普ふ通つうは俺のこと好きなのかなって思っちゃうじゃん）

　コンラッドにとって、他人に親切にすることにさほど意味があるわけではないのかもしれない。ロックハート家の御おん曹ぞう司しとして、困っている人を見たら手を差し伸のべなさいと教えられて育ってきたのだろう。

　考えてみたら、自分はコンラッドのことをまだよく知らない。つき合っている人はいるのか、性的指向はどうなのか──。

（まあ普通に考えれば、男の俺にチャンスがあるとは思えないよな）

　これまでつき合った恋こい人びとの中にはストレートの男もいたが、初対面からあからさまにこちらに興味を示してきたので、これはいけると確信できた。

　コンラッドには、そういう兆候があるような、ないような……なんとも摑つかみどころがなくて、判断に迷ってしまう。

（で、俺のほうはどうなの？　コンラッドのことが好きなのか？）

　ベッドルームの前で立ち止まり、自問自答する。

　好きか嫌きらいかでいえば、もちろん好きだ。

　では、彼とつき合いたいと思っているのか否いなか。

　しばし考え、恵は首を横に振った。

　コンラッドがロックハート家の御曹司でなければ、あれこれ考えず自分からアプローチしていただろう。

　けれど彼はあのロックハート家の御曹司で、交際は現実的ではない。

　彼とどうこうなりたいなどという期待は封ふう印いんすることにして、恵はベッドルームのドアを開けた。

「うわ、そうだった」

　ベッドルームにふたつ並んだベッドを見て、恵は小さく呻うめき声を上げた。これほど広々としたスイートルームなのに、ベッドルームはひとつしかないのだ。

『他ほかに空きがなかったんだ』

　コンラッドはそう言っていたが、この巨きよ大だいなホテルに一室も空きがなかったとは思えない。

　おそらくコンラッドの言う〝空きがない〟は、最上階のスイートルームに他に空きがなかった、という意味なのだろう。

（まあ今回の旅は全部出してもらってるから、文句は言えないんだけど）

　幸いベッドはふたつある。しかもクイーンサイズだ。どっち側のベッドがいいか訊きくのを忘れたが、多分コンラッドはどっちでも好きなほうを選べと答える気がする。

（さっさとベッドに入って、朝まで爆ばく睡すいしよう）

　ぐずぐずしていたらコンラッドが来てしまう。そうなったら、隣となりにいるコンラッドを意識して眠ねむれなくなりそうだ。

　左側のベッドのカバーを外し、シーツの上に体を横たえる。シーツのなめらかな感かん触しよくに、恵は感かん嘆たんの吐と息いきを漏もらした。

（うはあ、さすが高級ホテル。肌はだ触ざわりが全然違う）

　パジャマの着き心ごこ地ちも抜ばつ群ぐんだし、ルームサービスの夕食も最高だった。単なる観光旅行だったら、もっと心から楽しむことができたのだろうが。

「ヒロ……必ず助けに行くからな」

　仰あお向むけになって枕まくらに頭を乗せ、天てん井じようを見上げて呟く。

　目を閉じて数秒後には、睡すい魔まがやってくるのがわかった──。







　──指先が冷たい。

　夜半に目を覚ました恵は、ぶるっと体を震ふるわせてブランケットの中へ手を引っ込めた。

（エアコンの温度ちょっと上げたい……）

　そう考えるが、眠くて体が動かなかった。もぞもぞと身じろぎし、ブランケットを巻き付けるようにして丸くなる。

　うとうとと微睡まどろみかけたところで、ふいにベッドが軋きしんだ音を立てて沈しずみ込むのがわかった。

「……？」

　重い瞼まぶたを押し上げ、ぎくりとする。

　ベッドに誰だれかいるような──。

　高い鼻び梁りよう、秀ひいでた額──薄うす闇やみの中、見事な横顔の男が隣に横たわっている。

（コンラッド!?）

　もう少しで悲鳴を上げそうになり、すんでのところで飲み込む。

　眼鏡めがねをかけていないので一いつ瞬しゆん誰だかわからなかったが、隣で仰向けに横たわっていたのはコンラッドだった。

「コンラッド！」

　小声で囁ささやきかけ、軽く肩かたを揺ゆする。

　コンラッドが目を開け、こちらへ視線を向けてきた。

「どうした？」

「いやあの、ここ、俺のベッドなんだけど」

「……ああ」

　ようやくコンラッドは、入るベッドを間ま違ちがえたことに気づいたようだった。しかし起き上がることなく、横たわったまま天井を見上げる。

「さっきバスルームに行って、戻もどる場所を間違えたようだ」

「じゃあご自分のベッドに戻ってください」

　恵が促うながすと、面めん倒どうくさそうに「うーん」と唸うなって眉まゆ根ねを寄せる。

「私は邪じや魔まか？」

「いや、邪魔ってわけじゃないんだけど……」

　ベッドは充じゆう分ぶん広いし、今も体が触ふれ合っているわけではない。しかし同じベッドに寝るということはつまり同どう衾きんというやつで、いろいろとまずいのではないだろうか。

「じゃあこのままここで寝てもかまわないな」

　眠くて判断力が鈍にぶっているのか、コンラッドはまったく事態の深刻さを理解していないようだった。目を閉じて再び眠りに就つこうとするので、慌あわててがばっと起き上がる。

「わかりました！　あなたはこのままここで寝てください。俺が隣に移動します」

　言いながらベッドから降りようとすると、手首を摑まれてしまった。

「ここにいればいい」

「でも……っ」

　ベッドに引き戻され、恵は目を白黒させた。

　ここにいればいいなどと簡単に言うが、このままでいいわけがない。自分はコンラッドに想おもいを寄せていて、それには性的な欲望が含ふくまれているのだ。

「ちょっと肌はだ寒ざむいから、一いつ緒しよに寝ねたらちょうどよさそうだ」

　コンラッドが寝返りを打ち、ごろりとこちらに転がってくる。

　ブランケットの上から抱だき締しめられるような格好になり、恵は「ひゃっ！」と声を上げた。

「エアコンの温度を上げたらいいんじゃないんでしょうか」

「ごちゃごちゃ言ってないで早く寝なさい」

　なかなか寝ない子供をたしなめるような口調で言われて、目を見開く。

「ええっ？　いやあの……っ」

　なんとか説得して同衾を免まぬかれようとするが、背後からすうすうと寝息が聞こえてきた。どうやらコンラッドは、恵を抱き枕代わりにして寝入ってしまったらしい。

（噓うそだろ!?　ちょっと、人を手軽に抱き枕扱あつかいしないで欲しいんだけど！）

　これがコンラッドでなければ、ベッドに入ってきた時点で容よう赦しやなく蹴けり落としている。

　そうできないのは、やはり惚ほれた弱みというやつなのだろう。

（うう……役得とか考えちゃってるし）　>>>♥

　今からでも、コンラッドを押しのけて逃のがれることもできる。

　なのにそれをしないのは、この温ぬくもりを手放したくないからだ。

（確かにくっついて寝ると、あったかくて気持ちいいし）

　緊きん張ちようしていた体が、コンラッドの体温でじんわりとほぐれていく。

　こんな状じよう況きようで眠れるわけがないと思っていたが、体が温まると急速に眠気が襲おそいかかってきた。

（……ちょっとだけ、このまま役得を味わっていいよな？）

　ブランケット越ごしのおかげで、今のところ性的な興奮に結びつきそうな気配はない。

　しかし油断は禁物、明日の朝はコンラッドより早く起きて、朝あさ勃だちを静めにバスルームへ行かなくては。

　うとうとと微睡みながら、恵は束つかの間の幸福感を味わうことにした。
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「──恵」

　誰かが名前を呼んでいる。

　ヒロが起こしに来たのだろうか。まだ眠いし、今朝はなんだかやけに寝心地がいい。

　もう少しだけ、このまま心ここ地ちのいい眠りを味わいたい……。

「──恵、ルームサービスを頼たのもうと思うんだが」

「…………？」

　ヒロにしては、ずいぶんと低くなめらかな声だ。それにルームサービスとはいったいなんのことだろう。

　ゆっくりと目を開けた恵は、ベッドの脇わきに立って自分の顔を見下ろしている男にぎょっとした。

「うわあ！」

　慌てて飛び起き、ブランケットをたぐり寄せる。

　恵の反応に驚おどろいたのか、コンラッドが軽く眉まゆをそびやかした。

「ルームサービスを頼もうと思うんだが、メニューは何がいい？」

「えっ？　あっ、なんでもいいです、あなたと同じで！」

　自分は寝起きのひどい姿なのに、コンラッドはすっかり身み支じ度たくを整えていた。昨日買った紺こん色いろの開かい襟きんシャツはいつもよりラフな感じだが、それでも充分上品で洗練されている。

「慌てて起きなくてもいい。ルームサービスが来るまで三十分ほどかかるだろうし、私もいくつか仕事の電話を済ませないと」

「わかりました！　シャワー使っていいですか？」

「どうぞ」

　コンラッドが部屋から出て行くのを確かく認にんしてから、おそるおそるブランケットをめくる。

（セーフ……）

　昨日のように粗そ相そうをしていないことを確かめ、まずはほっとひと息つく。

　ゆうべは疲つかれていたようで、夢を見ることなくぐっすり眠ねむったようだ。もしかしたら何か夢を見ていたのかもしれないが、何も覚えていない。

（……ちょっと待って。夜中にコンラッドがベッドに入ってきたのは、あれは現実だよな？）

　このままではまずいと思いつつ、コンラッドの体温が気持ちよくて寝入ってしまった。

　あのあとコンラッドは朝まで同じベッドにいたのだろうか。それとも途と中ちゆうで我われに返り、自分のベッドに戻ったのだろうか。

　隣となりのベッドを見やると、きちんとベッドカバーが戻してあった。コンラッドが自分のベッドに戻ったかどうかは、痕こん跡せきが消されていてわからない。

　あれこれ考え始めるとこの部屋から一歩も動けなくなりそうで、恵はとりあえずシャワーを浴びることにした。

　バスルームの鍵かぎをかけ、パジャマを脱ぬいでビキニブリーフをずり下ろす。

（……何もなかったんだよな？）

　己おのれのペニスに問いかけるが、当然ながら返事はなかった。

　以前ヒロが、ちょっと気になっている相手の家に泊とまることになり、同じベッドで寝ているうちになんとなくそういう雰ふん囲い気きになり、朝には恋こい人びと同士になっていた、と話していたことがある。

『ほら、寝返りとか打ってるとどうしても体が触れ合っちゃうじゃん？　だんだんムラムラしてきて、相手もムラムラしてきてるのがわかって……』

　頰ほおを染めつつ話してくれた体験談に、恵は自分でもびっくりするほど萌もえてしまった。

　心のどこかで、そういうシチュエーションに憧あこがれていたのかもしれない。

　昨夜もコンラッドの腕うでの中で、ほんの少し期待してしまったのも事実で──。

（もうちょっと狭せまいベッドだったら、何か起きてたかもしれない）

　たとえばコンラッドの朝勃ちが背中に当たったり、自分の朝勃ちがコンラッドの太ふと腿ももに触れてしまったり……。

『コンラッド……っ』

『ああ、すまない。当たってるな』

『べ、別に、生理現象だからかまわないんですけど』

『きみは？　きみも生理現象が起きてるのか？』

『あ……っ』

　破は廉れん恥ちな妄もう想そうを頭の中でくり広げ、恵ははあっと息を吐はいた。

　コンラッドのあの大きな手で握にぎられたら、どんな感じなのだろう。そしてコンラッドのペニスは、勃ぼつ起きしたらどれくらい大きくなるのか……。

（何考えてるんだ！）

　昨日コンラッドが買っていた黒いローライズのボクサーブリーフが目の前にちらついてしまう。男性器の質感は服の上からでもある程度わかるもので、おそらくコンラッドは体格に見合った立派なものを備えている。

（いやだって、俺ゲイだし、ついつい見ちゃうじゃん？）

　コンラッドのそこを盗ぬすみ見ていたことに後ろめたさを感じつつ、込み上げてくる興奮を抑おさえられなかった。

　なんせ今朝のズボンはいつもよりタイトなラインで、股こ間かんの質感がいつもよりくっきりと浮うき出していて……。

「……ん……っ」

　勃たち上がり始めたペニスを、ぎゅっと摑つかむ。

　オナニーなどしている場合ではない。けれど一度出してしまわないと、困ったことになりそうだ。

　震ふるえる手でシャワーのコックを捻ひねり、頭からぬるめの湯をかぶる。

　声を殺して、恵は己のペニスをしごいた。

（……っ、もう、俺って最低……っ）

　しかしコンラッドとの同どう衾きんでエロティックな展開に至ってしまう妄想は、恵の体を大いに高ぶらせた。

『──私のものも触さわってくれ』

　そう言ってコンラッドが、パジャマのズボンを突つき上げるようにして猛たけ々だけしく盛り上がったそこに恵の手を導き……。

「あ……っ！」

　妄想の中でコンラッドのものを握ったとたん、恵は絶頂を迎むかえた。

　亀き頭とうから精液がとろりと溢あふれ、指を濡ぬらす。昨日盛大に粗相したせいか量は少なかったが、快感は大きかった。

（うわ……やっちゃった）

　その快感も、あっというまに自己嫌けん悪おの苦い感情に飲み込まれていく。

　シャワーを終えてバスルームを出るまでに、今の件はすべて記き憶おくから抹まつ消しようしなくてはならない。

　ふうっと大きく息を吐き、恵は何ごともなかったかのようにシャンプーのボトルに手を伸のばした。







　ルームサービスの朝食を食べ終える頃ころ、コンラッドに電話がかかってきた。

「探たん偵ていからだ」と呟つぶやき、コンラッドがスピーカー設定をオンにする。

『もしもし、スピルマンの件ですが、行き先がわかりました』

　探偵が濁だみ声ごえで続ける。

『交通監かん視しカメラをたどって、キーラーゴに行ったことがわかりました。キーラーゴにスピルマンの所有する家があって、そこの駐ちゆう車しや場じように入っていくのが確認できました』

「キーラーゴ？　何をしに行ったんだろう」

『さあ……この家もマイアミの豪ごう邸てい同様、中の様子がほとんど見えないんです』

「わかった。監視を続けて、スピルマンが外出したら知らせてくれ」

『了りよう解かいです』

「それとマイアミのほうの家だが、きみが侵しん入にゆうするとしたらどんな手を使う？」

　コンラッドの質問に、探偵がうーんと唸うなった。

『セキュリティが万ばん全ぜんですからね……外回りのカメラと塀へいの高圧線はハッキングでなんとか止めることができるかもしれませんが、問題は屋や敷しきへの入り方です。ドーベルマンが二頭いるんですよね？　首輪に犬用の出入り口のセンサーが付いてるかも。もしそうなら、首輪を拝借して犬用出入り口から侵入するかな』

「ちょっと待ってください、ドーベルマン、めっちゃ怖こわいんですよ？　どうやって首輪を拝借するんですか？」

　思わず恵は口を挟はさんでしまった。恵も一いつ緒しよにいることは承知だったようで、探偵は驚おどろいた様子もなく『薬を仕込んだ餌えさを食べさせるんです』と淡たん々たんと答える。

「えっ、死なせちゃうの？」

『まさか。ちょっと気絶してもらうだけですよ』

「だが犬用の出入り口があるとは限らないし、あっても人間が通れるサイズとは限らない」

　コンラッドの指し摘てきに、探偵が『そうなんですよね』とため息をついた。

『屋敷内の防犯カメラにアクセスできないってのがつらいところです。侵入を試みてはいるんですけど、あんまりやるとスピルマン側に気づかれる可能性もあるし』

「無理はしないでくれ。今ちょっと思いついたんだが、火事を装よそおうというのはどうかな」

　コンラッドの提案に、探偵が『えっ』と声を上げる。

『それって火をつけるってことですか？』

「火をつけるというほどでもないが、まあ、火災報知器が鳴る程度には」

『なかなか過激なことおっっしゃいますね』

「いやいや、ちょっと待ってよ！　火の取り扱あつかいは要注意だよ。ほんのちょっとボヤを出すつもりでも、一気に燃え広がっちゃう場合もあるでしょ？　中にヒロや他ほかのウェイターたちがいるかもしれないんだから、そういう危険な手を使うのは反対！」

　コンラッドの意見に猛もう反対すると、コンラッドも軽く肩かたをすくめた。

「確かに恵の言う通りだな。誰だれも怪け我がをしたり命を落としたりしないような方法を考えないと」

『火災報知器だけ鳴らすって手もありますけど、スピルマン邸ていの火災報知器は侵入できそうにないな……ちょっと考えさせてください』

「頼たのむ。我われ々われは現地に行って様子をうかがうことにする」

　通話を切って、コンラッドがこちらに向き直った。

「さて、出かける支し度たくをしようか」

　頷うなずいて、恵はカップに残っていたコーヒーを飲み干した。

　探偵と話したおかげで、ふたりきりの気き詰づまりな空気が少し薄うすれた気がする。気詰まりに思っていたのは恵だけで、コンラッドは何も感じていなかったのかもしれないが。

（昨夜の同衾の件だって、なんかスルーされちゃったし）

　蒸むし返したら墓ぼ穴けつを掘ほるとわかっているのに、朝食の席で恵はついつい昨夜の件を口にしてしまった。

『あの……夜中にあなたが間ま違ちがって俺のベッドに入ってきたような気がするんですけど』

『ああ、それが何か？』

『いやあの……朝までずっといたんですか？』

『邪じや魔まだったかな？』

『いえ、邪魔だなんて思ってませんけど、ちょっとびっくりしたんで』

『驚かせて悪かったな。今夜は間違わないよう気をつけるよ』

　コンラッドとの会話を思い出し、無意識に唇くちびるを尖とがらせる。

（なんかもうちょっと色っぽい展開を期待してたのに）

　朝までずっといたのなら、起きる前に耳元で「おはよう」と囁ささやいてほしかった。

　ついでに、硬かたくなったペニスをさりげなく当ててくれたらなおよかった。

『あ……っ』

『おっと、当たってしまったかな？』

『ええ、少し』

『弟に聞いたんだが、男同士で朝あさ勃だちを擦こすり合わせると気持ちいいらしい』

『そうなんですか？』

『試ためしてみるか？』

（うわあああ！）

　またしても頭に湧わいた破は廉れん恥ちな妄もう想そうを、慌あわてて振ふり払はらう。

　自分はいったいどれだけ同衾に性的ファンタジーを膨ふくらませているのか。

（今はヒロを助けることに集中しなきゃ！）

　自分に言い聞かせ、恵は歯を磨みがきにバスルームへ急いだ。







「何も動きがないね」

　車の助手席からスピルマン邸を眺ながめながら、恵はため息混じりに呟いた。

　スピルマン邸を見下ろせる高台に車を停とめ、監視を始めてそろそろ一時間になる。張り込みには忍にん耐たいが必要なのはわかっているが、こうやってただ見ているだけで何もできないのがもどかしい。

　ホテルでレンタカーを借りたコンラッドが、まず向かった先は家電量りよう販はん店てんだった。

『ホテルの地下で調達できるかと思ったんだが、こういう品を扱ってる店がなかった』

　そう言ってコンラッドが購こう入にゆうしたのは、小型の双そう眼がん鏡きようだ。

「少しだけわかったことがある」

　双眼鏡から目を離はなし、運転席のコンラッドがちらりとこちらに視線を向ける。

「あのドーベルマンは、家政婦にはよく懐なついている。そして住み込みではない部下がひとりいるが、あまり仕事熱心ではなく、庭に出てスマホを弄いじっている時間が多い」

「あの男の人？　スマホ弄ってるのは何か仕事絡がらみかと思った」

「表情をよく見てみて」

　コンラッドに言われて、改めて門もん扉ぴの向こうにいる男性の顔に焦しよう点てんを合わせる。男はスマホを見ながらにやにやしており、明らかに仕事をサボっていることがうかがえた。

「ほんとだ。今屋敷内にいるスタッフは、家政婦とあのやる気なさそうな部下だけ？」

「ああ、運転手と住み込みのボディガードふたりはスピルマンと一緒にキーラーゴだ。チャンスと言えばチャンスなんだが」

「あの男の人を屋敷の外におびき出して、その間に侵入するってのは？」

「どうやっておびき出す？」

「えーと……屋敷の前で急病を装って助けを求めるとか」

　恵の案に、コンラッドは渋しぶい表情で首を横に振った。

「そんな手には引っかからないだろうな。救急車くらいは呼んでくれるかもしれないが」

「だよね。じゃあ家の前で派手な交通事故を起こすとか」

「誰も怪我をしない方法を取るんじゃなかったのか？」

「……うん。ちょっと言ってみただけ」

「万が一それがうまくいったとしても、家政婦とドーベルマンが残ってる」

　スマホが鳴り始め、コンラッドが「探たん偵ていからだ」と呟つぶやいた。

「何かわかったのか？」

『ええ、まあ。今屋敷にいる部下は、半年ほど前に雇やとわれたばかりの新人です。警備会社に勤務してたんですが欠勤が多く、最後は無断欠勤でクビになってますね。格かく闘とう技ぎジムの会長の口くち利ききで、腕うでっ節ぷしが強いところを見込まれてスピルマンに拾われたようです』

「屋敷からおびき出す方法はあるか？」

『うーん……女ですかね。つき合ってる女の携けい帯たいはセキュリティが緩ゆるいんで、ハッキングして色っぽいお誘さそいメールを捏ねつ造ぞうすることもできますが』

「一時的におびき出せたとしても、ドーベルマンがネックだな」

『薬入りの餌でどうにでもなりますよ』

　探偵がこともなげに言う。彼は愛犬家ではないようで、犬に薬を盛ることにためらいがないらしい。

「もし家政婦さんが、めっちゃ凄すご腕うでの元戦せん闘とう員とかだったら？」

『おっと、これは鋭するどい指摘だ。家政婦の詳しよう細さいな経歴を調べるのを忘れてました。四十八歳の小こ柄がらで小太りの女性だからって舐なめちゃいけませんね』

「部下、家政婦、ドーベルマン……全員屋や敷しきからおびき出す方法があればいいんだが」

　コンラッドが独りごちたところで、レンタカーの横を電気工事会社の社名が書かれたバンが通り過ぎていった。

（電気工事か……）

　電気、水道、ガス──頭の中で古い記き憶おくの断だん片ぺんが点てん滅めつし始める。それが何なのか思い出そうと、恵は目を閉じて額に手を当てた。

「……俺が子供の頃ころ、近所でガス漏もれ事故があったんです。古い建物のガス管が腐ふ食しよくしてたとかで、爆ばく発はつするかもしれないからって近きん隣りん一帯に避ひ難なん命令が出て」

　恵の話に、コンラッドが「なるほど、ガス漏れ事故か」と呟く。

『ガス漏れ事故、いいですね。それならしばらく時間稼かせぎができるし。ちょっと待ってください、その地域を担当しているガス会社を調べます』

　電話を切らずに、探偵がカタカタとキーボードを操作する。

『会社名はマイアミ・ガスエネルギー……作業員のユニフォームはグレーのつなぎ……社員証は……ああ、これならすぐ偽ぎ造ぞうできます』

「ユニフォームに似ているグレーのつなぎを入手できそうな店はあるか？」

『待ってください……うん、近くのホームセンターにありそうです。店の地図とつなぎの画像を送ります。あっ、黒の安あん全ぜん靴ぐつを履はいてくださいね。それもホームセンターに置いてありますので』

「他ほかに必要なものは？」

『手て袋ぶくろですね。作戦中は絶対取らないようにしてください。ヘルメットもあったほうがそれらしく見えると思います。あと、避難を呼びかけるための拡声器も』

　どんどん話が進んでいき、恵は目を白黒させた。

　ハッキングが得意だと、パソコンひとつでいろいろわかるものらしい。探偵から送られてきたメールには、店の内部資料らしい在庫管理リストまで添てん付ぷされていた。

『作業着に着き替がえてから、証明写真風の写真を撮とって送ってください』

「了りよう解かい」

　電話を切って、コンラッドが車のエンジンをスタートさせる。

「さて、作戦開始だ」

「はい」

　両手の拳こぶしを握にぎり締しめ、恵は力強く頷うなずいた。







　車で十五分ほどのホームセンターの試着室で、恵は購入したばかりのグレーのつなぎに着替えた。

　昨日高級ブランド店で買ってもらった服を紙かみ袋ぶくろに入れ、安全靴を履いて試着室を出ると、同じようにつなぎに身を包んだコンラッドが待ち構えていた。

「まさかあなたの作業着姿を見ることができるとは思いませんでした」

　言いながら、いつもとまったく違ちがう雰ふん囲い気きのコンラッドにどぎまぎしてしまう。

　上品で洗練されているコンラッドには似合わないだろうと思っていたが、意外や意外、つなぎ姿もさまになっている。スーツのときよりがっちり逞たくましい体つきが強調され、男くさい魅み力りよくが前面に押し出されており……。

「つなぎを着たのは初めてじゃないぞ。定期的に環かん境きよう保ほ護ご団体のイベントでゴミ拾いをしてるし、ハイチの住宅建設プロジェクトに作業員として参加したこともある」

「そうなんだ。俺もハイチのボランティアに誘われたことあるんだけど、当時は仕事が忙いそがしくて行けなくて」

「もし興味があるなら、次に私が行くときに一いつ緒しよに行ってみるか？　大工仕事だけじゃなく、子供たちに勉強やスポーツを教えたり、やることは山ほどある」

　コンラッドの言葉に、恵は目をぱちくりさせた。

　ヒロの救出作戦が終わったら、自分とコンラッドをつなぐものはなくなってしまう。コンラッドにプランナーを紹しよう介かいしてもらうことで少しだけつながりが残るかもしれないが、プライベートで会うことはもうないだろうと思っていた。

「……うん。行ってみたい」

　実現するかどうかは別として、こうしてコンラッドが誘ってくれたのは嬉うれしかった。

　同時に、もしかしてコンラッドは自分との交友関係を継けい続ぞくする意思があるのではと期待してしまう。

（いやいや、今はそんなこと考えてる場合じゃない。コンラッドとのことをあれこれ考えるのはヒロの救出が終わってからだ！）

　自分に言い聞かせていると、コンラッドにぽんと軽く背中を叩たたかれた。

「写真を撮るぞ」

「あ、はいっ」

　試着室の白い壁かべを背に立ったところで、恵は大事なことを思い出した。

「ちょっと待って。家政婦さんが俺たちの顔覚えてたら偽にせ者ものだってばれるんじゃない？」

「昨日の訪問はモニター越ごしだったし、きみはサングラスをかけていたから大だい丈じよう夫ぶだろう。私は……少し変装が必要か？」

「服装で印象はガラッと変わってますけど……あ、そうだ。髪かみをぐしゃぐしゃにして、付け髭ひげをしてみたら？」

　コンラッドが髪をかきまわして乱し、眉まゆ根ねを寄せる。

「付け髭はいいアイディアだが、いったいどこに売ってあるんだ？」

「ここにパーティグッズ売り場があったので、多分置いてあるんじゃないかと」

「行ってみよう」

　パーティグッズ売り場に行くと、いろいろな色や形の付け髭が見つかった。コンラッドが黒い鼻髭を買って試着室に戻もどり、鏡を見ながら貼はり付ける。

「どうだ？」

「めっちゃ別人です」

　鏡に映ったコンラッドに、笑いを堪こらえながら答える。

「別人というか、髭があると一気に老ふけ込むな。四十過ぎに見える」

「えっ？」

　コンラッドの言葉に、思わず声が出てしまった。訝いぶかしげな表情で見下ろされ、小さく肩かたをすくめる。

「いやあの、てっきり四十代かと思ってたので」

「私はまだ三十五だ」

「そうなの？　俺と十しか違わないんだ」

「ものすごく年上だと思われてたのか……」

「いやいや、ものすごくってわけじゃないよ。けどあなたは落ち着いてるし、ほら、パーティとかで堂々としてて、いかにも大人って感じだったから」

「髪型のせいだろうか。前に伯母おばに言われたんだ。その髪型は老けて見えるからやめろと」

「髪型は変える必要ないと思うけど」

　乱れた髪も悪くないが、やはりコンラッドにはいつものきっちりした七三分けのほうが似合っている。七三分けなんて冴さえないおじさんの髪型だと思っていたのだが、コンラッドの場合はノーブルな顔立ちを引き立て、大人の色気も感じさせるから不思議だ。

「……まあいい。写真を撮ろう」

　コンラッドが探たん偵ていに写真を送って駐ちゆう車しや場じようへ戻りかけたところで、探偵から電話がかかってきた。

『社員証うまくできました。付け髭がいい仕事してますね。そこのホームセンターの向かいにコンビニがあるでしょう？　ネットプリントに登録しておいたので光こう沢たく紙にプリントアウトしてください。あと、ホームセンターでクリップ式のⅠＤカードホルダー買って、それに入れてください』

「了解」

「俺がカードホルダー買ってきますんで、プリントアウトはお願いします」

「ああ、探偵の指定をきみのスマホに送っておく」

　急いでホームセンターに戻り、恵は探偵に指定されたメーカーのⅠＤカードホルダーをふたつ買った。　>>>♥

（あ、考えてみたらフロリダに来て自分で何か買ったの初めてじゃん）

　ホテルも食事も服もすべてコンラッドに出してもらっているので、財さい布ふを開けたのも久々だ。

　会計を済ませて立ち去ろうとし、ふとレジのそばにぶら下げられているキーホルダーが目に入る。お土産みやげ用なのか、マイアミの地名入りや椰や子しの木をかたどったものが多かった。

　記念にひとつ買うことにして、フロリダ州の形をしたキーホルダーを手に取る。少し考えてから、恵はもうひとつ色違いのものを買うことにした。

（コンラッドはこんなの使わないだろうけど）

　もう一度レジに並んでキーホルダーを買い、つなぎのポケットに突つっ込む。

　店を出ると、ちょうどコンラッドも向かいのコンビニから戻ってくるところだった。

「どんな感じ？」

「すごくいい出来だ」

　渡わたされた偽ぎ造ぞう社員証を見て、恵は「ほんとだ」と声を上げた。カードホルダーに入れて胸ポケットに付ければ、誰だれも偽者だとは思わないだろう。

「なんかわくわくしてきた。楽しんでる場合じゃないんだけど、武む者しや震ぶるいっていうか」

「頼たのもしいな。こういうのは緊きん張ちようでがちがちになってるより、楽しむくらいの余よ裕ゆうがあったほうがうまくいく」

「よし、今から俺はガス会社の契けい約やく社員の、えーと……ジェイソン・ウーだ」

　社員証に目をやり、恵はこれから演じる人物の名前を確かく認にんした。

「私は正社員のケヴィン・アトキンス。きみの上司だな」

「ではボスって呼びますね」

「いいね。気難しくて取っつきにくいタイプの上司と天てん真しん爛らん漫まんな新人という組み合わせで行くか」

「性格まで設定する必要あります？」

「以前探偵が、噓うそをつくときは細部まで詰つめておいたほうがいいと言ってたんだ」

　にやりと笑って車に乗り、コンラッドが探偵に電話をかける。

「社員証も準備できた。何か動きはあったか？」

『ええ、いい知らせです。ガス会社経由でスピルマン邸ていのガス警報器にアクセスできました。近所の住民も避ひ難なんさせたほうがそれらしく見えるんで、時間を見計らって近きん隣りん一帯の警報器も鳴らします。当然ながら本物のガス会社の作業員が飛んできますので、ばれないように気をつけてくださいね』

「わかった。近所の住民が騒さわぎ出してから訪問したほうがいいな」

『ええ、警報器が鳴ってすぐに行くと、ちょっと不自然ですからね。五分ほど経たってから、慌あわてて駆かけつけた感じで訪問するのがいいかと』

「了りよう解かい」

　コンラッドが電話を切り、エンジンをスタートさせた。

　ホームセンターからスピルマン邸のある高級住宅街まで約十五分、探偵はさっそく仕事に取りかかっていたようで、恵たちが到とう着ちやくすると近隣の家で警報器が鳴っているのが聞こえてきた。

「うわ、さっそく本番ですね」

「待ってる時間が長いと余計なことを考えてしまうから、いきなり始まったほうがいい」

　コンラッドが自分に言い聞かせるように呟つぶやき、スピルマン邸から少し離はなれた目立たない場所に車を停とめる。

　まったく緊張していないように見えていたが、もしかしたら彼も自分と同じように気が高ぶっているのかもしれない。

「あのさ、今いま更さらなんだけど、万が一失敗したらどうする？」

　ヘルメットをかぶりながら、恵は気になっていたことを口にした。

「とりあえず撤てつ退たいして、別の方法を考えよう」

「もし捕つかまっちゃったら？　俺はまあそれも仕方ないって思えるけど、あなたは立場的にまずいんじゃない？」

　コンラッドがこちらに向き直り、眼鏡めがねの奥からじっとこちらを見つめてきた。

「そうなったらそうなったときのことだ。そうならないよう最大限の努力をしよう」

「…………」

　青い瞳ひとみに見入っていると、ふいに膝ひざに置いていた手にコンラッドの大きな手が重ねられた。

　励はげますようにぎゅっと手を握にぎられ、思わず目を瞬またたかせる。

「大だい丈じよう夫ぶ、きっとうまくいく」

「……うん」

　コンラッドが大丈夫と言うと、本当に大丈夫なような気がしてきて心強かった。

　高こう揚ようの中に潜ひそんでいた不安や恐きよう怖ふが、じんわりとやわらいでいくのがわかる。

「実を言うと、私はこの状じよう況きようを結構楽しんでる。私は真面目まじめで常識的で、悪く言えば堅かた物ぶつで融ゆう通ずうの利きかない男なんだが、そんな私がガス会社の社員になりすますために付け髭ひげなんかつけている。控ひかえめに言って、最高の気分だ」

　コンラッドのセリフに、恵は小さく声を立てて笑った。

　コンラッドの目め尻じりにも笑い皺じわが寄り、それが実に魅み力りよく的であることに初めて気づく。

「おっと、そろそろ行動開始だな」

　警報器が鳴っている家の裏口から老夫ふう婦ふがおろおろした様子で出てくるのが見えて、コンラッドが表情を引き締しめた。

「無む茶ちやはするな。危ないと思ったら早めに撤退だ。あのやる気のない部下も銃じゆうを持っているだろうし、私もドーベルマンと格かく闘とうするのは避さけたい」

　コンラッドとしっかり目を見み交かわし、大きく頷うなずく。

「お互たがい無理しないよう、けどできるだけのことをやりましょう」

　助手席のドアを開け、恵は老夫婦に駆け寄った。

「ガス会社の者です！　近所でガス漏もれ事故が発生したので、至急避難してください！」

「ガス漏れ？　爆ばく発はつするの？」

　老婦人が、びっくりしたように目を見開く。

「そうならないよう我われ々われが処置します。至急安全な場所へ避難して」

　コンラッドが有う無むを言わせぬ口調で指示すると、老夫婦は「高台の公園に行こう」と踵きびすを返した。

「いったい何ごとなの？」

　向かいの家の門もん扉ぴも開き、中年の女性が駆け寄ってくる。他ほかにも近所の住民が何人か慌てた様子で出てきて、狙ねらい通りパニックになりつつあった。

　コンラッドが拡声器のスイッチを入れ、スピルマン邸に向けて警告する。

「こちらはマイアミ・ガスエネルギーです。近所でガス漏れ事故が発生しました。爆発のおそれがありますので、至急避難してください」

「避難って、どこへ行けばいいの？」

「公園か公民館か、とにかくここから五百メートル以上離れたところへ急いで！」

　恵もガス会社の作業員になりきって住民に指示した。

　住民は疑う様子もなく、「この辺に公園なんかあった？」「コミュニティセンターに行きましょう」などと言いながら走っていく。

「引っかかってくれたようだ」

　スピルマン邸の門扉が開き、スーツ姿の部下の男が飛び出してきたのが見えて、コンラッドが唇くちびるを持ち上げるようにして笑えみを作る。

「いったいなんの騒ぎだ!?」

　男が怒ど鳴なりながらこちらに向かってくる。

「ガス会社の者です。近所でガス漏れ事故がありました。大至急避難してください」

「マジか！　くそ、どこへ行きゃいいんだ!?」

　恵たちにとって、男がひどく動どう揺ようしていることは願ったり叶かなったりだった。

　この男性は警備員には向いていない。冷静さと慎しん重ちようさを欠いているし、何かあったら主人を見捨てていちばんに逃にげ出すタイプだろう。

「とにかくここから離れて！」

　恵が男に負けないくらい焦あせった様子で叫さけぶと、男は逃げていく住民を追いかけるように一目散に駆け出した。

「残るは家政婦とドーベルマンだな」

　コンラッドが大おお股またでスピルマン邸へ向かい、インターフォンを立て続けに鳴らす。

『はい？』

「ガス会社の者です。近所でガス漏れ事故がありました。爆発のおそれがありますので大至急避難してください」

　数秒後、家政婦が玄げん関かんのドアを開けて出てきた。

　残念なことに、彼女は部下の男のように狼ろう狽ばいしていなかった。すぐに門扉を開けて飛び出したりせず、門扉の向こうから訝いぶかしむような表情でこちらをうかがっている。

「ガス漏れって……どこで？」

　そして家政婦は部下の男よりも用心深かった。探さぐるような目つきで見られ、背中に冷や汗あせが噴ふき出す。

「現在調査中です。警報器はいつ頃ごろから鳴ってます？」

　コンラッドは家政婦の態度に動じることなく、作業員になりきっている。

「五分ほど前よ。誤作動ってことはないの？」

「近隣一帯で鳴ってますので誤作動とは考えられません。とにかく大至急避難を」

「けど、家を留守にするわけにはいかないんです。旦だん那なさまに𠮟しかられます」

　忠誠心か、それともスピルマンに𠮟られるのがよほど怖こわいのか、家政婦はなかなか指示に従おうとしなかった。

　ぐずぐずしていたら本物のガス会社の作業員や警察が来てしまう。ここはなんとしても、家政婦にどいてもらわなくては。

「ボス！　ここ、ガスの臭においがしてます！」

　恵が叫ぶと、コンラッドも即そく座ざに反応してくれた。

「なに？　ガス漏れ発生はここか!?」

「ええ、間ま違ちがいありません。今ガスを使ってますか？」

「いえ、使ってません」

　恵とコンラッドの迫はく真しんの演技に、家政婦の顔から血の気が引いていく。ようやく緊きん急きゆう事態であることを理解してくれたようだ。

「今この家にいるのはあなただけ？」

　コンラッドの質問に、家政婦が困ったように言葉を詰つまらせる。

　おそらくこの家にはウェイターが監かん禁きんされている。スピルマンの命令に従うべきか、それとも本当のことを打ち明けるべきか迷っているのだろう。

「……ええ、私と犬が二頭……」

「すぐに犬を連れて避ひ難なんして」

「は、はい」

　先ほどまでの用心深さがすっかりなりを潜め、家政婦が慌あわてて家の中へ戻もどっていく。まもなく彼女は、頑がん丈じようなリードを付けたドーベルマンを二頭伴ともなって現れた。

「吠ほえちゃだめ、いい子にしてて」

　家政婦が声をかけると、激しく吠えていたドーベルマンがぴたりと鳴きやむ。コンラッドが言っていた通り、ドーベルマンは家政婦によく懐なついているようだった。

「現場の調査をしますから、ドアはそのまま開けておいて」

　コンラッドの命令に家政婦は迷う素そ振ぶりを見せたが、恵が「急いで！」と叫ぶと、慌てて門扉を開けて外へ出てきた。

　スピルマン邸ていへ入ろうとしたところで、背後で車が停とまる音がしてぎくりとする。

　振ふり返ると、間が悪いことに巡じゆん回かい中のパトカーが家の前に停車したところだった。

「何ごとです？」

　車のウィンドウを下ろし、中年の警察官が尋たずねる。

「ガス漏れ事故です。爆発のおそれがあるので近きん隣りん一帯に避難を呼びかけているところです」

　内心ひどく動揺してしまった恵とは対照的に、コンラッドが顔色ひとつ変えずに答える。

「なんだって？」

　警察官が、コンラッドの言葉に顔をしかめた。

「この家が発生元です。ガス会社の応おう援えんを待ってるところなんですが、五百メートル四方でまだ避難していない人たちに呼びかけてください」

「わかった。どこへ避難させればいい？」

「公園か公民館か、とにかく急いでください。あっ、こちらの女性と犬も乗せてあげてください！」

　恵が言うと、警察官が頷いて「後部座席に乗って」と家政婦に声をかける。

　家政婦とドーベルマンがパトカーに乗るのを見届け、恵はコンラッドとともに大急ぎでスピルマン邸に駆かけ込んだ。

「滞たい在ざいできるのはせいぜい十分程度だろう。一階二階はあとまわしだ。監禁してるとしたら地下か、別べつ棟むねのプールハウスやゲストハウスが怪あやしい」

「手分けしましょう。俺は地下を見てきます」

「ああ、無理はするな。何かあったらすぐ電話してくれ」

　早口で言い交わし、それぞれの持ち場へ急ぐ。

　玄関ホールの大きな螺ら旋せん階段の背後にまわると、地下への階段はすぐに見つかった。駆け下りていくと、まず現れたのはだだっ広いリビングルームだった。

（金持ちの家ってリビングルームがいくつもあるけど、こんなに必要か？）

　来客用、家族用、テレビを見る用など使い分けているのだろうが、それにしても部屋数が多すぎる。しかもどの部屋もインテリア雑誌に出てくるような完かん璧ぺきなレイアウトで、まるで映画撮さつ影えい用のセットを見ているかのようだった。

「ヒロ！　聞こえたら返事して！」

　言いながらリビングルームを一周するが、返事はなかった。特に不ふ審しんな点も見当たらないので、リビングをあとにして廊ろう下かを進む。

　ビリヤード台のある遊ゆう戯ぎ室、書しよ斎さい、ベッドルーム、かなり本格的なトレーニングルーム……ひと部屋ずつ声をかけ、クローゼットも開けてみるが、監禁されているような場所は見当たらなかった。

　家政婦の態度から、この家に誰だれかが監禁されてるのは間違いない。もし自分が隠かくし部屋を作るとしたら、どこに作るだろう。

（地下じゃないのかな）

　一階へ戻ろうとし、恵はまだ開けていないドアがあることに気づいた。ノブを摑つかんでまわすが、鍵かぎがかかっている。

「ヒロ！」

　どんどんとドアを叩たたき、大声で呼びかける。

　返事はなかったが、鍵がかかっているのが気になる。何かドアを壊こわすものを探そうと踵きびすを返したところで、コンラッドが階段を駆け下りてきた。

「プールハウスもゲストハウスも異常なしだ。ガラスを割って入ったからおそらく警備会社に通報が行ってる。警備員が来たらガス漏もれの緊急事態だと言い張るしかない」

「このドア開けるの手伝って。ここだけ鍵がかかってるんだ」

「鍵？　見せてくれ」

　コンラッドがドアの前にしゃがみ、鍵かぎ穴あなを覗のぞき込む。

「こんなこともあろうかと、ピッキングの道具も持ってきた」

　言いながら、コンラッドがつなぎのポケットから小さな黒いポーチを取り出す。

「ピッキング!?　ピッキングできるの!?」

「以前探たん偵ていに手ほどきしてもらったんだ。用があって事務所を訪ねたらちょうど新入りにピッキングの講習をしているところで、ついでに私も教わった。これはそのときもらったセットで、ブリーフケースに入れたままになってたのを昨夜思い出した」

　裁さい縫ほうセットのようなポーチには、よくわからない道具がいくつか収まっていた。コンラッドがもう一度鍵穴を覗き、ポーチの中から細い針金のような道具を取り出す。

「なんで教わろうと思ったのか、そこは聞かないことにしますけど」

「別に妙みような目的があったわけじゃない。新入りがあまりに不器用だったから、つい『私にやらせてくれ』と」

「新入りさん、その後上達したのかな」

「自分は探偵に向いてないと思ったらしくて、すぐに辞やめてしまったよ。ピッキングは手先の器用さと忍にん耐たい、勘かんが必要なんだ。私は探偵から筋がいいと褒ほめられた」

「意外すぎる才能だね。俺も今後のために習得しておこうかな」

「ああ、私が手ほどきしよう」

　コンラッドが目を細め、針金を傾かたむける。かちりと小気味いい音を立て、見事に鍵が開いた。

「すげえ！」

「賞賛の言葉はのちほどたっぷり聞かせてくれ」

　コンラッドが立ち上がり、そっとドアを押し開ける。

　美青年たちが閉じ込められた檻おりがずらっと並んでいるところを想像していたが、ドアの向こうはこぢんまりしたリビングルームだった。長いソファと肘ひじ掛かけ椅い子すがいくつか、壁かべの一面に白いスクリーンが下ろされ、天てん井じようにプロジェクターが設置されている。

「映写室みたいだな」

「うん……やばいポルノ映画を観みるための部屋？」

「かもしれん。が、今はポルノ所持の摘てき発はつよりヒロを捜さがさないと」

　コンラッドが踵を返す。恵も続こうとしたが、何かが引っかかった。

「ちょっと待って。このスクリーン、部屋に対して大きすぎじゃない？」

　ソファとの距きよ離りを考えると、どう考えてもサイズがおかしい。大は小を兼かねるで大きめにしたのかもしれないが、この屋や敷しきの神経質なほど完璧なインテリアと印象が違いすぎる。

　壁を覆おおっているスクリーンをめくり、恵は「あっ」と声を上げた。

「どうした？」

「これ見て！　スクリーンの後ろ、鏡になってる」

　まくりあげたスクリーンの背後には、横長の大きな鏡が設置されていた。

　コンラッドがローテーブルに置かれていたリモコンを手に取り、ボタンを押してスクリーンを巻き上げる。

「ただの鏡じゃない、これはおそらくマジックミラーだ」

「マジックミラー!?」

　驚おどろいて、恵は鏡に手をついて顔を近づけた。

「ああ、この部屋は連れてきた美青年たちを鑑かん賞しようするための部屋だろう」

「てことは、この向こうにヒロたちがいるかも」

　鏡をどんどんと叩いてみると、向こう側から誰かが同じように叩き返してくる。

「ヒロ！」

　ついに見つけた。どっと感情が込み上げてきて、恵は目頭が熱くなるのを感じた。

「向こう側の部屋にも出入り口があるはずだ。それを探そう」

「そんなんじゃ間に合わないよ！」

　そばにあった肘掛け椅子を摑み、鏡の前で持ち上げる。

「危ないから鏡の前から離はなれて！」

　大声で叫さけんでから、恵は鏡めがけて椅子を振ふり落とした。

　ガシャーンと派手な音を立てて鏡が割れ、向こうの部屋が露あらわになる。マジックミラーの向こうに現れたのは、黒で統一されたベッドルームだった。

「ヒロ!?」

　壁に背をくっつけるようにして、白いバスローブ姿の若い男性が怯おびえたようにこちらに視線を向けている。

（ヒロじゃない……）

　一いつ瞬しゆんがっかりしてしまったが、おそらく彼もヒロと同じように無理やり連れてこられたウェイターのひとりだ。

「安心して、助けに来たんだ。きみもスピルマンに連れてこられたんだろう？」

　アジア系の可愛かわいらしい顔立ちの青年が、こくこくと頷うなずく。

「ウェイターの仕事があるからって誘さそわれて……お屋敷に着いたらいきなり閉じ込められて」

　よほど怖こわい思いをしたのか、青年がぽろりと涙なみだをこぼす。

「もう大だい丈じよう夫ぶだ。ガラスを踏ふまないように足元に気をつけて、ここから出られるか？」

　コンラッドがクッションを摑んでガラスの破は片へんを払はらい落とす。恵もローテーブルの下のラグを引き剝はがし、青年が怪け我がをしないようにマジックミラーの縁ふちに掛かけた。

「ありがとう……」

　青年がマジックミラーの縁によじ登ってベッドルームから脱だつ出しゆつする。水や食料は与あたえられていたようで、衰すい弱じやくした様子はない。しかし精神的なショックは相当なものだろう。

「きみ、名前は？」

「パチャラです」

「もしかして、きみもニューヨークの〈クリスタル・エンタープライズ〉に登録してた？」

「はい」

「他ほかにもここに連れてこられたウェイターがいたでしょう？　この子を見なかった？」

　ポケットからヒロの写真を出して見せると、パチャラが頷いた。

「知ってます。サンシャインですよね？　前に個人宅のパーティの仕事で一いつ緒しよになりました。けど、ここに来たかどうかはわかりません。僕は一週間以上前にここに連れてこられて、隣となりの部屋にも誰かいるのがわかったけど、顔が見えなくて」

「隣の部屋？　こういう部屋が他にもあるの？」

「ここじゃなくて、屋敷の別の場所です。刑けい務む所しよの独どく房ぼうみたいな狭せまい部屋がいくつか並んでて、普ふ段だんはそこに閉じ込められてるんですけど、ときどきスピルマンからお呼びがかかってこの部屋に連れてこられて……」

　パチャラが、つらそうに表情を歪ゆがめる。思わず恵は彼の細い肩かたを抱だき寄せた。

「今は言わなくていいよ。警察に行ってから全部話して」

「……はい」

「あまり時間がない。他の子たちを捜さがそう」

　コンラッドのセリフに、パチャラがふと思い出したように顔を上げる。

「スピルマンは、今バハマ諸島の別べつ荘そうですよね？」

「バハマ？　バハマに行くと言っていたのか？」

「ええ、お気に入りのウェイターを何人か連れて、しばらくバハマの別荘で過ごすと。僕は選ばれなかったけど、いい子にしていたご褒ほう美びに留守の間この部屋を使わせてやると言われて……」

「キーラーゴに行ったのは、そこからバハマへ行くためだったんだ」

「マイアミからではなくわざわざキーラーゴに移動したのは、おそらく人目につかないよう密航するためだろうな」

「ヒロが連れて行かれるかもしれない。急がないと」

「ああ、ここはそろそろ時間切れだ。他の子たちの捜そう索さくは警察に任せよう。パチャラ、よく聞いてくれ。今この界かい隈わいはガス漏れ事故で騒さわぎになっている。爆ばく発はつのおそれがあるから見張りの男と家政婦、ドーベルマンは屋敷の外に避ひ難なん中だ」

　パチャラが「爆発？」と驚いたように目を見開く。

「大丈夫、爆発はしない。屋敷の外に出たらガス会社の作業員か巡じゆん回かい中のパトカーに助けを求めるんだ。その際、我われ々われのことは内ない緒しよにしておいてほしい。外が騒がしいので逃にげ出すチャンスだと思ったとかなんとか言って、自力で逃げ出したことにしてくれ」

「わかりました。あなたたちのことは絶対言いません」

　パチャラが力強く頷き、バスローブの前をかき合わせる。

「気をつけて」

　もう一度ハグして、恵はパチャラを送り出した。

「我々もひとまず撤てつ退たいだ。いくら癒ゆ着ちやくしているといっても、監かん禁きんされていた青年が助けを求めてきたら地元の警察も動かざるを得ない。世間の目は警察の汚お職しよくに厳しいから、癒着の疑いを晴らすためにスピルマンをあっさり裏切るだろうしな」

「散々甘い汁しるを吸っておいて、火の粉が降りかかりそうになったら手のひら返すってわけか。ほんと腐くさってる」

「残念ながら世の中にはそういう事例がたくさんある。忘れ物はないか？　証しよう拠こを残さないように」

「大丈夫、ここに来てから手て袋ぶくろ外してないし」

「行こう」

　階段を駆かけ上がり、開けっ放しの玄げん関かんから外をうかがう。

　通りの向かいで、バスローブ姿のパチャラがマイアミ・ガスエネルギーの作業車両の横に立って作業員と話しているのが見えた。

　恵たちに気づいたパチャラが、機転を利きかせて苦しげに咳せき込んでしゃがみ込む。作業員がパチャラに気を取られている間に、恵とコンラッドは急いで門もん扉ぴから走り出た。

（脱出成功！　サンキュー、パチャラ！）

　しかし車にたどり着くまでまだ油断はできない。

　角を曲がったところで警備会社の社名の入ったバンが猛もうスピードで走ってくるのが見えて、思わず恵はコンラッドと顔を見合わせた。

「あの警備会社は少々怠たい慢まんだな。私がゲストハウスのガラスを割ってから十五分以上経たってるぞ」

「おかげでうまくかわせたじゃん。怠慢上等」

　まだ近きん隣りんの家の警報器が鳴り続けている。マイアミ・ガスエネルギーは、当分の間今回のガス漏もれ騒そう動どうについての釈しやく明めいや調査に追われることだろう。

（ごめん、でも人助けができたから許して）

　停とめてあったレンタカーに乗り込み、急いでつなぎの上着部分を脱ぬいでＴシャツ姿になる。コンラッドが車のエンジンをかけたところで、見計らったようにスマホが鳴り始めた。

「探たん偵ていだ。スピーカーにしてくれ」

「了りよう解かい」

　コンラッドに渡わたされたスマホをスピーカーにすると、探偵が『うまくいったみたいですね』と興奮気味に切り出した。

『周辺の防犯カメラから一部始終見てました。パトカーのかわし方、素す晴ばらしかったです』

「ありがとう。さっそくだが、スピルマンがなぜキーラーゴに行ったかわかったぞ。お気に入りのウェイターを何人か連れてバハマの別荘に行くつもりだ。人目に付かないよう、密航する可能性が高い」

「バハマ？　そういえばスピルマン所有の不動産にバハマ諸島の別荘もありました。島ひとつ丸ごと所有してて、友人や仕事の取引相手を招待して定期的にそこに行ってるようで……」

　探偵が言い淀よどみ、恵もはっとしてコンラッドと顔を見合わせた。

　おそらくスピルマンはバハマで乱交パーティを開いている。

　もしくは人身売買のオークション──。

「急がなきゃ！」

　真っ青になって、恵は助手席から身を乗り出した。

「ああ、我々もキーラーゴに向かう。例のＦＢＩ捜査官に連れん絡らくを取って、この件を伝えてくれ」

『了解です』

　通話を切り、コンラッドが鼻の下に貼はっていた付け髭ひげをむしり取る。

「さて、キーラーゴまでドライブだ」







　アメリカ本土で唯ゆい一いつ天然のサンゴ礁しようを持つキーラーゴ島は、ダイビングスポットとして知られている場所だ。マイアミから車で約二時間、本土から国道１号線でつながっており、こんな場合でなければドライブ旅行を楽しめていただろう。

　視線を前に向けたまま、恵は不安な気持ちを紛まぎらわそうと敢あえて明るい声で切り出した。

「あのさ、俺たちちょっと悪いほうへ考えすぎなのかな。もしかしたらスピルマンは、お気に入りのウェイターを別荘へ連れてってパーティを盛り上げたいだけとか」

　運転席のコンラッドが、ちらりとこちらを見やる。

「そう思いたい気持ちはわかるが、パチャラが言ってたことを思い出せ。刑務所の独房みたいな部屋に閉じ込められていたんだぞ。パーティ盛り上げ要員に対する扱あつかいじゃない」

「……だよね」

　コンラッドの指し摘てきに、深々とため息をつく。

「けど、スピルマンもパチャラの証言で一巻の終わりだな。国外に逃とう亡ぼうされると厄やつ介かいだから、出国前に身み柄がらを拘こう束そくできるといいんだが」

　どうか間に合いますようにと願いながら、膝ひざの上で両手を握にぎり合わせる。

　同時に、先ほど救助したパチャラも無事に警察に保護されただろうかと気になった。

「ねえ、ちょっと探偵さんに電話してみていい？　パチャラがちゃんと警察に保護されたか確かく認にんしたいんだ」

「ああ。〝探偵〟って名前で登録してある」

　コンラッドがダッシュボードのスマホを顎あごで示す。

「ちょっとお借りします。探偵さん、探偵さん……」

　探偵の番号に電話すると、すっかり聞き慣れた濁だみ声ごえが応答した。

『はい』

「あの、恵です。パチャラはその後無事に保護されましたか？」

『ああ、あのバスローブの子？　大だい丈じよう夫ぶ、巡回中のパトカーが警察署に連れていきましたよ。幸い事情聴ちよう取しゆの担当は汚職に染まっていない警察官だったから、まもなくスピルマンの逮たい捕ほ状じようと家宅捜索の令状が出るでしょう』

「他ほかに監禁されてた子たちが救出されたら、その中にヒロがいたかどうか教えてください」

『了解。ちなみにスピルマン邸ていの周辺はまだガス漏れ騒動の混乱が収まってません。マイアミ・ガスエネルギーの社員が誤作動だったと説明してまわっているところで、家政婦とドーベルマンはまだ帰宅してませんね』

「あの警備員も？」

『あの男はそのまま女のところへ行きました。多分もう戻もどってこないでしょう』

「よかった……」

　恵たちの企たくらみがばれ、屋や敷しきに取り残されたウェイターたちがひどい目に遭あわされるのではないかと不安だったのだ。

『今、周辺の防犯カメラからあなたがたの映像を消去してるところです。スピルマン邸内の防犯カメラに映ってる分は、例のＦＢＩ捜そう査さ官が内々に処理してくれるそうですのでご安心を』

　探偵の言葉に、恵はコンラッドの横顔をまじまじと見つめた。

「いろいろすげーコネがあるんだね……」

「まあな。けど、いつもこんなことをしてるわけじゃないぞ」

『ロックハート氏の言う通りです。こんな大おお捕とり物は久しぶりで、私も腕うでが鳴りますよ』

　口を挟はさんだ探偵が、ふいに「おおっ？」と声を上げる。

『スピルマンがキーラーゴの別宅から出てきました。ちょっと防犯カメラの位置が遠くて表情は見えませんが、ずいぶん焦あせっているような』

「息のかかった警察官から、屋敷から逃にげ出したパチャラが警察に保護されたと報告があったんだろう」

『そんな感じですね。ガレージから車が出てきました。バハマへの移動を急ぐつもりですかね』

「キーラーゴまであとどれくらい？」

「約四十キロ。飛ばせば三十分ってところだ」

「飛ばしてください。スピルマンが船に乗る前に捕つかまえないと」

『ＦＢＩも動き始めてますから無む茶ちやしないでください。けど、一応スピルマンの船が停てい泊はくしてる港の情報を送っときます』

　探偵からのメールを確認し、恵は急いでカーナビに港の場所を入力した。

「行きましょう！」

　鼻息荒あらく前方を指さすと、コンラッドが苦く笑しようする。

「急がばまわれだ。飛ばしすぎて速度違い反はんで止められたら間に合わなくなる」

「う……確かに。こういうときこそ冷静さが必要か」

「そう、冷静さが必要だ。自じ慢まんじゃないが、私は違反切きつ符ぷを切られたことがない」

「え、一度も？　すごいな、優良ドライバーなんだね」

　コンラッドが、バックミラーを確認しながらにやりと笑えみを浮うかべる。

「けど、常に規則を守ってるってわけじゃない。警察に捕まるようなへまはしないってだけだ」

　そう言って、コンラッドは大だい胆たんにアクセルを踏ふみ込んだ。







　──二十分後、コンラッドの運転する車がキーラーゴに到とう着ちやくした。

　途と中ちゆう探偵からかかってきた電話で、スピルマンの車が港のそばの倉庫に入っていったことがわかっている。

「この辺りだな」

「ええ、あの青い屋根の大きい建物です」

　速度を落として、コンラッドが倉庫が見える場所まで車を近づけた。

　倉庫はシャッターが閉まっており、中の様子は見えない。敷しき地ちは金かな網あみの柵さくで囲われており、金網の上部に鉄てつ条じよう網もうが張り巡めぐらされているのがわかった。

「銃じゆうを持った見張りがうろついていないだけましか」

　双そう眼がん鏡きようで倉庫の周辺をチェックしつつ呟つぶやくと、コンラッドが「油断は禁物だ」と眉まゆ根ねを寄せた。

「今のスピルマンは手負いの獣けものだ。拉ら致ち監かん禁きんがばれて、これまで築いた地位や名声を捨てて国外に逃亡するしかない。警察やＦＢＩの手から逃のがれるためにはなんだってするだろう」

「ぶっちゃけ俺は、ヒロたちウェイターが無事解放されたらそれでいい。スピルマンも、こうなったらさっさとヒロたちを置いて逃げてくれたらいいのに」

「まあな。スピルマンを捕まえるのは我われ々われの仕事ではない。国外に逃げたって、いつかは捕まるだろうし。ただ、私が懸け念ねんしているのはヒロやウェイターたちが人ひと質じちにされるのではないかということだ」

　コンラッドの指摘に、恵ははっとした。

　どうして人質として利用される可能性に思い至らなかったのだろう。駆かけつけた警察やＦＢＩに対し、人質と引き替かえに逃亡手段を要求することは大いにあり得ることだ。

「おっと、電話だ」

　スマホが鳴り始め、コンラッドが急いで通話ボタンを押す。

『例のＦＢＩ捜査官が怒おこってますよ。あなた、彼の番号を着信拒きよ否ひしてるんですって？』

　探たん偵ていの濁声に、コンラッドが軽く肩かたをすくめた。

「ああ。現場に近づくなって言われるのは目に見えてるから」

『ええ、危ない真ま似ねはやめて我々に任せろって言ってます。ＦＢＩとＳＷＡＴがまもなくそちらの倉庫に到着しますから、面めん倒どうなことにならないうちにそろそろ撤てつ退たいしたほうがよろしいかと』

「ご忠告ありがとう。ウェイターたちが無事解放されるのを見届けたら、すぐに退散するよ」

　通話を切ったコンラッドが、恵のほうへ向き直った。

「そういうことだ。ＦＢＩが到着したらただちに退散。さすがに現場でＦＢＩと鉢はち合あわせするとまずい」

「わかった。まもなくっていつだろ。早く来てくれー」

　倉庫のシャッターを睨にらみながら、即そつ興きようでＦＢＩ早く来いの歌を作って口ずさむ。コンラッドが苦笑しつつ、恵の歌に合わせて指でハンドルを叩たたいた。

　調子に乗ってラップを披ひ露ろうしていると、ふいに倉庫のシャッターが上がり始めた。

「えっ、ちょっと待って。まだＦＢＩ来てないんだけど」

　急いで体を起こし、双眼鏡でシャッターの向こうを凝ぎよう視しする。暗がりの中、スピルマンの黒いバンの鼻先がこちらに向いているのが見えた。

「船のほうを張ってるのかも」

「だけど、ＦＢＩの動きを察して逃げる可能性もあるじゃん」

　シャッターが半分ほど開き、黒いバンがそろりそろりと周囲の様子をうかがうように出てくる。金網の柵の前でいったん停車し、助手席から降りてきた男が柵を押し開けた。

　男が助手席に戻り、車が再び動き始める。

　ＦＢＩがやってくる気配はまだない。いてもたってもいられなくなって、恵は「ちょっと足止めしてくる」と言って車から飛び出した。

「恵！」

　背後でコンラッドが焦ったように叫さけぶが、振ふり返っている暇ひまはない。

　車道に出ようとしたスピルマンの車の前に走り出て、両手を広げて立ちはだかる。

「おい！　何してる！」

　狙ねらい通り車は急停車し、助手席から降りてきた男に怒ど鳴なりつけられた。

　黒いスーツ姿のガタイのいい男で、おそらく銃を持っている。一いつ瞬しゆん怯ひるみそうになるが、恵も男に負けないくらい大声で叫び返した。

「ちょっとあんた！　さっきコンビニの駐ちゆう車しや場じようで当て逃げした奴やつだろう！」

「はあ？　何言ってんだ？」

「とぼけんな！　俺の車のバンパーへこませやがって！　弁べん償しようしてもらうからな！」

　以前コンビニで車を傷つけたと誤解されて絡からまれたことがある。絡んできた男の激高ぶりを思い出しながら、恵は必死で思いつく限りの悪態をつき続けた。

　頭のおかしい奴だと思われて構わない。ＦＢＩが到着するまで、この場にスピルマンを足止めしなくては──。

「言いがかりはいい加減にしろ！　当て逃げしてたらこっちの車だって傷がついてるはずだろ？　よく見ろ！　どこに傷があるんだ！」

「いや、確かにこの車だった。間ま違ちがいない」

　いつのまにか背後に現れたコンラッドが、恵の芝しば居いに加勢してくれる。

　コンラッドの登場に、恵は緊きん張ちようでがちがちになっていた体からふっと力が抜ぬけるのがわかった。

「てめえらの勘かん違ちがいだろう！」

「じゃあ今すぐ警察を呼んで検証してもらおう。我々の言い分が正しいとわかるはずだ」

　コンラッドの演技もなかなか堂に入っていた。スピルマンの車には傷ひとつなく、明らかに言いがかりなのだが、絶対に自分が正しいと信じている者特有のやばい雰ふん囲い気きが実によく表現されている。

「そのコンビニとやらの防犯カメラをよく見てから言うんだな。この車じゃないってことがわかるはずだ」

「そう言って逃にげるつもりだろう。一いつ緒しよに来てもらおうか」

「いい加減にしてくれ。こっちは急いでるんだ」

　当初の勢いが薄うすれ、男が困り果てたように眉根を寄せた。

　まだＦＢＩが現れる気配はない。時間を稼かせぐためにもう一度怒鳴ろうとしたところで、ふいに後部座席のドアが開いた。

　髭ひげをたくわえた五十絡がらみの男が降りてきて、鋭するどい眼まな差ざしで恵とコンラッドを見やる。

（……スピルマンだ）

　防犯カメラの映像で見た男が目の前に現れ、ごくりと唾つばを飲み込む。

　粗あらい映像の印象と違って、スピルマンはなかなか魅み力りよく的な男だった。さほど背は高くないものの、がっちりと鍛きたえた体つきで、顔立ちも男前と言っていいだろう。

「きみたちは何か誤解しているようだ。しかし誤解を解いている時間はない。車の修理代を払はらえば、そこをどいてくれるかな？」

　スピルマンが穏おだやかに切り出すが、コンラッドは腕うでを組んで顎あごをそらした。

「金を払えばいいという問題ではない。我々が求めているのは正義だ」

　コンラッドの意固地な態度に、スピルマンの表情がかすかに引きつる。あまり正義を主張していると銃を向けられそうで、慌あわてて恵はコンラッドの肩を摑つかんだ。

「ねえ、金払はらうって言ってるんだから、もらっとこうよ」

「だめだ。警察を呼んで、しかるべき手順を踏ふまないと」

「俺は修理代さえもらえたらそれでいいんだよ！」

「当て逃げだぞ？　立派な犯罪だ。きちんと裁いてもらわないと、こいつらは同じことをくり返すに決まってる」

　コンラッドの表情は至って真しん剣けんで、とても演技をしているようには見えなかった。恵のほうは早々にボキャブラリーが尽つきてしまい、時間を稼ぐために同じ言葉をくり返す。

（ＦＢＩの人たち早く来てよ！　何もたもたしてるんだよ！）

　心の中で叫びつつ意味のない会話を続けていると、スピルマンがため息をついて懐ふところから財さい布ふを取り出した。

「これだけあれば足りるだろう。さっさとそこをどいてくれ」

　スピルマンが紙し幣へいを差し出すと同時に、ようやくパトカーのサイレンの音が聞こえてきた。

「警察だ！　逃げないと！」

　いかにも慌てふためいた様子で叫ぶ。当て逃げされたという主張からすると矛む盾じゆんしているが、それを気にする余よ裕ゆうはもうなかった。

　慌てふためいたのはスピルマンや部下も同じで、サイレンの音にさっと顔色を変えて車に戻もどっていく。

（どうか間に合って！）

　背後でスピルマンの車が急発進する音を聞きながら全速力で走る。レンタカーを停とめた場所まで戻ると、恵は息を喘あえがせながらコンラッドとともに振り返った。

　猛もうスピードでやってきたパトカーが、スピルマンの車の前をふさぐように停車する。後ろから白いセダンもやってきて、ＦＢＩの捜そう査さ官らしき男たちが銃じゆうを構えて降りてくるのが見えた。

「間に合った……」

　ほっとして、全身から力が抜けていく。

「ああ、間に合ったな」

　コンラッドも息を弾はずませていた。左手で乱れた髪かみをかき上げながら、右手を掲かかげる。

　軽くハイタッチして、恵はよろよろとレンタカーのドアにもたれた。

　現場に視線を向けると、スピルマンと部下が車から降ろされ、手て錠じようをかけられているのが見えた。

　やがて後部座席からほっそりした青年が三人降りてくる。その中にヒロの姿を見つけ、思わず恵は声を上げた。

「ヒロ！」

　おそらく車の中から恵とコンラッドの芝居を見ていたのだろう。しばらく恵たちの姿を捜さがすように辺りを見まわしていたが、警察官に促うながされて他ほかのふたりと一緒にパトカーに乗り込む。

　これでもう安心だ。あとで警察署に迎むかえに行って、思い切りハグしたい。

「まったく、無む茶ちやはするなと言っただろう」

「ごめん。けど、スピルマンの車が出ていくのを何もせずに見送るなんてできなくて」

　コンラッドがくすりと笑い、手を伸のばす。

「まあ、きみの性格から予想はできたことだがな」

　大きな手で髪をくしゃっと撫なでられ、恵はくすぐったさに首をすくめた。

「あの……ほんとにいろいろありがとう」

　言葉では言い尽くせないくらい、コンラッドには深く感謝している。

　その気持ちをどうにか伝えたくて、恵は青い瞳ひとみをじっと見上げた。

「どういたしまして」

　コンラッドが軽く応じる。

　けれど恵を見つめ返す青い瞳に、言葉以上の感情が溢あふれているのがわかった。

　絡み合った視線から、何か化学反応が起きている気がして心がざわめく。

　出会ってからの時間は短いが、人生でこれほど濃のう密みつな時間を過ごしたのは初めてだ。

　そう感じているのは自分だけだろうか。いや、コンラッドも、ふたりの間に生じた何か特別なものに気づいてるはず──。

「……っ」

　ふいにコンラッドのスマホが鳴り始め、現実に連れ戻される。

　コンラッドもはっとしたように目を瞬またたかせ、スマホのボタンをタップした。

「もしもし？」

『お疲つかれさまです。スピルマンとその部下はＦＢＩのマイアミ支局へ向かっているところです。救出された三人のウェイターも一緒です』

　探たん偵ていの濁だみ声ごえがスマホから漏もれ聞こえてくる。

「ああ、我われ々われもすぐに行く」

『例の捜査官がお待ちかねですよ』

　コンラッドが苦く笑しようし、通話を切る。

「さて、ヒロを迎えに行こうか」

　ぽんと肩かたに手を置かれ、恵はどぎまぎしながら頷うなずいた。







　ＦＢＩのマイアミ支局前には、大勢のマスコミが詰つめかけていた。

　地元の名士スピルマンの逮たい捕ほ──しかも誘ゆう拐かいと人身売買の容疑だ。パチャラ以外にもマイアミの屋や敷しきに監かん禁きんされていた青年が複数いたので、当分の間フロリダはこの話題で持ちきりになるだろう。

　受付カウンターにいた職員は、恵とコンラッドが来ることをあらかじめ知っていたようだった。「担当の者が参りますのでお待ちください」と丁てい寧ねいな口調で言われ、コンラッドとともにロビーのベンチで待つ。

「いろいろ派手にやってくれたな」

　数分後、苦虫を嚙かみ潰つぶしたような表情で現れたのは、コンラッドと同世代の長身の男性だった。日に焼けた肌はだに短く刈かり上げた髪、いかにも体育会系の強こわ面もてだ。

「ああ、すまん。仕事の邪じや魔まをするつもりはなかったんだが」

　コンラッドが右手を差し出すと、男性も握あく手しゆに応じてにやりと笑う。

「いいさ。結果的には地元の警察が手を出せなかった大物を釣つり上げることができた」

「紹しよう介かいしよう。恵、彼はダン・マシューズ特別捜査官。私の大学時代からの親友だ。ダン、こちらはメグム・タカクワ。拉ら致ちされていたウェイターの友人で、私の新たな友人でもある」

　新たな友人という言葉に目を白黒させつつ、恵はダンと握手をかわした。

「きみが恵か。例の探偵から話は聞いてるよ」

「よろしく……このたびはいろいろどうもありがとうございます」

　おそらくダンは、ガス漏れ騒そう動どうや言いがかりでスピルマンを足止めした件を把は握あくしている。何もお咎とがめがないといいのだが、お小言くらいは覚かく悟ごしたほうがいいのだろうか。

「いやいや、スピルマン邸ていへの侵しん入にゆうは見事だった。ああ、これはもちろんオフレコだけどね。ガス漏れ騒動に関しては原因不明の誤作動、パチャラは隙すきを見て自力で逃とう走そうということになってるから安心して」

「ガス漏れ騒動？　いったいなんのことです？」

　空とぼけてみせると、コンラッドとダンが顔を見合わせて笑った。

「機転が利きくし、度胸もある。運動神経もよさそうだし、ぜひうちのチームに来て欲しい人材だ」

「ありがたいお誘さそいですけど、俺、パーティプランナーになるのが夢なんです」

「そうそう、恵は私の知り合いのプランナーのもとで修しゆ業ぎようすることが決まってる」

　コンラッドの言葉に、恵は目をぱちくりさせた。まだ決まったわけではなかったと思うが、恵がＦＢＩに就職すると言い出さないよう先手を打ったのだろうか。

「スピルマンは取り調べ中だ。監禁されていたウェイター三人は、事情聴ちよう取しゆが終わり次し第だい帰宅できる。皆みなニューヨークから連れてこられたらしいから、うちの職員が送り届けることになると思うが」

「その前にちょっとだけ会わせてもらえますか？」

「もちろん。きみの友人はヒロ・ジェニングスだったね。そろそろ供述が終わっている頃ころだから、案内しよう」

　長い廊ろう下かを歩きながら、恵はスピルマン邸のマジックミラーの部屋、そしてパチャラのつらそうな表情を思い出して眉まゆ根ねを寄せた。

　おそらくヒロも、あの部屋でスピルマンから性せい行こう為いを強要されたのだろう。

　傷ついたヒロを、いったいどうやって慰なぐさめればいいのか──。

（ヒロ……！）

　廊下の奥、ガラスで仕切られた会議室のような部屋の向こうに、ヒロがぽつんとひとりで座っているのが見えた。

　恵に気づくとこぼれるような笑えみを浮うかべて立ち上がり、いそいそとこちらへやってくる。

「恵！」

「ヒロ……」

　言い終わらないうちにがばっと勢いよく抱だきつかれて、恵はたたらを踏ふんだ。

「助けに来てくれたんだね！　ほんとありがとう！　車の中から全部見てたよ。恵が彼とひと芝しば居い打って、時間稼かせぎしてくれたの」

「ああ……俺ひとりじゃ無理だったけど、コンラッドがうまく対応してくれて」

「初めまして、コンラッド・ロックハートさんですよね。僕も一度パーティでお会いしてるんですけど、こうしてお話しするのは初めてです」

　恵を抱き締しめたまま、ヒロがコンラッドににこやかに挨あい拶さつをする。

「ああ、きみのことは恵から話を聞いてる。とにかく無事でよかった」

「ほんとにありがとうございます。バハマに連れて行かれたら、もうアメリカに戻もどってこられなかったかも。さっき捜そう査さ官に話したんですけど、スピルマンはバハマの別べつ荘そうで人身売買のオークションを開く予定だったんです」

「前々から噂うわさはあったが、証しよう拠こがなくてな。アメリカ以外にもいくつかの国から買い手が参加して、落札した青年を持ち帰っていたらしい」

　ダンが渋しぶい表情になり、唇くちびるを引き結ぶ。

「今後は各国に売られた青年たちの救出に全力を尽つくす。そのために、例の探偵の力を拝借できるかな。さっそく押収したパソコンのデータ解かい析せきに取りかかってるんだが、ちょっと手て強ごわそうなんだ」

「もちろんだ。探偵も喜んで協力してくれるだろう」

「すごいねあの探偵さん……ＦＢＩの捜査にも協力しちゃうんだ」

　思わず独りごちると、ダンが肩をすくめた。

「彼は元ＣＩＡの分ぶん析せき官だからね。今でもハッキングに関しては国内でも五本の指に入る腕うで前まえじゃないかな」　>>>♥

「えっ、そうなの？」

　驚おどろいて、恵は目を瞬かせた。道理で、てきぱきと事が進んだわけだ。

「コンラッド、いくつか確かく認にんしてもらいたいことがあるからちょっと来てもらえるかな。恵とヒロはこの部屋で待っててくれる？」

「はい」

　コンラッドとダンが会議室を出ていき、恵はヒロとふたりきりになった。

「ヒロ……本当によかった。すごく心配したんだからな」

　もう一度改めてハグし、ヒロとの再会をしみじみと味わう。

「心配かけてごめんね。〈クリスタル・エンタープライズ〉のことも個人宅のパーティも、もっと用心するべきだった。今回のことでよくわかったよ。うまい話には裏があるって」

「あの……あのさ、大だい丈じよう夫ぶか？」

　どう切り出していいか迷いつつ、恵はヒロの背中をそっと撫なでた。

「大丈夫って、何が？」

「俺……スピルマンの家で見たんだ。その、マジックミラーの向こうにある部屋……」

　恵がおずおずと口にすると、ヒロが「ああ、あの部屋見たんだ」と声を上げた。

「ほんっと悪あく趣しゆ味みでしょ。壁かべ紙がみもベッドカバーも家具も何もかも黒で、黒はきみたちの美しい肌を引き立てるからーとか言っちゃってさ。きもっ！」

　あっけらかんとした口調に違い和わ感かんを覚え、恵はヒロの顔を覗のぞき込んだ。

　ヒロに「何？」と訊きかれ、口ごもる。

「あ、もしかして何か誤解してる？　あの部屋でスピルマンにレイプされたんじゃないかって思ってる？」

「……違ちがうのか？」

　おそるおそる尋たずねると、ヒロがにやりと笑った。

「大丈夫、スピルマンには何もされてないよ。何もされてないって言うと語ご弊へいがあるけど、恵が心配してるようなことは何もなかったから安心して」

「そうなのか？　よかった……」

　ほっとして、恵は手近な椅い子すを引き寄せてよろよろと座り込んだ。

　ヒロもそばの椅子に座り、内ない緒しよ話ばなしをするように体を寄せてくる。

「スピルマンは不能なんだ。けど若くて綺き麗れいな男の子が大好きで、体じゃなくて心が興奮するみたいで。〈クリスタル・エンタープライズ〉の主任から〝個人サービス〟の話を持ちかけられたとき、最初は断ったんだ。けどスピルマンは勃たたないから大丈夫って言われて、それなら一回くらいやってみようかなって。ほんと馬ば鹿かだったって反省してる」

　肩かたをすくめ、ヒロが続ける。

「あの部屋は覗き部屋みたいなもので、何をさせられたかというと、ストリップショーみたいなこととか、オナニーショーとか」

「……あの部屋でウェイターにオナニーさせて、それを鑑かん賞しようしてたってこと？」

「そう。あれこれ要求が多くて大変だったけど、まあオナニーは普ふ段だんもやってることだし、真横に立って見てるわけじゃないからそれほど抵てい抗こうなかったっていうか」

「マジかよ……」

　あの部屋で行われていたことを知って、どっと力が抜ぬける。

　けれどヒロにとってはたいしたことがなくても、パチャラは心底嫌いやがって恥はじていた。自じ慰い行為を強要するのも立派な性犯罪で、それによって傷つく人もいる。

「スピルマンのリクエストでおっきいバイブ使ったんだけどさあ……これがめっちゃ気持ちよくて、人に見られてるっていうのもなんか興奮しちゃって」

「黙だまれ。そういう話は聞きたくない」

「恵ってバイブとかディルド使ったことないんだっけ？　使い方教えてあげようか？」

「そういう話をするなって。ここＦＢＩの支局だぞ。盗とう聴ちよう器きとかで聞かれてたらどうするんだ」

　苦く笑しようしつつたしなめると、ヒロが「そういえば」と真顔になった。

「ちょっとちょっと、ロックハート家の御おん曹ぞう司しとずいぶん仲良くなったみたいだけど、もしかしてつき合ってるの？」

「まさか！　いろいろあって、おまえを捜さがすの手伝ってくれただけだよ」

「本当に？　なんかそれだけじゃない空気が漂ただよってたけど」

　ヒロの言葉に、恵は胸が高鳴るのを感じた。

　ヒロは恋れん愛あいのエキスパートだ。ヒロがそう言うのなら、コンラッドとの間に何かあるような気がしたのは、自分の勘かん違ちがいではないのかもしれない──。

「……そう思う？」

「何？　コンラッドのことが好きなの？」

　直球を投げられ、しばし口ごもったのち、恵は「多分」と呟つぶやいた。

「おおっ！　そうなんだ。じゃあアプローチすればいいじゃん」

「簡単に言うなよ。完全なストレートかもしれないし、もしその気があったとしても、俺のことどう思ってるかわかんないし」

「普通に考えて、あのロックハート家の御曹司がわざわざ時間割さいてどうでもいい相手の友達捜しにつき合ってくれると思う？　しかもニューヨークからマイアミくんだりまで来て、お屋や敷しきに侵しん入にゆうするなんて危険まで冒おかして」

「……そう言われると、なんか期待しちゃうんだけど」

「もっと自信持ちなよ。恵はストレートの男もその気にさせる魅み力りよくの持ち主じゃん」

「……そう思う？」

「僕が思うに、恵はその色っぽい体をもっとフルに活用するべきだね。シャツを着るときはボタンを三つ外すとか、ぴたぴたのＴシャツ着てさりげなく乳ち首くびを目立たせるとか、ぴっちぴちのスキニーパンツで股こ間かんを強調するとか」

「別にセックスが目的じゃねーし……」

「けど、セックスありのおつき合いをしたいんでしょ？　体で落とすのもありだよ」

「なんかヒロってめっちゃ肉食系だな。いや、前から肉食なのはわかってたけど、めっちゃアグレッシブっていうか」

「そうだよー、恋愛はガンガン行っとかないと。ところであの捜査官、めっちゃ可愛かわいくない？」

「捜査官って、ダンのこと？」

　可愛いという表現に戸と惑まどって聞き返すと、ヒロが両手の拳こぶしを握にぎり締めた。

「そう。あの体見た？　それにあの声！　ちょっと掠かすれてて、あの声で名前呼ばれるとぞくぞくしちゃう」

「おまえさ……その惚ほれっぽいところ、どうにかならないの？」

「性しよう分ぶんだからね。いっそのことマイアミに引っ越こしちゃおうかなー。別にニューヨークにどうしても住み続けたいってわけじゃないし」

「頭冷やしてよく考えてからにしろよ」

　苦笑したところで、ダンがやってきて会議室のドアを開けた。

「ヒロ、いくつか手続きがあるから来てくれるか？　恵、コンラッドはもう少しやることが残ってるから、先にホテルに帰っているようにとのことだ」

「了りよう解かいです。じゃあヒロ、あとで電話して」

「ＯＫ、気をつけてね」

　もう一度ハグをかわすと、ヒロに耳元で「後こう悔かいしないようにね」と囁ささやかれた。







　──シャワーを終えてバスルームを出ると、窓の外でマイアミの夜景がまばゆく煌きらめいていた。

　時刻は午後八時、コンラッドは用事が長引いているようで、まだ戻もどってこない。

（ヒロが変なこと言うから、なんか緊きん張ちようしちゃうじゃん……）

　水を飲んでしばらくリビングルームをうろつき、バスルームへ戻る。

　鏡の前に立って、恵はバスローブのベルトを解いて前をはだけた。

　やや瘦やせ気味だが、手足が長くてバランスのいい肢し体たいが現れる。顎あごをそらして、自じ慢まんの長い首を鏡に映す。

　これまでつき合った男や言い寄ってきた男に、もれなく賞賛された部分だ。

　首筋、鎖さ骨こつ、デコルテ──なめらかな肌はだと相まって、我われながら惚れ惚れするほど美しい。

　視線は下へ向かい、コンラッドに買ってもらった白いビキニブリーフに目を留める。

　ペニスのサイズは日本人の平均程度なので、決して大きいとは言えない。けれど色や形はわりと気に入っている。

（もうちょっと太かったらな……あと、先っぽも張り出してるとかっこいいんだけど）

　今いま更さらどうにもならないので、いかにセクシーに見せるかが肝かん心じんだ。

　その点、このビキニブリーフは実にいい仕事をしている。実際のサイズよりちょっと大きく見える気がするし、ぴったり貼はりついているのでいい感じに陰いん影えいができている。

　コンラッドの視線を想像して、恵はふうっと息を吐はいた。

（あ……やば。なんか勃っちゃいそう）

　コンラッドが帰る前から興奮していたら、本番で体が持たない。

　本番と言ってもいきなりセックスしたいわけではなく、まずはバスローブから肌をチラ見せしてコンラッドの反応をうかがおうと思っているだけなのだが。

（パンツを見せるためには、バスローブの前を開けといたほうがいいか）

　しかし鏡に映った己おのれの姿に、慌あわててバスローブの前を閉める。

　いくらなんでも、最初からこのビキニブリーフを大々的に披ひ露ろうするのはやりすぎだ。それに、コンラッドに見られたとたんに勃ぼつ起きしてしまいそうで……。

（うわ……まだ見られてないのにめっちゃ興奮してる……）

　下着の中で、ペニスが頭をもたげ始めている。

　先ほどシャワーを浴びたときに一度射精したのだが、今夜はひどく体が疼うずいていた。

（なんか俺、がっつきすぎじゃね？　コンラッドとの間に何か特別なものを感じてて、これからも会いたいっていう純じゆん粋すいな気持ちのはずなのに）

　恵は恋愛とセックスを分けて考えられないタイプだ。好きになったらセックスしたいし、好きじゃない相手とはセックスできない。

　だからこれは自分にとって普通の反応だと言い聞かせるが、体の疼きはこれまで感じたことがないほど激しくて……。

「……っ！」

　客室のドアが開く音がして、どきりとする。慌ててバスローブの前をかき合わせ、恵は深呼吸して息を整えた。

「行くぞ！」

　小声で呟き、そろりとバスルームから出る。リビングルームを覗のぞくと、コンラッドがシャツのボタンを外しているところだった。

「おかえりなさい」

「ああ、ただいま」

　コンラッドがこちらに視線を向け、口元に笑えみを浮うかべる。

「夕食、食べました？」

「ああ、ダンがテイクアウトの寿す司しを買ってきてくれた。きみは？」

「俺もここの日本食レストランで、寿司買ってきて食べました」

「今日は疲つかれただろう。明日は昼前にここを出発だから、寝ね坊ぼうしていいぞ」

「ええ、あの……」

　コンラッドに近づき、彼の横顔を見上げる。

　青い瞳ひとみと視線が合った瞬しゆん間かん、体の芯しんに熱いものが込み上げてくるのがわかった。

　反応を見てからにしようとか体で誘ゆう惑わくしようとかあれこれ考えていたことが全部吹ふき飛び、衝しよう動どうのままに恵はコンラッドの首に手をまわした。

　背せ伸のびをして、その薄うすい唇くちびるに自らの唇をそっと重ねる。

　コンラッドと唇を合わせたのはほんの数秒──けれどたちまち時間が止まったような感覚に襲おそわれ、慌てて現実に戻ろうと唇を離はなす。　>>>♥

「……これは驚おどろいたな」

「……嫌いやだった？」

　不安になって、俯うつむいて尋たずねる。

「まさか。ただちょっと、先を越されたなと」

「……え？」

　顔を上げると、大きな手にそっと顎をすくい取られた。

　青い瞳に見入っているうちに、再び唇が重なる。

（え？　ええ!?）

　これは、コンラッドのほうからキスしてくれているのだろうか。

　なんだか夢を見ているようにふわふわしていて、考えがまとまらない。

　茫ぼう然ぜんと固まっていると、口の中に熱い舌が潜もぐり込んできた。口こう腔こう内を舐なめられ、ようやくコンラッドがキスを──それも友情の証しるしのような軽いものではなく、性愛の匂においのする官能的なキスをしていることを実感する。

「……俺はあなたの新たな友人じゃなかったんですか」

　長いキスを終えてから、恵は吐息まじりに尋たずねた。

「別の言い方をしたかったが、まだ本人の了解を得ていなかったのでね」

「別の言い方って……」

「これからもきみと会いたいと思ってるんだが、友人としてではなく、恋こい人びと候補と考えてもらえないかな」

「……ほんとに？」

「ああ、自分でもびっくりなんだが、どうやらきみのことが好きになってしまったらしい」

「そんなはっきりしない言い方しないでよ。好きになったのか、好きになったのかどうかわからないのか、どっち？　ちなみに俺はあなたのこと好きだよ。今すぐ恋人になりたいと思ってる」

　思わずまくし立てると、コンラッドが声を立てて笑った。

「まいったな。きみの反応を見ながらゆっくり口説こうと思ってたのに」

「そういうまどろっこしいのやめて。ああもう、もっかいキスしていい？」

　コンラッドも同じ想おもいだったと知って、恵はたまらなくなって彼の逞たくましい体に抱きついた。

「おっと……バスローブ姿で抱きつかれると結構理性がやばいんだが」

「やばくていいよ。俺も今、理性なんかほとんど残ってないし」

　ついばむようなキスの合間に、吐と息いきで言葉をかわす。

「じゃあ少しだけ恋人らしいことをしようと思うんだが、シャワーを浴びてからのほうがいいかな？」

「ううん、このままでいい」

「ベッドルームに行く？」

「……ん」

　答えたとたん、ふいに横よこ抱だきに抱き上げられて恵はぎょっとした。

「ちょ、ちょっと、何これ」

「可愛かわいい恋人を寝しん室しつに運ぶ儀ぎ式しきだ」

「えっ、コンラッドってそういうキャラだったの？」

「私にだってロマンティストな一面はある。こういうのは嫌か？」

「嫌じゃないけど、抱き上げられたの初めてで、びっくりして……」

　嫌どころか、とても気分がいい。女性になりたいと思ったことはないが、好きな人にお姫ひめさま抱っこされるのがこんなに嬉うれしいと思わなかった。

　寝室のベッドにそっと下ろされ、うっとりと目を閉じる。

　コンラッドがシャツを脱ぬぎ捨て、覆おおい被かぶさってくるのがわかった。

（あ……コンラッドの、硬かたくなってる……っ）

　恵のそこに擦こすりつけながら、コンラッドが「悪い、急ぎすぎかな？」と囁ささやいた。

「ううん……俺もこんなだし」

　言いながら、恵もコンラッドに足を絡からめて硬くなった場所を擦りつける。布地越ごしに擦こすれ合う感触に、下着が先走りでじわりと濡ぬれるのがわかった。

「あのさ、ムードぶち壊こわしになっちゃうかもだけど、ひとつ訊きいていい？」

「なんでもどうぞ」

「……男とつき合った経験ある？」

　恵の質問に、コンラッドが「ない」と即そく答とうする。

「自分でもびっくりなんだが、三十五歳にして初めて自分の中にそういう指向があることに気づいた。これまで同性に惹ひかれたり欲情したりといったことは一度もなかったんだが」

　コンラッドの言葉に、恵は動きを止めて体を起こした。

「今までつき合った男が三人いるんだけど、うちふたりがストレートで、今のあなたと同じようなこと言って口説いてきたんだ。けど、いざセックスって段階になると『やっぱり無理』って言い出しやがってさ。だったらゲイの男とつき合えばいいって話なんだけど、それはそれでなんか体だけ目当てみたいな奴やつが多くて、とにかくえーと、つき合い始めてからやっぱり無理って言われるとめっちゃ凹へこむから、ほんとに大だい丈じよう夫ぶかどうかよく考えてみてくれる？」

　一気にまくし立てると、コンラッドが眼鏡めがねの奥で目を瞬またたかせた。

「……なるほど。きみの懸け念ねんはよくわかった。想像の中ではきみのことを何度も抱いているんだが、こういうのは実際やってみないとわからないからな」

「ちょっと待って。想像の中でって、マジで？」

「ああ。きみを抱くところを想像しながら自じ慰いに耽ふけった、という意味だ」

　コンラッドの爆ばく弾だん発言に、耳までかあっと赤くなる。それについて詳くわしく聞きたいところだが、話を聞いただけで射精してしまいそうなので、今は追つい及きゆうしないことにする。

「というわけで、続けていいか？」

「うん……あっ」

　バスローブの前をはだけられ、平らな胸が露あらわになる。

　コンラッドの視線を感じて、たちまち乳ち首くびがつんと尖とがるのがわかった。

「すごく綺き麗れいだ」

「胸はね。こういうの見ても平気？」

　腰こしにまとわりついていたバスローブを引き剝はがし、恵は挑ちよう発はつするようにビキニブリーフをさらした。

　白いビキニブリーフの中でペニスはすっかり勃ぼつ起きし、布地に先走りの染しみが広がっている。しかも、ピンク色の亀き頭とうがくっきりと透すけていた。

「実にいいね」

　言いながら、コンラッドが恵の腰をまたぐように膝ひざ立だちになる。

　そして恵に見せつけるようにズボンの股こ間かんの盛り上がりをひと撫なでし、ゆっくりとベルトを外した。

（……なんかめっちゃ大きいんだけど）

　張り詰つめた場所のファスナーを少々手こずりながら下ろすと、黒いボクサーブリーフが現れる。ローライズのボクサーブリーフの上部から逞しい勃起がはみ出しており、思わず恵は声を漏もらした。

　コンラッドが下着をずり下げ、全ぜん貌ぼうが露わになる。太く逞しい茎くき、ずっしりと重たげに揺ゆれる陰いん囊のう、そして太い茎からさらに大きく笠かさを広げた亀頭──。

　こんな大きなペニスを目まのあたりにしたのは初めてだった。ポルノ動画などで大おお袈げ裟さなほどの巨きよ根こんを見かけることはあるが、あれはシリコン入りの偽にせ物ものだとわかっている。天然物でこれだけ立派なサイズのものは珍めずらしいのではないか。

（まさかの巨根を引き当ててしまった……）

　男に抱かれたい願望を持つ恵には、より大きく逞しいペニスに貫つらぬかれたいという密ひそかな欲望があった。セックスの快感に大きさは関係ないというけれど、視覚的にはやはり大きいほうが興奮してしまう。

　残念ながらこれまでつき合った男たちは平均的なサイズで、その点でも彼らは恵の欲求には応こたえられなかった。人生で初めて「もしかしたら運命の相手かもしれない」と思えた男が、かつてないほど欲望をかき立てる牡おすの象しよう徴ちようを備えているなんて、こんな幸運があっていいのだろうか。

「気に入った？」

　コンラッドが、くすりと笑う。

　コンラッドの勃起に見入っていた恵は、急に恥はずかしくなって顔を背そむけた。

「き、気に入るかどうかはまだわかんないけど……っ」

「じゃあ試ためしてみよう」

「え？　あ、ああ……っ」

　下着の濡れた部分に亀頭を押し当てられ、恵は目の奥に火花が散るのを感じた。　>>>♥

　体が熱くてどうにかなってしまいそうだ。布越ごしにコンラッドの亀頭で鈴すず口ぐちをつつかれ、失禁したように精液があふれ出る。

（あ……、噓うそ、めっちゃ気持ちいい……っ）

　コンラッドとの初めての行こう為いをもっとしっかり味わいたかったのに、あっという間に達してしまった。

　けれどそれはコンラッドも同じだったようで、恵の射精を見ながらこれまで聞いたことがないような低い声で唸うなり……。

「あ、あっ、コンラッド……！」

　下着に押し当てられた大きな亀頭から、熱い精液がほとばしる。

　いったばかりの敏びん感かんな場所を恋こい人びとの射精で刺し激げきされ、恵はあられもない声を上げて喘あえいだ。

　この快感を少しでも長く味わいたい。無意識にコンラッドに抱きつき、体を密着させる。

　どれくらいそうしていたのか、コンラッドが身じろぎし、恵ははっと我われに返った。

「下着が盛大に汚よごれてしまったな」

「……それ言わないでくれる？　こんな失態、俺も初めてだよ」

「失態だなんて思ってない。下着を脱ぐ余よ裕ゆうもないほど気持ちよかったということだろう？」

「……まあね」

　とりあえず汚した部分をシャワーで洗い流そうと、恵はむくりと起き上がった。

　コンラッドも起き上がり、恵の体を抱き寄せる。

「ん……」

　甘くて優やさしいキスに、うっとりと身を委ゆだねる。早くシャワーを浴びたいが、この魅み惑わく的なキスと抱ほう擁ようから逃のがれるのは難しかった。

「続きをしていいかな？」

「続きって……？」

「ここに」

　言いながら、コンラッドの大きな手が背中を撫で下ろす。

　指が尻しりの割れ目をなぞり、奥まった場所へ向かおうとしていることに気づき、恵はぎょっとして体を引いた。

「ちょ、ちょっと待った。続きってまさか、そ、そこ？」

「ああ、男同士のセックスはここを使うんだろう？」

「いやいやいや、ちょっと待って。ストレートの男ってなんでゲイの男はみんなアナルセックスしてるって思うの？　してないカップルだっていっぱいいるし、今さっきしたみたいなのでも充じゆう分ぶんセックスじゃん！」

　慌あわててまくしたてると、コンラッドが怪け訝げんそうに眉まゆ根ねを寄せた。

「つまり……きみはアナルセックスは未経験なのか？」

　直球すぎる質問に、ぼぼっと顔が赤くなる。

「そっ、そうだよ！　だってさっきも言ったように今までつき合った男はいざとなったら尻しり込ごみするし、体だけ目当ての奴とはしたくないし」

「アナルセックスはしたくない？」

　コンラッドに尋たずねられ、恵は言葉を詰まらせた。しばし目をさまよわせ、正直に申しん告こくすることにする。

「……したくないわけじゃない。俺も男だから興味あるし。けど、そういうのって本当に心から信しん頼らいできる相手としかしたくないんだ。これまでつき合った男がもし尻込みしなかったとしても、多分できなかったと思う。なんか、本当に愛されてるかどうか確信持てなかったし、俺も本当に相手のこと好きなのか自信なかったし……」

　大きな手に髪かみを撫でられ、恵は首をすくめた。

「きみはかなりロマンティストなんだな。セックスは本当に愛し合っている相手としかできないというわけだ」

「めんどくさい奴だと思った？」

「まさか。私が君の最初で最後の相手になるんだなと、しみじみ実感したところだ」

「自信家だね」

「手て応ごたえを感じてるんだが、私の勘かん違ちがいかな？」

　コンラッドの青い瞳ひとみを見つめ、恵はふふっと口元をほころばせた。

「いや、多分勘違いじゃないよ。なんかどんどん好きになっちゃってるし」

「嬉うれしいね。私もきみの新たな一面を知るたびに愛いとおしさが増していってる」

　見つめ合い、どちらからともなく唇くちびるを重ねる。

　長い長いキスのあと、コンラッドが耳たぶを甘く嚙かんできた。そんなことをされたのは初めてで驚おどろいたが、不思議と心ここ地ちよくてされるがままになる。

「セックスは、きみがその気になるまで気長に待つよ。辛しん抱ぼう強づよさには自信があるんだ」

「……ありがと。けど、多分そんなに長くは待たせないと思う」

「けど、今夜はもう少しだけ続きをしていいかな？　さっきみたいに……」

　早くも兆きざし始めている性器を擦こすりつけられ、恵は声を上げた。

「ちょっと待って、今度こそパンツ脱ぬぐから！」

「いいね。今度は裸はだかで抱だき合おう」

　低くなめらかな声で囁ささやかれ、鈴口から先走りがとろりと漏れる。

　魅惑的な恋人の体にしがみつき、恵は快感の甘い吐と息いきを漏らした。
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　綺き麗れいに片付いたヒロの部屋の前に立ち、ふうっとため息をつく。

　──マイアミでの救出作戦から一ヶ月。ルームメイトのヒロは、先ほど生まれ故郷のカンザスへ旅立っていったところだ。

　マイアミの事件はヒロの家族も知るところとなり、ずいぶんと心配され、実家に帰るよう説得されたらしい。

『姉がカフェを経営してるんだけど、前から店を手伝ってほしいって言われてたんだ。僕も今回の件でかなり懲こりたし、一度地元に帰ってゆっくり今後のこと考えようかなって』

　そう言って、ヒロは少し寂さみしげに微笑ほほえんだ。

『そっか。いったんリセットするのもいいかもな』

『恋れん愛あいに関してもね。僕の運命の伴はん侶りよは、ニューヨークにもマイアミにもいないみたいだから』

　残念ながら、ヒロが気に入ったダン・マシューズ捜そう査さ官には婚こん約やく者しやがいるらしい。供述の合間にちゃっかり電話番号を聞き出してデートに誘さそおうとしたら、そう言って断られたそうだ。

『大だい丈じよう夫ぶ、ヒロならすぐに彼氏できるよ』

『ただの彼氏じゃなくて、人生をともにできるパートナーがほしいんだよね。今までそんなこと考えたことなかったんだけど、恵とコンラッド見てたらそういうのもいいなって』

　ヒロの言葉を思い出し、唇に笑えみを浮うかべる。

　あれからコンラッドとの交際は順調だ。仕事のほうも、コンラッドが紹しよう介かいしてくれたパーティプランナーに弟で子し入いりし、さっそく現場に出て忙いそがしく働いている。

　今日は休みなのでヒロを見送り、このあとコンラッドと会うことになっている。出かけたい場所はないかと訊きかれたが、恵は敢あえて〝おうちデート〟を提案した。

『ヒロがいなくなってひとりになったし、よかったらうちに来ない？　久々に料理しようと思ってるんだ』

『いいね。きみの手料理、楽しみだ』

　キッチンに行って鍋なべの蓋ふたを開け、ビーフシチューをかき混ぜつつ恵はぷっと鼻の穴を膨ふくらませた。

（今夜こそ、コンラッドとセックスするぞ……！）

　頭の中は今朝から、いや、数日前からそのことでいっぱいだ。

　マイアミでエロティックな行為をしたあと、コンラッドとは週三回のペースで会っている。

　コンラッドの部屋に泊とまって同どう衾きんすることもあるが、まだ挿そう入にゆうを伴ともなうセックスには至っていない。

　コンラッドのことを愛しているし、コンラッドが愛してくれているのもわかっている。

　心から信頼しているし、セックスしたいのはやまやまなのだが──。

（したいんだけど、コンラッドのがおっきすぎて入らないんだよ！）

　両手で顔を覆おおい、恵はソファに倒たおれこんだ。

　恵の蕾つぼみは、決して初うぶな未開地ではない。指やディルドを使ったオナニーで前ぜん立りつ腺せんでいくことを知っているし、早くコンラッドの逞たくましいペニスで貫つらぬかれたくてうずうずしている。

　けど、いざ挿入の段になると、亀き頭とうが大きすぎて入らないのだ。

　コンラッドがローションで根気よくほぐしてくれるので蕾はとろとろにとろけているのだが、コンラッドの先せん端たんは凶きよう悪あくなほど大きく笠かさが広がっており、いちばん太い場所がつかえて中に進めない。

『あっ、ま、待ってっ』

『すまない、痛かったか？』

『そりゃこんな太いの入れるんだからちょっとは痛いけど、でも気にせず突つっ込んで……っ』

『そういうわけにはいかない。きみが気持ちよくないと、セックスする意味がない』

『気持ちいいよ。あ、そう、そうやって中擦ってっ、先っぽでくちゅくちゅかき混ぜて！』

　コンラッドが低く呻うめいて射精したときの感かん触しよくを思い出し、ぶるっと背筋を震ふるわせる。

　亀頭が半分ほどしか入ってなくても、粘ねん膜まくが擦れ合う感覚は強きよう烈れつだ。内側の媚び肉にくに濃のう厚こうな精液をかけられると、セックスしたという満足感も得ることができる。

（あのおっきいのが入ってるとこ見ると、視覚的にもすげーくるし）

　結合部の残像が目の前にちらつき、無意識に股こ間かんに手を伸のばす。

　ハーフパンツの下で、恵のペニスはいつのまにか勃ぼつ起きしていた。先走りがじわりと漏もれる感覚に、太ふと腿ももを寄せて身み悶もだえる。

（だめだ……もうすぐコンラッドが来るのに）

　まもなく約束の時間だ。けれど体が動かず、そのくせＴシャツの上から乳ち首くびをまさぐる行為をやめられない。

　玄げん関かんのインターフォンが鳴るのが聞こえたが、全身が官能の金かな縛しばりにあったかのように動けなかった。

「恵？」

　コンラッドが何度かドアをノックし、やがて鍵かぎを取り出す音がする。恵がマイアミのホームセンターで買ったキーホルダーのついた合あい鍵かぎだ。

「どうした？　具合が悪いのか？」

　後ろ手にドアを閉めたコンラッドが、ソファにうずくまった恵を見て心配そうに歩み寄ってきた。

「いやあの……もうすぐあなたが来るって思ったら、なんか興奮しちゃって」

　股間を押さえながら正直に申告すると、コンラッドが軽く眉まゆをそびやかした。

「実に印象的な歓かん迎げいぶりだな。そんなことを言われたら、私も理性が吹ふき飛んでしまうんだが」

　スーツの上着を脱いで、コンラッドがそばの椅い子すに放ほうり投げる。

　いつもより荒あらっぽいその仕草を、恵はうっとりと見上げた。

「呆あきれてない？」

「呆れるもんか。受け入れる準備が整ったってことだろう？」

「そうなのかな。なんかすげー体が熱い……」

　具体的には、熱く疼うずいているのは蕾の奥だ。これがコンラッドの言うように、受け入れる準備が整ったということなのだろうか。

（今ならコンラッドの太いのも入りそうな気がする……）

　おずおずと手をどかし、ハーフパンツをずり下ろす。白いボクサーブリーフの前が、自分でもびっくりするほど濡ぬれていた。

「ベッドに行こうか」

　コンラッドの声も欲情に掠かすれていた。性急な手つきでネクタイを外し、ワイシャツを脱ぎ捨て、ベルトを外しにかかる。

「ううん、なんかもう、立ち上がれそうにない……」

　仕立てのいいズボンの前がしっかり盛り上がっているのを見て、恵は息を喘あえがせた。

　ズボンを脱ぎ捨てたコンラッドが、濃のう紺こんのボクサーブリーフ一枚の姿になって覆い被かぶさってくる。

「下着がびしょびしょだ。今日はすごく濡れてるな」

　先走りで濡れた下着をまさぐられ、恵は快感に声を上げた。

「あ、あっ、なんかもう出そう……っ」

「ちょっと我が慢まんしてくれ」

　言いながら、コンラッドが下着をずり下ろして性器を露あらわにする。逞しいペニスはすっかり硬かたくそそり立ち、大きな亀頭は先走りでぬらぬらと光っていた。

「入れて、早く……！」

　急いで下着を下ろすが、手が震えてうまく脱ぬげない。どうにか片足だけ脱いで、欲望に突き動かされるままに、恵は大きく脚あしを割り広げた。

「恵……！」

「あああ……っ！」

　熱く滾たぎった亀頭を押し当てられ、蕾がひくひくとうごめく。

「ローションを塗ぬらないと」

「そんなの探してる暇ひまないっ、あ、あ、もう出ちゃう……っ」

　またしても、亀頭を浅く含ふくまされただけでいってしまった。ふるふると震えるペニスから、とろりと精液があふれ出る。

「じゃあこれをローション代わりにしよう」

　大きな手でペニスを包み込まれて、恵は身悶えた。指の腹でくすぐられるように鈴すず口ぐちを撫なでられ、体の芯しんに電流が走る。

「あっ、だめ、まだいき終わってないっ」

「悪い、私ももう待てそうにない」

　コンラッドが、そそり立った砲ほう身しんにぬるついた精液を塗り広げる。

　再び亀頭を押し当てられ、恵は嬌きよう声せいを上げた。

「ひああ……！」

　ずぶりと突き入れられた亀頭が、じわじわと奥へめり込んでくる。

　これまでどうしても通過できなかった地点を越こえたのがわかり、恵はぎゅっと蕾に力を入れた。

「そんなにきつく食い締しめないでくれ」

「わ、わかってるけど」

　ふいにコンラッドが、緊きん張ちようをほぐすように優やさしく唇くちびるをついばんでくれた。

（あ……）

　とたんに体から力が抜ぬけていく。同時に、内側の媚肉もやわらかくとろけていくのがわかった。　>>>♥

「あああ……！」

　コンラッドの逞しい牡おすの象しよう徴ちようが、一気に奥へ向かってくる。

　狭せまい場所を太くて硬いもので押し広げられる感覚に、恵は喉のどをのけ反らせた。

「あ、あんっ、コンラッド……！」

「大だい丈じよう夫ぶか？　痛くない？」

　小刻みに動かしながら、コンラッドが気き遣づかわしげに囁ささやきかけてくる。

「大丈夫、すごく気持ちいい……！」

　肉厚の雁かりに敏びん感かんな媚肉を擦こすられ、恵は意識がぼんやり遠のいていくのを感じた。

　体の感覚は鮮せん烈れつなのに、何も考えられない。

　ただひとつだけ、心から愛する人とひとつになれた悦よろこびの感情は、はっきりとしていた。

「コンラッド……！」

「恵、愛してる」

　甘い囁きを聞きながら、恵は初めてのセックスに身を委ゆだねた──。







（……めっちゃ気持ちよかった……）

　ソファに横たわったまま、恵は荒あらい呼吸を整えようと深呼吸をした。

　セックスの余よ韻いんが体の至るところに色いろ濃こく残っている。初めて味わっためくるめく快感は、これまでの性的な経験をすべて吹ふき飛ばすほど強きよう烈れつだった。

「大丈夫か？」

　気遣わしげな声とともに、男っぽくて大きな手が頰ほおに触ふれてくる。

「大丈夫……いや、今ちょっと大丈夫じゃないかも」

　恵の返事に、コンラッドが心配そうな表情で起き上がった。

「あ、違ちがう違う。大丈夫なんだけど、今めっちゃ余韻に浸ひたってて、なんつーかその……」

　コンラッドの青い瞳ひとみを見上げ、「ものすごく気持ちよかった」と呟つぶやく。口にするのは気き恥はずかしかったが、これはきちんと伝えておくべきだろう。

「よかった。ちょっとその、後半無茶をしてしまったかと心配してたんだ」

「後半ってのは、全部中に入ってからのこと？」

　コンラッドがこくりと頷うなずく。ふふっと笑い、恵はクッションを手た繰ぐり寄せて顔を隠かくした。

「後半、めちゃくちゃ気持ちよかったから安心して」

「そうか。私も後半が特によかった。いや、そんな言い方じゃ足りないな。これほど気持ちいいセックスは初めてだ」

「……ほんとに？」

　クッションからそっと目だけ覗のぞかせ、コンラッドを見上げる。

「心から愛している相手としたのが初めてだし、きみと出会うまで心から誰だれかを愛したことがなかったから」

　さらっと告げられ、かあっと頰が熱くなるのがわかった。

　コンラッドは恵に対してはなんでも正直に話してくれる。コンラッドも自分と同じように最高の経験だったと感じていることがわかり、嬉うれしくて顔がにやけてしまった。

「あのさ、提案なんだけど……もっかいしない？」

　クッションをずらしながらおずおずと口にすると、コンラッドが眉まゆ根ねを寄せた。

「いいのか？」

「うん……なんか今、すごくしたい気分」

「いいね。実は私も同じことを考えていたんだ」

「あ……っ」

　覆おおい被かぶさってきたコンラッドの体に、恵は思わず声を上げた。

　コンラッドの牡の象徴は、早くも力を漲みなぎらせていた。硬く逞たくましい感かん触しよくに、先ほどコンラッドを受け入れたばかりの場所がはしたなく疼うずく。

　愛してる……と口の中で呟いて、恵は愛いとしい恋こい人びとの背中に手をまわした。







あとがき




　こんにちは、神じん香かうららです。お手にとってくださってどうもありがとうございます。

　おかげさまでロックハート家の御曹司、第四弾です！　今回の御曹司は、前作「極上御曹司の初恋略奪方程式」の主役だったキャメロンの兄、コンラッドです。一冊ずつ主役カップルが違う読みきりなので前作をご存じなくても問題ありませんが、キャメロンと巡めぐるは今回のお話にもちらっと登場してますので、よかったら読んでみてください。

　このところ清せい楚そで可か憐れんなタイプの受けが続いておりましたが、今回の恵めぐむはちょっとやんちゃタイプかな。見た目もかっこいい系で、物もの怖おじしない性格です。そして攻めのコンラッドは、久々の眼鏡めがね攻め！　明みよう神じん先生に眼鏡攻め描かいていただくのは初めてです！

　いつもとちょっと雰囲気が違いますが、このふたりもラブラブ街道まっしぐら、いずれ結婚する予定です。

　明神翼つばさ先生、今回も素敵なイラストをどうもありがとうございました。毎度毎度原稿が遅れてご迷惑をおかけして申し訳ありません。担当さまにも本当に申し訳ありません……お力添えに感謝しております。

　またお目にかかれることを願いつつ、失礼いたします。
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